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はじめに






　これから少し、一風変わったおとぎ話をしようと思う。

　お話の舞ぶ台たいは、今よりも七十年ほど若い頃のこの世界。

　それは、僕らの祖父や祖母、あるいはもっと前のご先せん祖ぞ様さまが青春を過ごした時代。

　世界が戦争の混こん沌とんへと突き進んでいく激げき動どうの時代───




　まずは、この本を手に取り、開いてくださったあなたに感謝を。

　あ、申し遅れました。私の名は田中天たなか・たかし、本書の文章担当です。あなたが本書を読み終えるまでの短い間、しばしお付き合いくださいませ。

　本書『東とう邦ほうの快かい男だん児じ』には、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のプレイ風ふう景けいを文章化したもの……すなわち〝リプレイ〟が二本収しゆう録ろくされています。




　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-playing Game）の略りやく称しようで、とても楽しい遊びです。

　ＲＰＧという言葉がゲームジャンルのひとつとして定てい着ちやくして久しい昨さつ今こん、ゲーム機やパソコンで、『ドラゴンクエスト』や『ファイナルファンタジー』、『ラグナロクオンライン』『ラストハルマゲドン』などといったコンピュータＲＰＧを遊んでいる方も多いことでしょう。最後に挙げたタイトルは今いま時どき遊んでいる人もいないでしょうが。

　ＴＲＰＧは、コンピュータＲＰＧと同じく、プレイヤーがひとりのキャラクター（歴れき戦せんの外人傭よう兵へい部隊員とか、エルフの魔ま術じゆつ師しとか、人型ロボット兵器のパイロットとか）を担当し、仮か想そう世界の中での冒険を楽しむゲームです。参加者のひとりはゲームの司し会かい者しや役やくとなり、冒険のシナリオを用意したり、進行や仕切りを行うことになります。この司会者役をＧＭ（ゲームマスター）と呼びます。ＧＭの司会進行の下、参加者たちは互たがいに会話をし、サイコロ（ダイス）やトランプ等を使って物語を進めていくことになるのです。

　ＴＲＰＧを遊ぶのに、ゲーム機やテレビ、またはパソコンは必要ありません。遊ぶゲームのルールブックと、物語を共きよう有ゆうする数人の仲間、そしてなによりも重要な〝他者とコミュニケーションをしようという意志〟さえあれば、それで十分。

　さぁ始めましょう！　レッツプレイ！

　……とは申しましても、人間には場所や時間、その他諸もろ々もろの都つ合ごうというものがありますから、今すぐに遊ぶのは難しいかもしれません。

　そこで役に立つのがリプレイです。リプレイならば、いつでもどこでもＴＲＰＧを楽しむことができるのです。

　本書に収められた二に編へんのリプレイには、ＧＭである私と、四人のプレイヤー、そして〝最後のひとり〟を加えて計六人の参加者が登場します。

　この〝最後のひとり〟とは、ほかならぬ〝あなた〟のことです。

　あなたにはこれから、私たちが行ったプレイを追つい体たい験けんしていただくことになります。ＧＭやプレイヤー、あるいはその他の登場人物の発言や行動に、共きよう感かんしたり反はん発ぱつしたりツッコミをいれたりしながら読み進めていってください。

　物語とは、観みる者・聞く者が存在して初めて〝完成〟します。

　このリプレイも同様、あなたが最後まで読み終えたとき、初めて完成するのです。

　───願わくば、このリプレイが、私の大切なあなたにとって、少しでも心ここ地ちよいものでありますように。





本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。






















PREPLAY






　時は一九三八年。

　欧州ヨーロツパではナチス・ドイツが台頭し、亜ア細ジ亜アにおいては日本が長い長い泥どろ沼ぬまの大おお戦いくさへと突とつ入にゆうしつつあった頃ころ。

　昨日より今日は昏くらく、

　今日より明日はなお暗い。

　世界は繰くり返し時を刻きざみながらも着実に、〝第二次世界大戦〟という名の大破局カタストロフへと向かいつつあった。




　混こん沌とんとする国こく際さい情じよう勢せいの裏うらで暗あん躍やくするは、超ちよう常じようの力を操あやつる悪あつ漢かん、好こう漢かん、怪かい人じん、魔ま人じん。

　武術に魔術、超能のう力りよく。

　異い端たん科学に超古代の遺い産さん───

　これより皆みな様さまのお目にかけるは、そんな人じん外がいの者たちが織り成す、世にも奇き妙みような冒ぼう険けん活かつ劇げき。

　かつてあったかもしれない、けれど史書に記されることはない、秘ひ密みつの秘密のおとぎ話。

　さぁ始めよう、戦争という暗黒に向かって堕おちゆく、宵闇トワイライトの時代の物語を!!

　───嬉うれしいのである。

　なにしろ今日はリプレイ収しゆう録ろくの日。

　ＧＭを務つとめる俺おれ、すなわちミー、いわゆるフリーライターであるところの田中天たなか・たかしは、これから始まるセッションへの期待に心を躍おどらせながらＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会かい議ぎ室しつに向かっていた。

　鞄かばんにはシナリオと参考資料、ルールブックに筆記用具、袋ふくろいっぱいの10面体ダイス。

　準じゆん備び万ばん端たん、細工はりゅうりゅう、仕上げを御ご覧ろうじろってな按あん配ばいである。

　さあ、期待に胸を膨ふくらませながら会議室のドアを開けよう！

　このドアの向こう、約束の部屋には、セッションを共にする仲間が既にみっしりと勢せい揃ぞいしている……はず！

　思い切ってオープンザドア！




田中天：「野郎ども！　揃ってっかー!?」

一同：「遅いっ!!」




　……言われてみれば、「既に勢揃い」って、俺が一番遅いって意味なのよねー。

　ま、些さ事じはさておき、とにかく無事に全員集合と。




　つーわけで、これから『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイ用セッションが始まろうとしているわけだ。とはいっても、冒頭の文言を読んでいただければ一目瞭りよう然ぜん、「いつもの」ダブルクロスとはかなり趣おもむきが異なっている。

　通常ならば、時は現代、所は東京近きん郊こうＫ市やＳ市といった、「我々の住む環境に似た〝どこか〟」で、様々な物語を紡つむいでいくことになるのは周知の事実。

　しかし！　このリプレイ『トワイライト』では、少々、いやかなり奇妙で怪奇、不可思議ウイアード・ウイアード・ウイアードな世界・ワールドで繰り広げられる物語を楽しんでいただこうと思う。

　まずはリプレイに参加する頼もしくも愉快な四人の仲間たちを紹介しよう。




▼稲いな葉ば・義よし明あき（以下：稲葉）

　歴戦のフリーライター。歴史や神話伝説への造ぞう詣けいが深く、『聖せい剣けん伝でん説せつ』『プリンセス』（いずれも新紀元社刊）といった名めい著ちよを数多くものしている。

　リプレイの名手としても名を馳はせており、その熱くハードな筆ひつ致ちは数多くの読者から高い支し持じを得ている。特に俺などは、彼に会うたびに「早く次を！　次を読ませて！」と哀あい願がんするほどだ。

　ゲーム歴も長く、〝熱さ〟と〝爽さわやかさ〟を併あわせ持ったプレイングが印象的だ。




▼小太刀右京こだち・うきよう（以下：小太刀）

　新進気き鋭えいのフリーライター兼けんゲームデザイナー。『異い界かい戦記カオスフレア』（新紀元社刊）を始めとした数多くの作品に携たずさわっている。

　古今東西の様々な事物に通じた博はく覧らん強きよう記きマンであり、彼と話していると２分に１回「なんでオメーはそんなことまで知っとるんだ!?」と感心のツッコミを入れることになる。

　また、ゲームへの愛あい情じようが溢あふれみなぎりほとばしりまくっちゃってもう大変なことになっているため、日々、様々なゲームに励はげんで体の火ほ照てりを冷ましているとのことだ。




▼細野君郎ほその・きみお（以下：細野）

　理知的な外見、丁てい寧ねいな物もの腰ごし、よく通る美声の３つを兼ね備えた男。仲間内での愛称は〝キミくん〟。しかしてその実じつ態たいは、セッションに爆ばく笑しようと混こん乱らんの神を降こう臨りんさせる超Ａ級ゲーマーである。Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の公式イベントでは、ＧＭとして辣らつ腕わんをふるってもらうことも多い。

　なお、俺とは小学校時代からの幼おさな馴な染じみで、しょっちゅう一いつ緒しよにゲームした仲である。その愉ゆ快かいかつ華か麗れいなプレイングは、当時から俺の憧あこがれの的であったりなかったり。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下：矢野）

　言わずと知れた『ＤＸ２』のデザイナー……とは世を忍しのぶ仮かりの姿すがた。誰だれが呼んだか〝クレバー王子〟の異い名みようを冠かんし、業界にはびこる悪あく党とうどもをバッタバッタと成敗しているそれは見事な暴あばれん坊ぼうプリンス……だったら愉ゆ快かいだなぁとは思うけど、実じつ際さいにはゲーム製作会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の社員として真ま面じ目めに働いておられる御様子。

　俺とのつきあいは中学時代にまで遡さかのぼり、前ぜん述じゆつの細野氏も含ふくめ、休日ごとに集まってはゲームに興じていたのである。嗚あ呼あ、青春の日々！




田中天（以下ＧＭ）：（着席しつつ）皆さん、今日はよろしくお願いします。

一同：うぃーす、よろしくー！

ＧＭ：さて、そんなわけで今日は『ＤＸ２』のリプレイを収録するわけですが、今回はいつもと少々事情が異なります。

稲葉：っつーと？

ＧＭ：具体的に言って、舞台となる環境……つまり〝ステージ〟が普段とはガラリと趣おもむきを変えております。一応、いつもの『ＤＸ２』のステージを説明すると───




　ほんの少し未来。

　世界は〝レネゲイド〟という名の特異なウィルスに侵しん蝕しよくされていた。このウィルスに感染した者は〝オーヴァード〟と呼ばれ、超人的な異能力の数々を得ることとなった。

　だが、その〝力〟に耐え切れずに精神が破壊され、理性のない怪物───〝ジャーム〟へと堕ちてしまう者や、レネゲイドを悪用し、世界に害悪を為す者も少なくない。

　無用の混乱を防ぐため、一般の人々の目からレネゲイドの存在は隠されている。

　大多数の人々が知らぬまま、世界は既すでに変へん貌ぼうしていたのだ。




ＧＭ：……って感じだよね？

矢野：そうだねぇ。

ＧＭ：しかし今回は七十年ほど時代を遡さかのぼって、一九三八年の欧州が舞台となります。

細野：へぇー！　そりゃ確かにいつもとは勝手が違うね。

小太刀：一九三九年がナチスのポーランド侵攻だから……第二次世界大戦前夜ですね。

稲葉：悲しく辛つらい時代だな……。

ＧＭ：ええ。しかし同時に、様々な科学技術が急速に発展し、怪しげなオカルト研究が行われ、国際的な謀ぼう略りやく戦せんは日にち常じよう茶さ飯はん事じ、スパイやら活動家やらが暗あん躍やくしまくるという熱く激しい時代でもあるのですよ。

矢野：なるほどなるほど。んで、俺たちは何するの？

ＧＭ：そりゃあその風ふう雲うん急きゆうを告げる情勢下で、ヒーローには悪党をズバッと倒してもらいたいわけよ。

小太刀：悪党というと……。

ＧＭ：この時代の悪役つーたらあんた、〝ナチス・ドイツ〟でしょ（笑）。

小太刀：おお、なんとも明解ですね!!

稲葉：〝敵はナチス！〟　いいねぇー！

ＧＭ：ナチは世界各地にいるので、自然と冒険の舞台も様々な場所を巡ることになります。

細野：映画の『インディ・ジョーンズ』みたいな感じ？　あれも、中国やらカイロやら飛び回ってたけど。

ＧＭ：そうそう、まさにそれ！　時代的にも内容的にもバッチリ！　あれもナチスが敵てき役やくだったよね。ちなみに一作目の時代設定は一九三五年だ。

矢野：あー、そうだね。そうだったそうだった。

小太刀：……でも、その時代にはレネゲイドウィルスは発見されていなかったのでは？

ＧＭ：発見はされてない……が、〝存在〟していなかったという証拠はなーい！（力強く）　当時の人々は、レネゲイドが引き起こす諸々の超ちよう常じよう現げん象しように、奇跡や魔術、心しん霊れい科か学がくという名を与えたのだ！

小太刀：な、なるほど！

ＧＭ：しかもナチスは超常現象の謎なぞを探り、軍事利用せんと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている！　様々な理由により、ＰＣはナチスの陰いん謀ぼうを阻そ止しするために戦う……というのが、大まかな設定。

稲葉：実に荒こう唐とう無む稽けいだ（笑）。

ＧＭ：このステージにとって〝荒唐無稽〟は褒ほめ言葉です（笑）。

矢野：そういやリプレイのシリーズ名は何にしたん？

ＧＭ：〝トワイライトたそがれ〟。世界が戦争という夜よ闇やみに包まれる直前の、〝黄たそ昏がれの時代〟という意味を込めた。

矢野：うん、いいね。なんかこう、怪しげだ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さてさて、早速各ＰＣのハンドアウトを披ひ露ろういたしましょうか。

小太刀：（各ハンドアウトを読みながら）ワークスの欄らんに〝大たい陸りく浪ろう人にん〟とか〝超ちよう人じん兵へい士し〟とか、見み慣なれれぬ単語が飛び交ってますね。

ＧＭ：なにせ特とく殊しゆなステージなんでね。ま、おいおい説明していくよ。




▼ＰＣ①

ロイス：マリアグレース・フォン・ヴォルスング　　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：不ふ安あん

カヴァー／ワークス：指定なし／大陸浪人

　嫌な時代だ。祖国の軍部は暴走を開始し、欧おう州しゆう各かつ国こくもキナ臭いことになっている。

　だが今回、川島芳子かわしま・よしこという女性が持ち込んできた依頼は、中々に浪漫ロマン溢れるものだった。

「欧州に赴おもむき、とある姫君を救い出す！」

　その姫君の名は、マリアグレース・フォン・ヴォルスング。

　謎も危険も多そうな仕事だが、少なくとも命の張り甲が斐いはありそうだ。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、君はマリアを護ご送そうする急行列車へと乗り込むこととなった……。

ＧＭ：これはズバリ、お姫様を救いに行くという単たん純じゆん明快な役やく割わりです。

稲葉：いいねいいね。〝快かい男だん児じ〟って言葉が似に合あいそうだ（笑）。

一同：快男児!!

ＧＭ：素敵な響きの言葉ですね。うん、確かにＰＣ①は快男児がいい（笑）。

矢野：で、〝大陸浪人〟ってのはなんじゃらほい？

ＧＭ：日本から中国大陸に渡わたって探たん検けんしたり事業を起こしたりした連中の総そう称しようだよ。

稲葉：多くは日本政府の援えん助じよを受けた現げん地ち工作員の一種だったらしいな。

ＧＭ：そうみたいですね。しかしここでは「日本を飛び出した冒険家」ぐらいの意味合いで使っています。

稲葉：冒険家か。うん、その言葉には浪漫ロマンがあるな（笑）。

矢野：……この〝川島芳子〟って誰？

ＧＭ：〝清王朝の王女として生まれ、関かん東とう軍ぐんのスパイとして育てられた男だん装そうの麗れい人じん〟っつー、物語の中のような実在の人物。今回の役どころは〝依い頼らい人にん〟なんで、特に物語に深く関かかわってくるわけではないよ。その時代ならではの有名人を出してみたかったのよ（笑）。

稲葉：なるほど（笑）。確かに歴史モノの楽しみのひとつだな。




●ＰＣ②

ロイス：フェリックス・エアハルト　　ポジティブ：感かん服ぷく／ネガティブ：憤ふん懣まん

カヴァー／ワークス：指定なし／超人兵士ユーバーメンシエン・ゾルダートＡ～Ｃ

「君には超人兵士の適性がある！」

　ナチス士官が発したその言葉を境に、君の人生は一変した。

　不気味な施設にブチ込まれ、来る日も来る日もナチスの手て駒ごまとして鍛えられる日々。

　あるとき、特別任務を帯びたフェリックス・エアハルトというＳＳ少佐と共に、急行列車へと乗り込むこととなった。

　これは脱走のチャンスだ。

　警備兵の一瞬の隙すきをつき、君は自由を求めて逃げ出した！




ＧＭ：ＰＣ②は、ナチスのアーネンエルベという特とく殊しゆオカルト研究機関によって強化処置を施され、オーヴァードに覚かく醒せいした人間……すなわち〝超人兵士〟です。

小太刀：超人兵士！

細野：カッコイイ響ひびきだなぁ。心惹ひかれる（笑）。

小太刀：同感です（笑）。

ＧＭ：通常のダブルクロスにおける〝ＵＧチルドレン〟に近いイメージだけど、〝ナチスによって改造されてしまった〟という部分が決定的に異なる。悲劇の改造人間だね。

稲葉：（ハンドアウトを読みつつ）でも、いきなり脱走しているな。

細野：脳の改造はまだだったんですね（笑）。

矢野：まず先に洗せん脳のうしておけよ（笑）。

ＧＭ：洗脳処置にも屈しない強きよう靭じんな精神を持っていたのかも知れない。そこら辺は御自由に。




●ＰＣ③

ロイス：[image: ]スモーカー　　ポジティブ：好こう意い／ネガティブ：不ふ信しん感かん

カヴァー／ワークス：指定なし／犯罪王クライムロードＡ・Ｂ

　君は世界に混こん乱らんをもたらす国こく際さい的てき大だい犯はん罪ざい者しやだ。少なくとも各国政府機関の見けん解かいは、それで一いつ致ちしている。

　さて今回は、友人の[image: ]スモーカーから「ナチが秘ひ密みつ裏りにとてつもない〝宝〟を運んでいる」との情じよう報ほうを入手した。

　彼は80は優ゆうに超こえるであろう老人だが、活力に溢あふれ、古今の様々な事物……殊ことにオカルト方面に通じている。そんな彼が〝お宝〟と言うほどの物とは、一体なんだろうか？

　君は、お目当ての物を運んでいるという急行列車に乗り込んだ。




細野：犯罪王！　……ってなんですかいＧＭさんや。

ＧＭ：簡単に言うと、暗あん黒こく街がいの大おお立だて者ものを表す言葉。ギャングの親分や、その筋では知られた凄すご腕うでの泥どろ棒ぼうとか、そういう連中の総称ね。

稲葉：そんな外げ道どうと一緒に冒険することになろうとは（笑）。

ＧＭ：いやいや、プレイヤーキャラが凶きよう悪あく犯罪者になったらちょいと困ります（笑）。アルセーヌ・ルパンみたいな、ああいう方向でひとつ。

細野：（得とく心しんいったという表情で）了解了解。

ＧＭ：他の有名どころでは、モリアーティ教授も〝犯罪王〟の範はん疇ちゆうに入るかな。あっちはかなりの極ごく悪あく非ひ道どうだけど（笑）。

細野：どんなワークスかは把は握あくできたけど……[image: ]スモーカーって怪し過ぎないか？（笑）

ＧＭ：何を言うか。経歴不明年齢不ふ詳しよう、コネクションだけは妙に豊ほう富ふで、常に陶とう器きのパイプをふかしている謎の白人男性だ。

小太刀：ＧＭ、それは十分に怪しいと言います（笑）。

ＧＭ：大丈夫、俺が保証する（笑）。




●ＰＣ④

ロイス：ヒュー・シンクレア　　ポジティブ：尽じん力りよく／ネガティブ：食しよく傷しよう

カヴァー／ワークス：指定なし／情報部員Ａ～Ｃ

　君はイギリス情報局秘密情報部ＭＩ６エムアイシツクスに所属する凄すご腕うでの００ダブルオー要員だ。

　ヒュー・シンクレア長官の信頼も厚く、常に第だい一いつ線せんで活躍している……と言えば聞こえはいいが、要するに危険で困こん難なんな仕事を押し付けられているに過ぎない。

　だが、喜ばしいことに今は〝休暇中〟だ。

　久々の解放感を満喫する君を乗せ、オリエント急行は走る……。




ＧＭ：こいつは、００７シリーズで有名なＭＩ６のエージェントね。情報部員のワークスが示すように、世界を股またにかけて大英帝国を益えきするための秘密工作をするスパイの人。

矢野：このヒュー・シンクレアって人も実在したの？

ＧＭ：うん。一九二三年から一九三九年にかけて就しゆう任にんしていたんだって。

矢野：休暇中っていっても、きっと、ロクなことがないんだろうなぁ（笑）。

ＧＭ：そりゃ当然。平へい穏おん無ぶ事じじゃシナリオになりませんわよー（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、そんじゃ好きなハンドアウトを取ってくださいな！

小太刀：どれも捨てがたいですね……やはりハンドアウト②かな……。

ＧＭ：ああ、小太刀君ならそう言うと思ってた（笑）。

小太刀：ええ、「悲劇の改造人間」的な立ち位置が、個人的な趣味に合いますので（笑）。

矢野：④、面白そうだなぁ。組織に入ってっから、行動指し針しんもわかり易そうだし。

細野：んー。稲葉さんは、どんなキャラががやりたいですか？

稲葉：俺はやっぱ、直接殴る奴がいいかな。あと、初めてのステージだし、行動原理も単純明快でやり易い奴にしようと思う。

ＧＭ：それなら、やはりハンドアウト①ですね。姫を助けるという目的がありますから。

細野：快男児やってください、快男児（笑）。

稲葉：俺がか!?

小太刀：（ハンドアウト①をスーッと稲葉氏の目の前に置く）

稲葉：ごく自然な動作だな、君（笑）。

小太刀：は、もう決まったものかと（笑）。

稲葉：……よしわかった。折角のご厚こう意いだし、やらせてもらおう！

ＧＭ：よろしく快男児！　では他のみんなはー？

矢野：いいアイディアを思いついたからＰＣ④を取りたいんだけどいいかな？

小太刀：私は構いませんが。

細野：いいんじゃない？

矢野：そんじゃ俺が大英帝国のエージェントということで。

小太刀：超人兵士という言葉に魅かれましたので、ＰＣ②を。

細野：同じく犯罪王という響きが気に入った。ＰＣ③をゲット！

ＧＭ：ではみなさん、キャラクターを作成してくださいな。ステージオリジナルのワークス表やアイテムは、こちらに用意してあるので、自由に参照してくださいませ！




　ああだこうだと頭を捻ひねり、ルールブックをひっくり返し、互いに相談したりしながら、キャラクター作成は進んでいった。

　そして、およそ一時間が過ぎようかという頃、四人のヒーローが誕生した！











































ＧＭ：……では、キャラクターも完成したようなんで、各自、ＰＣ番号順に自己紹介をしてもらいましょう。




●ＰＣ①

稲葉：まずは俺からだな。名前は天てん花げい寺じ・大だい悟ご。

ＧＭ：おおっ。なんとも派手な名前ですね。

稲葉（以下：大悟）：活かつ劇げきの主人公は大おお仰ぎような名前の方が映はえるってもんさ（笑）。シンドロームも、ハードなアクションをこなせるよう、キュマイラ／ハヌマーンの組み合わせだ。

小太刀：それは確かに飛びぬけた肉体能力を誇れますねー。

大悟：戦闘スタイルも単純明快。〝近づいて素手で殴る〟……こんだけ（笑）。

ＧＭ：まさに、力、パワー、ストレングスの三つを兼ね備えた超ちよう絶ぜつ生せい命めい体たい！

矢野：全部同じじゃねえか！（笑）

大悟：……続けてもいいかな？（笑）年齢は一九一〇年生まれの二十八歳。長身で、軍事的な訓練を受けているからガタイもいい。

ＧＭ：軍隊上がりなんですか？

大悟：陸りく軍ぐん士し官かん学校に在ざい籍せきしてた。けど、そこには気弱な下級生を苛いじめたり、外の女学生に狼ろう藉ぜきを働く悪い先輩方がいてなー。そいつらを叩きのめしたら退学になっちまった（笑）。

ＧＭ：熱い男だ！（笑）

大悟：そのエピソードが示すように、弱い者苛いじめしてる奴は許せないし、困ってる奴は放っておけない。義ぎ俠きよう心しんに厚いというか……過か激げきなお人よしだな（笑）。

ＧＭ：まさに〝快男児〟ですね。しかし、それがなんでまた大陸浪人に？

大悟：成績自体は優秀だったから、軍の特とく務む機き関かんからスカウトされたんだ。「その若き情熱を大陸で活かさないか？」とかそそのかされて。

細野：そそのかされて（笑）。

大悟：若かったし、基本的に単純な奴なんだよ。初めの数年間は、軍の狗いぬとして大陸のあちこちで情報収集活動に励んでいたんだが……次第に軍の方針に嫌いや気けが差してきた。

ＧＭ：まぁ無理もないですね。

大悟：結局、軍に辞じ表ひようを叩きつけて、満まん洲しゆうで探たん偵ていめいた仕事を始めることにした。けれど、故郷の肉親を盾に取られて、軍の手伝いを無む理り強じいされることも珍めずらしくはない。

ＧＭ：さしもの快男児にも弱みはある、と。

大悟：その演出として、初期ロイスのひとつに妹を設定してみたよ。目に入れても痛くないほど可愛がっているが、俺の足あし枷かせでもあるって感じ。

ＧＭ：いいですねー。ところで、大悟がレネゲイドの力に目覚めた理由は？

大悟：西さい域いきを放浪してた頃、チベット仏教の僧院で仏ぶつ舎しや利り（仏ぶつ陀だの遺い骨こつ）に触れたせいだ。

ＧＭ：おお、仏舎利にはそんな力が（笑）もしかしたら、それはレネゲイドウイルスの塊かたまり。レネゲイドクリスタルだったかもしれませんね。

大悟：もちろん、そういったことなど俺は知る由もない。仏舎利に触れた直後に高熱を発して倒れた俺は、三日三晩の昏こん睡すいから目覚めた後、自分が生まれ変わったことを知った！

ＧＭ：オーヴァードになったんですね。

大悟：ああ。精神統一をすることによって超人的な筋力と反射神経が呼び覚まされ、全身のチャクラが回り……。

一同：チャクラ……？

大悟：そして、額には〝第三の眼〟が開くようになった。ぱかっと。

一同：第三の眼ぇーっ!?（爆笑）

大悟：《アルゴスの眼》って特とく技ぎを取ったんで、その演出（笑）。

ＧＭ：なるほど。

大悟：というわけで、俺にとってのレネゲイドとは、心身の鍛たん錬れんとチャクラを回まわすことによって得られる〝武ぶ術じゆつ〟！

ＧＭ：その名も……レネゲイドカンフー！（爆笑）

大悟：そんな名前は勘かん弁べんしてくれ！（笑）ちなみにこれは諸もろ刃はの剣つるぎで、力を出せば出すほどチャクラが暴ぼう走そうに近づき、正気を失ってしまう。

ＧＭ：限界を超えるとジャーム化……ですね？

大悟：そういうことかな。チベット仏教の僧院にいた老ろう僧そうはそれを〝魔ま境きよう〟と呼んでいた。仏教でいう〝悟さとり〟の前に訪れる、偽りの至し高こう体たい験けんって奴だな。

小太刀：（感心したように頷きつつ）なるほど、ジャーム化にそんな解かい釈しやくが！

大悟：……相談なんだが、第三の眼で人の〝魂の色〟を知覚して、その人物の本質が見抜けるという設定にしてもいいかな？

ＧＭ：魂の色……ですか？　それは例えばどういう？

大悟：そうだな……純粋で誠実な人なら〝澄すんだ青色〟とか、卑ひ劣れつな悪党だと〝澱よどんだ泥どろの色〟とか、そういう見え方がするんだ。もちろん演出だからデータ的な効果はいらない。

ＧＭ：（少し考えて）……ふむ、面白いですね。許可します。ていうか格好いい（笑）。

大悟：ありがとう。




●ＰＣ②

ＧＭ：そんじゃお次は小太刀くん。

小太刀：クリステル・フォン・エッシェンバッハ。十八歳、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの典型的ドイツ美び少しよう女じよ。

ＧＭ：清すが々すがしいほどに言い切ったな（笑）。

小太刀（以下：クリス）：ええ！（爽やかな笑顔）

ＧＭ：うむ、その意気やよし！（笑）

クリス：シンドロームはエンジェルハィロゥ／ノイマン。肉体的には非力ですが、射撃の腕と頭脳のひらめきにおいては天才的です。

ＧＭ：〝フォン〟とつくからには、貴き族ぞくなの？

クリス：はい。エッシェンバッハ家は十三世紀から続くプロイセンの名めい家けです。

大悟：筋すじ金がね入りのお嬢じよう様さまだな。

クリス：父はワイマール体たい制せい下の有力政治家で、反ナチスの立場でしたが、ヒトラーが政せい権けんを掌しよう握あくした際、政治犯として裁かれることになってしまいました。

細野：硬こう骨こつの士しですな。立派なお父さんや……（涙を拭うジェスチャー）。

クリス：それがそうでもないんです。ナチスは、わたしの超人兵士としての適てき性せいに目をつけました。そして父は、己の身の安あん寧ねいのためにわたしを奴らに差し出したんです。

細野：うわぁ、お父さん、全然立派じゃない（笑）。

クリス：研究者たちは「君ならば、必ずや〝ヴリルパワー〟を引き出せるだろう」と大だい絶ぜつ賛さん。

一同：ヴリルパワー!?（爆笑）

ＧＭ：それは一体何なんだ（笑）。

クリス：謎の超エネルギーだそうで。要するに、超ちよう能のう力りよくの一種みたいなもんです。なので、わたしにとってのレネゲイドとは、ヴリルパワーに代表される〝超能力〟です。

ＧＭ：クリスの場合、それが知性と射撃能力に傾いている、と。

クリス：はい。戦闘要員というよりは、参さん謀ぼうとしての役やく割わりを期待されてます。

矢野：性格はどんな感じ？　やっぱお嬢様っぽく縦たてロールの髪の毛とか？（笑）

クリス：や、矢野さん。縦ロールと性格は関係ない……あるような気もしますが、少なくともわたしは縦ロールじゃないです（笑）。

矢野：そっかぁ（←なぜか残念そう）。

クリス：思し春しゆん期きを特殊な環境で過ごしたせいか、感情の起き伏ふくが乏しく、世間一般の常識からも少しズレ気味です。趣味は詩の鑑かん賞しよう。殊ことにゲーテの詩を愛好してます。

ＧＭ：ゲーテの詩か。いいアクセントだね。

クリス：どんなキャラをやるにしても、この設定はつけようと考えまして……こんな物を持ってきました（カバンの中から実物の『ゲーテ詩集』を取り出す）。

一同：おおー。

クリス：キャラは詩を暗あん誦しようできますが、プレイヤーは無理だから実物が必要なんです（笑）。

ＧＭ：いや、素晴らしいことだ。こっちまで嬉しくなってくる（笑）。

クリス：読んだ本の影響か、〝花の都〟パリに憧れていて、いつか行きたいと思っています。

大悟：あと二年もすれば自動的に行けるだろ。電でん撃げき戦せんでパリは陥かん落らくするからな。

クリス：おお、ならばずっとナチスにいれば……。

矢野：それじゃ思いっきり敵じゃん！（爆笑）




●ＰＣ③

ＧＭ：次にキミくんの番っスよ。

細野：よしきた！　私の名はギヨーム・ド・ノートルダム。ラテン語風に発音すると……。ノストラダムス！

一同：ノストラダムスッ!?（爆笑）

ＧＭ：あの大予よ言げん者しや本人？　あ、でもノストラダムスの名前はミシェルか。

細野（以下：ギヨーム）：正確には後こう継けい者しやだが、その話はとりあえず後回しで。シンドロームはモルフェウス／サラマンダー。カヴァーは〝怪かい盗とう紳しん士し〟。

ＧＭ：怪盗紳士（笑）。ルパンだね。

ギヨーム：物は盗むが、立たち居い振ふる舞まいは非の打ち所のないフランス紳士。三十七歳の男性で、長ちよう身しん瘦そう軀く。物もの腰ごしは丁てい寧ねい、服装は古めかしいフォーマルスーツと漆しつ黒こくのマント！

矢野：まるで奇き術じゆつ師しみたいな格好だね（笑）。

ギヨーム：うむ！（笑）　元々はソルボンヌ大学で古代史を学ぶ平へい凡ぼんな学生だったが……。

ＧＭ：それがなぜ怪盗紳士に？

ギヨーム：学問への情熱が高じ過ぎたせいかな。神話伝承を長く深く調べるうちに、魔ま術じゆつという現象は実在するのではないだろうかという珍ちん奇きな妄もう想そうを抱くようになった。

矢野：いきなり道を踏み外はずしてるー!?（笑）

ギヨーム：紆余曲折の末、イギリスのとある古い森の奥で不思議な老人に出会った。

大悟：イギリスの森の奥ってこたぁ、その爺じいさんはマーリンとか言う名前じゃないのか？

ギヨーム：そうかもしれん、そうでないかもしれん（笑）。

ＧＭ：そして、その老人から魔術を教えてもらったと？

ギヨーム：その通り。それこそ私がオーヴァードとして覚醒した理由。すなわち、私にとってのレネゲイドとは古来より伝えられてきた〝魔術〟に他ならない！

矢野：武術、超能力と来て、今度は魔法か（笑）。

ＧＭ：これこそが、このステージの醍だい醐ご味みだ！

ギヨーム：教えてもらった魔術の内容は防御が主体。具体的に言うと、盾相当の魔術結けつ界かいでダメージを大おお幅はばに減らしたり、味方をカバーリングしたりするよ。

大悟：そいつはありがたいな。こっちは能力的に攻撃は得意でも防御が苦手だから。

ギヨーム：先程、矢野君が「奇術師みたい」と言ったけど、実際、〝魔術〟を使うときは、カードマジックのように大量のトランプを投げたり空中を舞わせたりという演出です。

矢野：なるほどね。

ギヨーム：さて、その〝守る力〟で何を守ればいいかと悩む私に、師は一冊の書しよ物もつをくれた。書物の名は『真・レ・サンテュリ』。ノストラダムスの〝真の予言〟を記した予言書だ！

矢野：ぱちもんくせぇー！（爆笑）

クリス：細野さん、フランス語と日本語がちゃんぽんになってます（笑）。

ギヨーム：うん、まったくだ（笑）。ともかく、その予言書を俺おれ的てき理り論ろんで読み解くと、どうやら一九四〇年に世界は崩ほう壊かいするらしいということが判明した。

ＧＭ：お、俺的理論……！（笑）

ギヨーム：曰く「我らが主の一九四〇年、ゲルマンの王が、すごい力の秘ひ宝ほうを沢たく山さん集め、欧州侵しん略りやくを開始する。放っておくと世界は死ぬよ」

一同：わかり易っ！（笑）

ギヨーム：私は悟った。我が使命は、魔術で世界を守ることだったのだと！　そう確信した私は、故郷の近しい人間たちに相談した。しかし……。

一同：…………。

ギヨーム：（諦めたように首を横に振る）母さんは何も言ってくれない。父さんは頭を撫なでてくれた。友達は笑った。学校の先生は「教会へ行け」と言った（爆笑）。

矢野：もっともな反応だよなぁ（笑）。

ギヨーム：以来、私はノストラダムスの名を受け継ぎ、世界中から〝秘宝〟……すなわち、レネゲイド的な力を秘めた危険な品々を回収・封印する仕事を個人で始めたという次第です。

矢野：漫画『スプリガン』のアーカム財ざい団だんみたいな感じだね。

ギヨーム：そうだねー。なお、事情を理解しない各国政府からは犯罪者扱いされている。なお、「遺い志しを受け継いだ」ということで、ノストラダムス本人に初期ロイスを取得してみた。




●ＰＣ④

ＧＭ：さて、自己紹介も最後になりましたな。トリをどうぞ、矢野先生。

矢野：あのさ。００ダブルオー要員じゃなくて、アルファベットコードネームでもいいかな？

ＧＭ：キテレツな発明品をジェームズ・ボンドに渡す〝Ｑ〟みたいな感じかな。

大悟：……トワイライトステージって、あいつら実在するのか。

ＧＭ：実在するとした方が面白いですから（笑）。

矢野：でね、できればＱ本人の息子をやりたいと思ってるんだよ。

ＧＭ：面白いね！　イギリス国外での活動に支し障しようがない設定なら、それでもＯＫだよ。

矢野：ありがとう。……で、Ｑの姓せいって誰かわかります？（笑）

クリス：あー……なんでしたっけ？

ＧＭ：（携けい帯たい端たん末まつを取り出す）こういうときはインターネット様の御お力ちからを借りるのじゃ。

矢野：（ＧＭの携帯端末をのぞきこみ）わかった？

ＧＭ：どうやら、〝ブースロイド少しよう佐さ〟というらしいな。

矢野：サンキュ！　それじゃあ、名前はフィン・ブースロイドで。シンドロームはブラックドッグのピュア。攻撃系よりは便利系エフェクトを重じゆう視ししてみました。

ＧＭ：アルファベットコードネームは？

矢野（以下：フィン）：小文字の〝ｓ〟スモール・エス。赤毛で小こ柄がら、鼻の辺りにソバカスがあるヤンチャそうな十二歳のガキ。もちろんイギリス人ね。

大悟：子供エージェントか！　他のキャラに劣おとらず珍しい存在だな。

フィン：心の底から父親に憧あこがれていて、「僕もああなりたい、いっぱい発明品を作りまくりたい！」と日々精しよう進じんしている。大きくなったら大文字の〝Ｓ〟になるかもしれない（笑）。

クリス：夢見るエージェントの坊やですね。

フィン：ちなみに、発明の能力以外はごくごくフツーのお子様（笑）。ある意味父親以上の発明をするんだけど、なぜか他の人では動かせない。

大悟：そりゃまたなぜだ？

フィン：僕の発明品は、全部自分自身のシンドロームによるもんですから。

大悟：…………？

フィン：要するに、発明品の効こう果かと思い込んでるだけで、本当はエフェクトを使ってるわけなんです。他人に道具だけ渡しても何の効果も発はつ揮きしません（笑）。

ギヨーム：発明品は、エフェクトを使うときの精神的な〝スイッチ〟みたいなものなんだね。

大悟：ああ。そういうことか。

フィン：本人は多分一生気がつかないけど（笑）。

ＧＭ：幸せなんだか不幸なんだか。

フィン：武器は知ち恵えと科学！　勇気はあんまりない！（笑）

ギヨーム：まだ年とし端はも行かない子供なのに、なぜそんな力に目覚めたの？

フィン：物もの心ごごろつく前からこの力を手に入れてたんで、なぜかは自分にもわからない。気づくと、怪しげな機械をいじくり回せるようになってた。

ＧＭ：生まれついての感かん染せん者しやだね。

フィン：僕にとってレネゲイドは〝科学の産さん物ぶつ〟ってわけ。

ＧＭ：なーるほど。

フィン：んで、仕事をするしないにかかわらず、常に大きなトランクを背負って持ち歩いてる。そのトランクの中には変な機械がぎっしりと。ま、こんなトコかな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：自己紹介が終わったトコで、ＰＣ間ロイスを結ぼう。大悟からクリス、クリスからギヨームと、ＰＣ番号順に結んでね。顔を合わせたことはないけど、出会った時に抱いだく印象ぐらいのイメージでひとつ。

大悟：まずは俺からクリスか。

クリス：よろしくお願いするわ、快かい男だん児じ（笑）。

大悟：大悟と呼んでくれ（笑）。……ふむ、クリスはとても可か哀わい想そうな身の上だから、ポジティブは〝同どう情じよう〟だな。でもって人じん外がいの戦闘力を持っているんで、ネガティブは恐きよう怖ふ。

ＧＭ：では次にクリスからギヨーム。

クリス：ギヨーム、あなたがナチスのブラックリストに載のっていることにしてもいいかしら？　そこで名前だけは知っていることにしたいのだけど。

ギヨーム：いいですよ、レディ。むしろ載せてくれていると箔はくがつくから嬉うれしい（笑）。

クリス：ではポジティブは〝有ゆう為い〟。彼ならこの世界を変えてくれるかもしれないという期待を抱く。ネガティブは〝疎そ外がい感かん〟……まぁ、生きている世界が違ちがうし。予言書とか（笑）。

ＧＭ：そんじゃ、次はギヨームからフィンへ。

ギヨーム：子供か……。ブースロイド君の家庭環かん境きようは幸せなんだよね？

フィン：うん。円満家庭。友達も多いし、基き本ほん的てきに発明三ざん昧まいで幸せ（笑）。

ギヨーム：この少年は私には眩まぶしく見える！（笑）というわけでポジティブは〝憧どう憬けい〟、ネガティブは〝嫉しつ妬と〟。

フィン：こっちも英国エージェントなんで、ギヨームがどんな奴やつかってことくらいは知っててもいい？　ロイスはまだ取れないけれど。

ギヨーム：どうぞどうぞ。はは、名が売れて困こまるな（笑）。

ＧＭ：最後のフィンは頭に戻もどって大悟に対して取ってね。

フィン：相手は頼たよれる快男児でしょ？

大悟：おう、頼もしいぞ。……おそらくな（笑）。

フィン：それじゃあポジティブは〝感服〟で取ります。活かつ躍やくっぷりを見て「この兄ちゃんスゲェ！」とか感心する（笑）。一方、ネガティブは〝不安〟。

ＧＭ：さて、キャラが出来てロイスも決まったところで、お待ちかねの本ほん編ぺんを始めよう！

一同：うぃーっす!!






ステージ　『ＤＸ2』にはステージというルールがある。シナリオの舞台となる場所や社会背景、ゲーム的ルールといった諸々の設定の総称である。

ポーランド侵攻　一九三九年九月一日に、ナチス・ドイツ軍がポーランド領内に武力侵攻した事件。同三日にイギリスとフランスはドイツに宣戦布告し、第二次世界大戦が勃発した。

心霊科学　心霊現象や超能力、ＵＦＯなどといった、通常の科学では扱わない分野を「科学的に」研究する学問。世間一般においては非常にうさんくさいものと認識されている。

ハンドアウト　キャラクターを作成する際に参考とする、シナリオ開始時の状況や導入の設定などを記したもの。

ワークス　キャラクターが持つ真の立場や職業。これに対し、社会的に認知された表の職業（仮の姿）を「カヴァー」と呼ぶ。

快男児　優しくさっぱりとした気性と勇気とを兼ね備えた男性。ナイスガイ。

ＳＳ　親衛隊（シュットシュタッフェル）の略称。ヒトラーの護衛として創設され、後にナチスの敵を排撃する一大組織となる。

モリアーティ教授　名探偵シャーロック・ホームズの宿敵。天才的頭脳で、恐るべきロンドン裏社会のボスとして君臨した。ホームズ曰く、「犯罪のナポレオン」。

キュマイラ　シンドロームのひとつ。筋力や生命力を異常なまでに増強することができる。

ハヌマーン　シンドロームのひとつ。運動能力や反射神経を大幅に強化する。

満洲　中国東北部の地域名。この場合は、日本の傀儡国家として樹立された「満洲国」を示す。

西域　中国大陸西部にある国々の総称。

チベット仏教　チベットに伝来して育った仏教思想。転生活仏、五体投地、マニ車など、他地域の仏教とは異なる特徴を多く有する。以前はラマ教とも呼ばれていた。

エンジェルハィロゥ　シンドロームのひとつ。光を操作する。

ノイマン　シンドロームのひとつ。人間の知性、脳内での演算能力を極度に高める。

プロイセン　十九世紀後半に行われたドイツ統一の中心となった国。バルト海沿岸地域を指す場合もある。

ワイマール体制　ワイマール共和国のこと。ドイツ帝国が第一次大戦末期に崩壊した後、新たな社会秩序として打ち建てられた。ナチス党が政権を掌握したことにより崩壊する。

ヴリル　ドイツのオカルト結社〝ヴリル協会〟が追い求めた超エネルギー。ＵＦＯの動力源になっている……らしい。

ゲーテ　ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ（一七四九年～一八三二年）。ドイツが誇る偉大な詩人にして学者。

電撃戦　第二次世界大戦でドイツ軍が採用した作戦行動。軍隊を迅速に侵攻させ、敵の防御体制が整う前に戦線を突破する。

パリは陥落　一九四〇年の五月から六月にかけて、ドイツ軍の行った電撃戦によってフランスの敷いた防御陣はあっけなく崩壊。六月十九日、首都パリが陥落した。

ノストラダムス　ノストラダムス（一五〇三年～一五六六年）は、フランス出身の医者にして占星術師である。「ノストラダムスの大予言」で広く知られている。

モルフェウス　シンドロームのひとつ。物体を自在に創造・変化させる。

サラマンダー　シンドロームのひとつ。熱を操り、火炎や凍気を生み出す。

ソルボンヌ大学　十三の大学から構成される〝パリ大学〟のひとつ。ヨーロッパ最古の大学のひとつである。

マーリン　イギリスの伝説的な王、アーサーを補佐した魔術師にしてドルイド僧。愛した女性に騙され、深い森の奥に幽閉されてしまったという。

レ・サンテュリ　ノストラダムスが著した予言書『百詩編集』の原題。ギヨームが持っているのは、その「本当のバージョン」であるようだ。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆オリエント・エクスプレス


Scene Player ──── 大悟






　一九三八年五月某日、ドイツ領内の山岳地帯。

　力強く響き渡る轟ごう音おんが、夜闇を切り裂いてゆく。

　ヨーロッパ大陸横断急行列車───世に名高い〝オリエント急行〟であった。

　その列車の通路を、一組の男女が駆けている。

　ひとりは、東洋系の偉い丈じよう夫ふ。名を、天てん花げい寺じ・大だい悟ごといった。

　もうひとりは、高貴にして可か憐れんな少女。名を、マリアグレースといった。




ＧＭ：さて、オープニング最初のシーンプレイヤーは大悟。君は現在、ナチスから助け出したばかりのマリアグレース姫を連れ、オリエント急行の通路を駆けている。

大悟：（驚いた表情で）なにっ？　いきなりそんなとこから始まるのか？

ＧＭ：なお、君の後方からは列車に乗り込んでいるナチスの兵士が追いかけて来るよ。

大悟：……事じ態たいがいまいち呑のみこめんが、とにかく姫ひめ君ぎみの手を引いて逃げる！

ＧＭ：ふむ。駆け込んだ先の車両は、高級そうなソファやバーカウンターが設置された部屋になっていた。乗客たちの社交場、いわゆる〝サロン車〟だね。そこで───




　部屋の照明は薄うす暗ぐらく絞しぼられ、大悟と姫を除のぞいては無む人じんと思われた。

　不意に、床板の一部がゴトゴトと音を立てて動き始めた。

　思わず身構える大悟の目の前で床板は外れ、床下から小柄な人ひと影かげが姿を現した。




ＧＭ：今度はフィンが登場。君もまたナチスに追われて、このような形で逃げてきたわけだ。

フィン：ってか、なんで床下から現れるんだ、僕!?（笑）それはともかく目の前のでっかい東洋人を見て、あたふたする。ナチスかな、違うのかな？




　その時、部屋の隅すみから小さな金属音が響いた。

　仕事柄、大悟にもフィンにも馴な染じみ深い───銃の撃げき鉄てつが起こされた音だ。




ＧＭ：お次はクリス。大悟たちは、ソファの陰かげに、ひとりの少女が潜ひそんでることに気づく。

クリス：（ハンドアウトを読みつつ）わたしは脱走するんですよね？

ＧＭ：そうだね。ハンドアウトに記されてる通り。

クリス：では、演出をひとつ思いつきました。血の滲む脇わき腹ばらを押さえつつ、脅きよう威いになりそうな大悟に銃口を向ける！




　張り詰める空気の中、〝それ〟に最初に気づいたのは大悟だった。

　サロン車の奥……闇の向こうに何者かが立っている。




ＧＭ：はい、最後のひとりギヨーム登場ー。大悟と同じくナチスに追われてるぞ。

ギヨーム：おやおや、追われて逃げ込んでみれば……先客か。

クリス：新手っ!?　銃を持ったまま、反射的にそちらへ向き直るわ。

ギヨーム：ほう!?　ならばこちらも遠えん慮りよはせんよ？




　ギヨームは懐ふところから数枚のカードを取り出し、まるでナイフを投げるかのように構えた。

　それに対応し、フィンの手は背中のトランクに、クリスの指は銃のトリガーにかけられる。

　そして大悟は───






オリエント急行　ヨーロッパ大陸を走る国際長距離列車。その歴史は十九世紀末にまで遡る。なお、本シナリオで走っている路線は架空のものである。


















◆Opening 02◆黒き山やま猫ねこと銀の姫ひめ


Master Scene






　夕闇迫る山岳地帯を、急行列車が走っている。

　前方車両の高級個室コンパートメント内部で、少女は一冊の本を読み耽ふけっていた。

　美しい少女だった。

　長い銀ぎん髪ぱつは絹きぬ糸いとのよう、瞳の色は晴れ渡る空のよう。

　優ゆう雅がな気品と穏やかな威い厳げんは、相あい対たいした者に自然と居い住ずままいを正させるだろう。

　少女の名は、マリアグレース・フォン・ヴォルスングといった。




ＧＭ：さて、ここからは少し時間が遡さかのぼり、最初のシーンに繫つながるようにオープニングを演出していくことになる。

フィン：なーるほどね。

大悟：あれよあれよという間に状況が進んでいくから、最初は何なに事ごとかと思ったぞ（笑）。

クリス：凝ってますね、ＧＭ（笑）。

ＧＭ：アクション映画で、最初に緊きん迫ぱくする場面を持ってくる手法があるでしょ？　このステージにはそれが相応しいと思って。あと、まず全員登場させたいという目もく論ろ見みもあった。

ギヨーム：それじゃあ我々は、ちゃんと最初に繫がるように上手く行動するとしようか。

ＧＭ：うん、よろしくお願いします。では改めてオープニングを。最初はマスターシーンからだ。マリア姫がひとり静かに本を読んでいると───




　コン、コン、コン。

　個室の扉が、まったく同じ調子で三回ノックされる。

　きっかり三秒後、ノックの主はマリアの返事を待たずに扉を開けた。

　男だった。ＳＳシユツトシユタツフエル───ナチス親しん衛えい隊たいの制服を隙なく着こなしている。

　小柄だが均きん整せいの取れた体つき。整ってはいるが神しん経けい質しつそうな顔立ち。

　そして、瞳の奥底に秘めた獰どう猛もうな〝何か〟。




ＧＭ：その男は、マリアにぺこりとお辞儀をして喋しやべり始める。（不気味な抑よく揚ようをつけながら、妙に艶つやっぽい声で）「マリアグレェェェス姫。フェェェリックスゥ・エェェアハルトです。ン～列車の旅は、楽しんでおられますかなぁぁぁ？」

一同：ブハァッ！（爆笑）

大悟：なんだそいつ！（笑）

クリス：そんな喋り方する奴だったんですかっ!?

フィン：い、意表を衝つかれたっ（笑）。

ＧＭ：おお、楽しんでいただけて何より（笑）。じゃ、続けようか。




　エアハルトは、マリアの手元に眼を止めた。そこには小ぶりの鉄道時刻表があった。

「ふむぅン？　そぉぉんな物が暇ひま潰つぶしになるんですかぁぁぁ？」

　エアハルト少佐の口調は嘲あざけるようであったが、マリアは気分を害した風もない。

「十分に面白いですわ。眺めているだけでも、心の中で色々な場所を巡れます」

　にこやかな笑みを浮かべつつ、マリアは足元のトランクを探り始めた。中から、幾いく種しゆ類るいもの時刻表が、次々と姿を現してゆく。

　さしものエアハルトも、降こう参さんとばかりに手を挙げた。

「いーやいやいやいや、もぉぉう結けつ構こうです。ぅそれはともかく、食堂車に食事を用意させま

した。ン～、よろしければぁ、私と一緒にディッナァァァなど───」

　ペラペラと喋るエアハルトは、マリアが時刻表の裏に忍ばせる二連装小型拳銃レミントン・デリンジヤーの存在に気づいていなかった……。




ＧＭ：……というところでマスターシーンは終了。

フィン：姫様、自じ力りき脱出する気満々だね（笑）。

大悟：ガッツがあっていいじゃないか（笑）。







◆Opening 03◆満まん洲しゆうは夕陽に染そまり


Scene Player ─── 大悟






　殺さつ風ぷう景けいな事務所だった。ロクな調ちよう度ど品ひんもなく、ゴミだけは多い。

　部屋の隅にあるソファでは、大柄な男───天花寺大悟が寝ね息いきを立てていた。

　開け放たれた窓からは、夕陽に赤く染まる町並みが見える。




ＧＭ：次は大悟のオープニング。時間はかなり遡さかのぼって、回想からだ。舞台は満まん洲しゆう国こくの首都・新シン京ジンにある、君の探偵事務所だ。

大悟：もう日中戦争が始まってるんだよな。こ新こ京もいつまで大丈夫なことやら。ま、それはともかく、依頼もなく暇だから寝てる。

ＧＭ：では、そこに訪れる客がひとり。男物のブラックスーツに身を包んだ、端たん整せいな顔立ちの女性……川島芳子かわしま・よしこだ。

大悟：ハンドアウトに書いてあったんで、実は初期ロイスを取った。関係は、有ゆう為い／憤ふん懣まん。軍がらみの命令は、いつもこいつが持ってくるって設定でいいかな。

ＧＭ：おお、それはいい。では、いつも彼女が厄やつ介かいごとを持ち込んでくる、と。

大悟：なるべく関わりたくないので、無視して狸たぬき寝ね入いりを決め込もう（笑）。

ＧＭ：「天花寺くん。天花寺くん。起きてくれたまえよ。友達が仕事を頼みに来たんだぞ」

大悟：だーれが友達だってぇ？　不ふ機き嫌げんそうに応こたえつつ、ソファの上に身を起こそう。

ＧＭ：「おや、起きてくれたね」クスクス笑いつつ、芳子は適当な椅い子すに座る。ちなみに本来の歴史では、この時期、彼女は日本国内に送り返されてるはずだ。

大悟：内ない地ちに帰ったって聞いてたが、まだこっちをウロついてたのか。

ＧＭ：「君に会いに来たんだ」芳子はからかうような笑みを浮かべる。

大悟：言っておくが、軍がらみの仕事は……。

ＧＭ：「先日、日本で君の妹さんをお見かけしたが……いやぁ実にお美しく健すこやかに育っておられる。いいことだなぁ」言うまでもなく、日本の家族を人質に取った話し方だね。

大悟：こいつ……！　思いきり眉まゆをしかめてやる。

ＧＭ：「そうツンケンするなよ。今回の話は、そう悪いものじゃないぞ」といって彼女は、一枚の写真を取り出す。そこにはヨーロッパ系の顔立ちをした美しい少女が写っている。

大悟：写真を受け取って、しげしげと眺めよう。

ＧＭ：「マリアグレース・フォン・ヴォルスング。ヴォルスングって国のお姫様さ」

大悟：へぇ。お姫様か……。

ＧＭ：「軍が摑つかんだ情報によると、彼女と、彼女の国にはある秘密が隠されているらしい」

大悟：なんだいそりゃあ。財宝かなんかってわけか？

ＧＭ：「さて、そこまでは。けれど、国家の利益になる〝秘密〟であることは確かなんだろうね。少なくともナチスドイツはそう考え、姫君の身柄を確保しようとしている」

大悟：嫌な話だな。で、俺に何をさせたいんだよ。

ＧＭ：芳子は、どこか芝しば居いじみた身振りを交えて言葉を続ける。「東とう邦ほうの快かい男だん児じ、悪しきナチスより麗うるわしの姫君を救い出す、ってね。ロマンチックだと思わないか？」

大悟：（鼻を鳴らしつつ）……どうせその後は、姫様を日本の情報機関へ御ご招しよう待たいってんだろ。

ＧＭ：（何気ない口調で）「そのまま救ってやればいいんじゃないか？」

大悟：何？　意外な話なんで、ちょっとソファから身を乗り出す。

ＧＭ：「上はまだ、この件について思し案あん中ちゆうだ。僕が君にこうして情報を伝えていることなど知る由よしもない。つまり、軍とは関係ない、僕の個人的な依頼だ」

大悟：……どういう風の吹き回しだよ。

ＧＭ：「僕も一応、一国の王女だったわけだからね。国を喪うしなって寄よる辺べなくさ迷っていた頃は、誰か救いに来てくれる快男児を夢見たものさ」その声には、何かを懐かしみ、愛あい惜せきするような色が混ざっている……。

大悟：……なるほど、こういう女だったか。

ギヨーム：いい殺し文もん句くだなぁ（笑）。

大悟：しゃーない、依い頼らいは受けてやるさ。

ＧＭ：では回想シーンからオリエント急行内に場面は移うつる。……日も沈しずみ、列車内は照明が点ともされる。ナチスは何両かを借り切ってマリア姫を護ご送そう中だ。一いつ般ぱん客の姿すがたはまばら。

大悟：さて、どのあたりで行動を起こしたもんかな。とりあえずナチ連中の様子を見るため、奴らのいる車両の方に近づいてみよう。

ＧＭ：無人の車両を幾いくつか越こえていく途中、〝パンッ！〟と銃じゆう声せいが響く。

大悟：んんっ!?　俺、まだ何もしてないぞ（笑）。

ＧＭ：ややあって前方の扉とびらが開き、写真で見た少女が駆かけ込んでくる。手には小型の拳けん銃じゆう。

大悟：へぇ。自分から行動を起こしたのか……と感心してる場合じゃないな。

ＧＭ：大悟の姿を見て、マリアは反はん射しや的てきに銃を構かまえた。

大悟：落ち着けよ、俺はあんたを救いに……。

ＧＭ：言いかけたところで、マリアが逃げてきた車両の方からドイツ語の怒ど号ごうが響いてくる。

（拳を胸元に添えつつ、妙に力強い口調で）「イッヒ・ビーン・ハンス！」

クリス：なんですかそれはっ!!（笑）

ＧＭ：「怒号の内容」だけど？（←しれっとした表情で）。

ギヨーム：その文章、ドイツ語で「私はハンスです」って自己紹介だろ（笑）。

ＧＭ：そうかそれじゃあ……（より力強い口調で）「向こうッヒ！　追うッヒ！」

一同：アホかーっ!!（爆笑）

ギヨーム：「ッヒ」って語尾をつければドイツ語っぽくなるわけじゃねぇー!!（笑）

フィン：ドイツ人に謝れっ（笑）。

ＧＭ：失敬（笑）。大悟、とにかくここは君が華麗に立ち回って姫を助けるんだっ！

大悟：言われなくてもそのつもりさ（笑）。追手を眠らせたいんだが、できるかい？

ＧＭ：彼らはエキストラなんで、宣言するだけで無力化します。

大悟：じゃあ、するりとマリアの横を駆け抜け、男たちの前に立ちはだかる。……ナチスの兵隊さんよ。このお嬢じようさんはお前さんがたとデートする趣しゆ味みはないとさ。

ＧＭ：兵士たちは、突とつ如じよ現れた君に混乱しつつも銃を取り出そうとする。

大悟：そんな物ぶつ騒そうなもん出すなよと、銃を素早く取り上げ、空いてる方の拳こぶしでまとめて殴りつけてやる。えいっ（ポカリと殴るジェスチャー）。

ＧＭ：大悟の軽い一撃で、兵士たちはあっけなく床に突っ伏した。予よ想そう外がいの展開に、マリアは呆ぼう然ぜんとした様子で立ち尽くしている。

大悟：怪我はなかったかい？

ＧＭ：おずおずとした様子で口を開く。「あの、あ、あなたは一体……？」

大悟：ある人に頼まれ、あんたを助けに来た者さ、マリアグレース姫。とりあえず右手を差し出してみるけど……？

ＧＭ：マリアはまだ怯おびえたような表情を浮かべたままだ。君のことを信頼してよいものかどうか、まだ迷っているらしい。

大悟：怖がらないでくれ……ってのは無理か。

ＧＭ：「…………」

大悟：……けど、少なくとも俺はナチスの味方じゃない。それはわかってくれるな？

ＧＭ：マリアは、気絶してる兵士と君を交互に見比べている。

大悟：…………。

ＧＭ：……やがて、君の顔をまじまじと見つめつつ、こくりと頷いてくれた。

大悟：よかったぁー！　にこりと精一杯の微ほほ笑えみを浮かべる。

ＧＭ：君のような大男の不器用な微笑みが可笑しかったのか、マリアもまたクスッと笑みを零こぼすね。そして、ゆっくりと君の手をとった。

大悟：よし、とりあえず後ろの車両に移るか。

ＧＭ：（ためらいがちな様子で）「……あ、あの！」

大悟：お。話しかけてくれたな。なんだい？

ＧＭ：「あなたの……お名前は？」

大悟：（ニコッと笑って）天花寺大悟。……日本人だ。






日中戦争　一九三七年七月七日に起こった盧溝橋事件を契機に勃発した、日本と中華民国間の戦争。一九四五年まで続く。










◆Opening 04◆反はん逆ぎやく


Scene Player ─── クリス






　高級個室コンパートメントの中で、クリステルは息をついた。

　窓まどの外には、夕ゆう闇やみの山々がどこまでも、どこまでも。




ＧＭ：さてクリス。君はマリアと同じ列車で運ばれている。別の作戦で働かされた後、マリアを運ぶ部隊と合流したってとこかな。

クリス：……わたしの扱あつかいはどんな具合なのかしら？

ＧＭ：特別な人材なんで、兵士たちは丁重に接せつしている。ただし、常に監かん視しつき。

大悟：体ていのいい軟なん禁きんだな。

クリス：今現げん在ざい何かができるわけでもないでしょうから、ゲーテ詩集でも読んでます。

ＧＭ：では、遠くから銃声が聞こえたかと思うと、兵士たちの様子が慌あわただしくなってくる。

クリス：見み張はりの兵士に訪たずねてみます。ねぇ、何かあったの？

ＧＭ：兵士は無表情で答える。「なんでもございません、フロイライン・エッシェンバッハ」

クリス：にべもない、ってとこね……。

ＧＭ：んで、監視役だったふたりの兵士のうち、ひとりが去っていく足音が聞こえる。

クリス：……好機到とう来らい？　ちょっと見み張はりを呼よびつけます。

ＧＭ：「なんですかな？」室内に入って、身をかがめてくる。

クリス：すかさず、隠かくし持っていたモーゼルを素す早ばやくつきつけます。

ＧＭ：「……フロイライン、冗じよう談だんが過ぎませんかな？」

クリス：冗談なんかじゃないわ。わたし、あなたがライプツィヒに十八歳さいになる恋こい人びとを残していることも知っているし、月に一回お母様に仕送りをしていることも知ってる。だから私、そんなあなたを撃うちたくは……ないわ。

ＧＭ：おお!?　なんかイイ感じの説得というか、脅きよう迫はくだぞ？（笑）

ギヨーム：しかも、瞬時に兵士の設定を作るとは。上手いなぁ。

クリス：今から貴方あなたは私に殴なぐられて気き絶ぜつするのよ。そうしてくれないとわたし、あなたのお母様や恋人を悲しませてしまう。

ＧＭ：「……フロイライン。その場合、自分は軽い減げん俸ぽうくらいで済すみますかね？」やはり表情を変えずに兵士は質問する、

クリス：ええ、きっとね。後こう遺い症しようが残らず気絶できる位置を判はん断だんし、銃じゆう床しようで殴りつけます。

ＧＭ：さすが天才（笑）。では彼はうっと呻うめいて気絶する。

クリス：こうしちゃいられない。個こ室しつを出て、逃げ出します。

ＧＭ：しかしそこへ先さき程ほど去った兵士が戻もどって来る！　ルガー08を腰こしから抜ぬきつつ、警けい告こくを発する。「動くな！」

クリス：撃とうとするけれど経けい験けん不足の悲しさ。安全装そう置ちを外してなかったわたし！（爆笑）

ＧＭ：なるほど、それで最初のオープニングの負ふ傷しように繫つながるわけか。やるね。

クリス：ハンドアウトに脱走とあったもんで思いつきました。上手く当ててください（笑）。

ＧＭ：では兵士の撃った銃弾は、君の華きや奢しやな脇腹を抉えぐった！

クリス：痛みを堪えつつ駆け出す！　残りの弾丸は、超人兵士ならではの機動で回避！




　この一撃を受けたのは、一瞬の混乱のせい。

　クリスの脳内で、超ちよう速そくの思し考こう演えん算ざんが開始された。

　兵士がどう動くか、銃弾がどの軌き道どうを通るか、次に自分がどう動くべきか。

　そのすべてが、理性を取り戻したクリスには容易たやすく予測できる。

　そして、クリスは自由へと向けて駆け出した！






フロイライン　ドイツ語で「お嬢さん」の意。貴族令嬢に対して用いられることが多かった。

ライプツィヒ　ドイツ東部の大都市。音楽の町、本の町としても有名。










◆Opening 05◆怪かい盗とう、推すい参さん


Scene Player ─── ギヨーム






　風が、ギヨームの頰ほおを撫なで付けてゆく。遥はるか下界には、ドイツの山々が広がっている。

　現げん在ざい、彼がいる場所は───空。




ＧＭ：さてお次はギヨームのオープニングだ。オリエント急行に乗り込む直前。

ギヨーム：では、線路の上空に気球を浮かべて待機したいが……。いいかな？

ＧＭ：ＯＫ。では、協力者として[image: ]スモーカーの使いの青年も乗り込んでいることにしよう。「ムッシュ・ノートルダム、そろそろ例の〝宝〟を載せた列車がやって来る頃ですね」

ギヨーム：うむ。（ハンドアウトを読み返しつつ）しかし、ナチスが厳げん重じゆうな警戒を敷しいて運ぶほどの宝とは一体如何なる物か……[image: ]スモーカーから聞いていないかね？

ＧＭ：「いえ、私は何も」

ギヨーム：ふむん、自分の目で見て確かめるほかはなし、か。いずれにせよ、これを捨てては暗黒の未来が訪れると予言書には記されている。見逃すわけにはいかん。

ＧＭ：ややあって、すると、遠くから機関車の駆く動どう音おんが聞こえてくる。

ギヨーム：……来たか。青年、ここまでの君の協力には感謝するよ。

ＧＭ：「いえ、私は主人より仰せつかった仕事を果たしただけですので」

ギヨーム：フッ。謙虚だな。[image: ]スモーカーにもよろしく伝えてくれ。

ＧＭ：「承知いたしました。なお、主人は現在、パリにおります。今回の件について、一段落したら報告して欲しいとのことです」

ギヨーム：わかった。（重々しい声で）……ふむ、風が変わった。そろそろ行くとしよう。パラシュートを背負って……ええと予言書の記述は、と。（本をめくる仕草をするギヨーム）

一同：…………？

ギヨーム：……なるほど、あと三秒か！　三、二、一、ゴーッ！（ジャンプするポーズ）

一同：カウントダウンーっ!?（爆笑）

ＧＭ：なんで本が正確にカウントできるんだよっ!?（笑）

ギヨーム：真の予言書なら、三秒先のことくらい朝飯前に予測可能！（笑）

クリス：こ、ここまで普通に格好よかったのに……（笑）。

ギヨーム：（再び本をめくりつつ）ええと、一秒後にパラシュートの紐ひもを引くと、楽に着地できるぞ、か（笑）。

大悟：なんてマニュアル人間なんだ（笑）。

フィン：わかった！　ギヨームにとって予言書って人生の攻略本だ！（爆笑）

ギヨーム：ああっ、それはまさに言い得て妙！　というわけでパラシュート展開!!

ＧＭ：感心しとる場合か！　ともかく、パラシュートは無事に開き、疾しつ走そうするオリエント急行の屋根へと華か麗れいに降り立つことができた。

ギヨーム：さて、列車の窓からさっさと侵しん入にゆうさせてもらおうか。

ＧＭ：列車内に降り立つと、周囲には結構な数の先客が座っていた。

ギヨーム：オゥ、これは失礼。

ＧＭ：ちなみに全員、黒い軍服を着ている。

ギヨーム：…………。

ＧＭ：…………。

ギヨーム：（なぜか嬉しそうな笑みを浮かべて）オーゥ、ナチ？（笑）

ＧＭ：イエス、ナチ（笑）。君の目の前に、少しよう尉いの階かい級きゆう章しようをつけた女性が立ちはだかる。髪はショートで、野性味のある美人。両肩から手の先にかけては金きん属ぞく鎧よろいで覆おおわれている。

ギヨーム：これはこれは、美しいフロイライン・ナチ。

ＧＭ：「私はサビーネ・ルーデル。貴君がいかなる身分かは知らんが、不ふ審しん者しやには違いない。手間をかけさせずに降伏してくれると嬉しいんだが」

大悟：少佐に比べて、話し方はマトモだ（笑）。

クリス：全員アレじゃ、さすがのナチスも大変でしょう（笑）。

ギヨーム：……ふむ。尉い官かんレベルなら私のことを知っているかね？

ＧＭ：君はナチスのブラックリストに載ってるんだっけか。では、サビーネは目を見開くと「その奇怪な格かつ好こう……もしや〝ノートルダム〟とやら言う奴か？」

ギヨーム：（低い笑声を漏もらし）いかにも！　諸君らが運ぶ〝宝〟、回収しに参上した。

ＧＭ：「見逃してはならない相手、か。面倒だが……止やむをえないな」彼女が右腕を君に向けて突き出す。すると、見る間に手が変形し、内部から銃口がポップアップする。

ギヨーム：おおっと、ブラックドッグ持ちか。カードを乱舞させ、連中を混乱させよう。

ＧＭ：「ちっ！　視界が……！」

ギヨーム：さて予言書よ、次に私が行くべき道を示したまえ（笑）。

ＧＭ：予言書にばっか頼ってると、自分じゃ何もできない子になりますよ!!（爆笑）

クリス：ギヨーム、一番最初のオープニングを思い出して！

ギヨーム：…………？

クリス：ほら、わたしたちはサロン車で出会うはずでしょ！

ギヨーム：（ぽんと手を叩き）おお！　さすがレディ！（笑）では私は、ひとまず反撃の体勢を整えるため、サロン車の方向へと撤てつ退たいするということにしよう。さらばだナチ諸君！




　高笑いと、花はな吹ふ雪ぶきの如く乱らん舞ぶするカードを残し、ギヨームは消えた。

　さて、ここから彼の身に何が起ころうというのか？

　予言書はまだ、その未来を示していない!!







◆Opening 06◆大英帝てい国こくより愛を込こめて


Scene Player ─── フィン






　その日の夕刻、フィン・ブースロイドは上じよう機き嫌げんだった。

　お小こ遣づかいはたんまりと与あたえられ、親と学校公こう認にんの長期休きゆ暇うかに突入！

　好物のドーナツを頰ほお張ばりながら、これからの予定に想いを巡めぐらせるフィンであった。




ＧＭ：というわけでオープニングフェイズ最後はフィン。オリエント急行の個室内だよ。

フィン：いいねー。じゃあ休暇で浮かれてる僕は、鼻歌なんか歌いながらくつろいでるよ。休暇ー休暇ー♪　……って、学校はどうしたんだろう？（ＧＭを見る）

ＧＭ：学校にはＭＩ６からそれとなく手が回され、社会見学の一環という名目にされた。

フィン：シンクレアのおっちゃん、偉いねぇー。あ、ドーナツのお代わりまだー？

ＧＭ：騒がしい客だ（笑）。では、客室乗務員が山盛りドーナツを持ってやってきた。

フィン：ひゃっほー！

ＧＭ：「お客様、食堂車ではきちんとしたディナーもご用意できますが……」

フィン：いいのいいの。お菓子だけでお腹いっぱいにするのが好きなの、僕は！（笑）

ＧＭ：「おおっと、これは失礼いたしました！」子供には勝てんと苦笑する乗務員であった。

大悟：やはり子供に食事内容の主しゆ導どう権けんを握らせちゃいかんな（笑）。

ギヨーム：他の好物はカレーとハンバーグとスパゲッティ（笑）。

フィン：えらく日本的だ！（笑）ともあれ、飲み物はミルクと砂糖たっぷりの紅茶ねー。

ＧＭ：（満面に笑みを浮かべつつ）「どうぞー、熱々ですよー。美お味いしいですよぉー」

フィン：ありがとー。

ＧＭ：「そうそう。先程の停車駅にて、お客様宛あてのお手紙を預あずかかっております」

フィン：手紙？　嫌な予感が……。

ＧＭ：「ええと、ジョージ・レオ様という方よりです」

フィン：ジョージ？　誰？

ＧＭ：ジョージは現在の国王ジョージ６世、レオは王家を表す獅し子しの紋章。ＭＩ６が、国外のエージェントに連絡を取る際の符ふ丁ちよう……という設定にした。実際は知らんけど（笑）。

フィン：うぇー、せっかくの休みだってのに。

ＧＭ：ボヤく君に手紙を渡し、乗務員は一礼してから去って行くよ。

フィン：さっさと目を通してドーナツ食べよ。手紙を開ける。

ＧＭ：手紙の主は予想通りヒュー・シンクレア。そこに記されていた内容は───




　親しん愛あいなるフィン。

　君が乗る列車だが、ナチスの連中が重大な軍ぐん事じ機き密みつを運んでいるという情報が入った。

　さりとてせっかくの休暇を取り消すのも忍びない。そこで、可及的速やかにその軍事機密を探り、残った日数を休暇としてエンジョイしてもらいたい。




フィン：なんじゃそりゃー!!（手紙を破るジェスチャー）

ＧＭ：破るな破るな。まだ追伸があるから（笑）。

フィン：んー？（眉をしかめつつ）

ＧＭ：「追伸：我々がナチスの動きを察知できたように、ナチスもまた我々の動きはある程度察さつ知ちしているだろう。くれぐれも幸運を祈る。大英帝国より愛を込めて」

フィン：そういうことは先に書けーっ！（爆笑）

ＧＭ：さて、そうやって上司への怒りを爆発させていると───

ギヨーム：（いきなりナチＡ）「いたぞ、この部屋だ！　情報通りだ！」（笑）

クリス：（いきなりナチＢ）「ジョンブルの狗いぬめ！　ハイルフューラー！」（笑）

フィン：もうやって来たー!!（爆笑）

ＧＭ：なんか俺、楽でいいな（笑）。面白いんでそのまま進めてもらおうか。

ギヨーム：（ナチＡ）個室の扉をガラッと開けて、一瞬目を丸くする我々であった（笑）。「む……子供？　おかしいな、敏びん腕わんエージェントと聞いていたが子供ではないか」

クリス：（ナチＢ）「ふぅーむ、誤ご情じよう報ほうだったのでしょうか？」

フィン：ととっ、とにかくここは逃げよう。自作の閃せん光こう弾だんを床に叩きつけて目くらまし！

ギヨーム：（ナチＡ）「目、目がぁー！」

クリス：（ナチＢ）「くっ、あのガキ！」

ＧＭ：ノリノリだな（笑）。ともかく、兵士たちは一時的に視界を焼かれて混乱したぞ。

フィン：よし、今だ！　荷物抱かかえたら、兵士の間を縫ぬって廊下に逃げ出す！

ＧＭ：で、どこに逃げるかね？　大人の脚が相手じゃ、いずれ追いつかれるよ。

フィン：ええっと、ええっと……あ、そうか、オープニングに繫がるようにすりゃいいんだ。近くの床板で、取り外せるような部分はある？

ＧＭ：整備や荷物搬はん入にゆう用ように使われてる小さな床ゆか扉とびらが見つかった。走行中は厳重に施せ錠じようされてるけど、君ならば開けるのは造作もない。

フィン：よし、そこへ飛び込む！




　思い立ったら、フィンの行動は素早かった。工具を取り出し、流れるように開かい錠じよう完了。

　開いた扉の先には、猛もう烈れつな速度で後方へと流れ去る線路。

　身が竦すくむ眺ながめだ。

　───今はこれしかないだろ、フィン・ブースロイド！

　意を決し、フィンは穴へと身を躍おどらせた。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆鉄機竜、轟ごう臨りんす！


Scene Player ─── 大悟






　大悟たちは、互たがいの動どう向こうをうかがっていた。

　張はり詰つめた空気が、薄暗いサロンを支配している。




ＧＭ：ミドルフェイズは、オープニング01の直後から始まるよ。シーンプレイヤーは大悟で、全員登場。みんながめいめいにナチスから逃れ、サロンで出会った場面から始まる。

クリス：武器を突つきつけあって、張はり詰めた空気に満ちているのね。

ギヨーム：一いつ触しよく即そく発はつ、だな（笑）。

フィン：どうしよう……怖いなぁ（笑）。

大悟：それじゃ無む造ぞう作さに一歩進んで、不ふ敵てきな笑みを浮かべながら言う。なぁ、あんたら。お互い、ここで睨にらみ合ってる場合じゃないんじゃないか？

クリス：（大悟をじろりと見て）……あなた、東洋人ね。彼らとは関係ないの？

大悟：〝彼ら〟ってなぁナチのことか？　だとしたら、むしろ俺の敵さ。

フィン：えっ、兄ちゃんたちも？

ギヨーム：奇き遇ぐうだな。我われ々われは、お互いナチスに追われ、ここに逃にげ込んできたということか。

フィン：ＧＭ。クリスの軍服の徽き章しようを見て、所しよ属ぞくに気づいていいかな？

ＧＭ：いいよ。情じよう報ほう部員だから、むしろ知っている方が自然だし。

フィン：了りよう解かい。ではクリスを指差して言おう。でも、あの姉ちゃんはナチスだよ。

クリス：……つい、さっきまではね。けど、今は違ちがうわ。彼らにはもう、ついていけない。彼らは恐おそろしいことを考えている……から……。脇わき腹ばらの痛いたみに眉まゆをひそめます。

ＧＭ：ではクリスの様子を見たマリアが、「あの方、ひどい怪け我が……」と呟つぶやく。

大悟：……ふぅ。銃じゆうをおろしな。手当てが必要なんだろ？

クリス：虚を衝つかれたような表情を浮かべます。

大悟：ＧＭ、ここでキャラ設定にあった〝第三の目〟を使っていいかな？　クリスの魂の色を見て、彼女が信頼に値する人間だという確信を得たい。

ＧＭ：なるほど、それはいい使い方ですね。クリスもそれでいい？

クリス：ええ、異存はありません。とても綺麗な色が見えたことにしてください（笑）。

大悟：了解（笑）。……お嬢じようちゃん、あんたの言葉に噓うそはなさそうだ。なにしろ、あんたみたいに綺麗に輝いてる人間が悪い奴やつのはずがないからな。




　なんと不ふ可か思し議ぎな異能力であろう！

　大悟の額に秘められし心眼アジナー・チヤクラは、人の本ほん質しつを看かん破ぱするのだ。

　心眼に映るクリスの魂は、か細ぼそくはあるが、確かに誇り高き水すい晶しようと黄き金んに輝いていた。




クリス：きょとんとした顔をして、つい銃を下ろしてしまいます。

大悟：そうそう。弾たまの無む駄だづかいはやめときな。

ギヨーム：（拍手しながら）すごいな、君。この場の毒どく気けを抜ぬいてしまうとは。

大悟：俺おれは思ったまま、見たままを言っただけさ。

ギヨーム：〝見たまま〟か。ふむ、君に少々興きよう味みがわいてきたよ。

フィン：ちょっと、のん気に話してる場合じゃないよ！　ナチスなんかに捕つかまったら、脳のうみそ摘てき出しゆつされて茹ゆでられちゃうよー。

クリス：この少年も、何かナチスを誤ご解かいしているような（笑）。

大悟：お互い事情はあるだろうが、ナチスの連中をどうにかするまでは協力し合おうぜ。

クリス：……わたしは、賛成よ。

ギヨーム：特に異い議ぎはないな。

フィン：僕も。ていうか早く逃げたい（笑）。

ＧＭ：はい、ここでお待ちかねのナチスさんたちが登場でーす。車両の前後ふたつの扉とびらに嵌はめられた曇くもりガラス越ごしに複ふく数すうの人ひと影かげが見える。

フィン：ほら来ちゃった～（笑）。

ＧＭ：「ン君たちぃ、私の名はフェリックス・エアハルト。ＳＳ少しよう佐さだ。そして、祖そ国こく遺い産さん協会アァ───ネンエルベの研けん究きゆう者しやでもある」

一同：少佐が来たー！（笑）

クリス：気をつけて。残ざん忍にんな男よ。ナチスのオカルト研究機関アーネンエルベで、ヴリルパワーを悪用する研究をしている。

大悟：ヴリル？（笑）なんだぁそりゃ。

クリス：通常ではありえない現象を起こす超エネルギーよ。ナチスは、世界中からそれを集めて自分たちの野心の糧かてにしているの。

ギヨーム：……なるほど。捨て置けんな。

ＧＭ：「抵てい抗こうせず、おとなしく投とう降こうしたまえ。前後を押おさえられた君たちに逃にげ場はなぁい」

ギヨーム：（急に必死な声で）待ってくれ！　最後にお祈いのりをする時間をくれ！（笑）

ＧＭ：「……ふん、まぁいいだろう。ゲルマン的な寛かん大だいさで、三分ほど待ってあげよう」

ギヨーム：さあ、時間は稼かせいだ。早くナイスアイディアを考えてくれたまえ（笑）。

ＧＭ：「カウント[image: 180]……[image: 140]、[image: 120]、[image: 110]！」

一同：早ぇー！（笑）

ＧＭ：そこで、マリアが大悟の服の袖そでを引く。「ヘル・テンゲイジ。よろしいでしょうか？」

大悟：おう。大悟でいいぜ。

ＧＭ：「ならばダイゴ、これを見てください」と言って彼女は一冊さつの時じ刻こく表ひようを示しめす。

大悟：ん……？

ＧＭ：次にマリアは、窓まどの外を指差す。窓の外には、併へい走そうする線路。「もうすぐ、反対方向へ向かう列車とすれ違ちがうはずです。飛び移うつることができれば……」

一同：おおー！

フィン：いいね！　逃げよう、すぐ逃げよう（笑）。

ＧＭ：では、君たちは手早く椅い子すやテーブルを積み上げ、サロン車の天窓から車両の屋根へと抜け出た。凄すさまじい風圧と轟ごう音おんが辺りを支し配はいしている。

フィン：僕が率そつ先せんして登ったわけだけど……これって無茶だって！（笑）怖いよ!!

ＧＭ：うむ。実はマリアもかなりビビッてる。「シネマの主人公は華か麗れいに飛び移ってましたけど……実際に見ると、ありえないくらい怖こわいです！」（笑）

大悟：なるべく下は見ないことだな。そうすりゃ怖いのも忘れられる。

フィン：本当にやるの!?　無理だよ無理！　失敗したら死ぬよ！　と、マリア以上にビビリの僕はわめいてる（笑）……（すがるようにか細い声で）判定するの？

ＧＭ：【肉体】の〈運動〉技能でやっていただきこう（笑）。成功すると無事に飛び移れるよ。失敗したら、路ろ面めんに叩きつけられて、痛いことになる（笑）。

フィン：【肉体】なんて１しかないよ！　線路を見下ろしながら、頭を抱える（笑）。

クリス：（ゲーテ詩集を開く）ゲーテ曰いわく、「星を取ろうと望む者はない。きらびやかな光を楽しむだけだ」……大丈夫、勇気を持てば飛べるわ。

クリス：勇気って言われてもなぁ（笑）。

ギヨーム：……ふむ、ゲーテか。レディはいい趣味をしている。

クリス：あの詩人は、わたしの国の誇りよ。……とはいえ、実は自分も【肉体】１（笑）。

大悟：ＧＭ、《アルゴスの眼》で、みんなが飛び移るタイミングを上手く計れるかな？

ＧＭ：（しばし考え）……面白い。成功したら、飛び移る目標値を２下げてあげよう。〈知覚〉判定をどうぞ。目標値は……夜だけど月明かりがあるので７。

大悟：【感覚】のダイスは５個、《アルゴスの眼》でさらに＋２個。合計７個振りっ！　（出目を数えている）ええと、達成値は８。

一同：よっしゃ！（拍手）

大悟：俺は夜目が利きくんでな。その上、月も星もある。真まつ昼ぴる間まみたいなもんさ。

クリス：《戦術》を使っていいですか？　効こう率りつ的てきなジャンプの姿し勢せいを教えてサポートします。

ＧＭ：いいよー。あ、大悟もそうだけど、ちゃんと侵しん蝕しよく率りつは上昇させておいてね。

クリス：了解です。さて、自分を除くふたりまでの判定ダイスに＋１できるけど……。

大悟：俺はいいよ。〈運動〉技能も持っているしな。

クリス：それじゃあギヨームとフィンに。

フィン：よかった……このままだと僕、線路の赤い染しみになるところだったよ（笑）。

クリス：自分はエフェクトの対象外なのが悲しい（笑）。

ギヨーム：ひょいと横から抱えよう。レディに失礼かもしれんが、状況が状況だ。

クリス：ちょっと驚いた顔を浮かべて、すぐにこくりと頷く。感謝するわ。

ＧＭ：準備はいい？　〈運動〉判定、目標値８のところが２下げて６。なお、他人を抱えてる人は、振れるダイスが１個減る。さぁ、レッツジャンプ！

大悟：「目をつぶって、しっかり摑まってるんだぜ」と、マリアを抱えて……とうっ！　おっ、10が出たんでクリティカル。達成値18で成功！




　一歩間違えば鉄路の露つゆと消え去るであろう暴ぼう挙きよを大悟は軽々とこなしてのけた。

　その跳ちよう躍やくに勇気づけられたか、続いてクリスを抱えたギヨームが、そしてフィンもまたこみあげてくる恐怖を必死に押さえ込みつつ、無事に飛び移ることに成功したのだった。




フィン：うはぁ～、死ぬかと思った……（笑）。

大悟：よく飛べたな坊主。

フィン：坊主じゃないよ。僕にはフィン・ブースロイドって立派な名前があるんだ。

ギヨーム：お。その名乗りで気づくことにしよう。少年、まさか君はＭＩ６の……。

フィン：一瞬だけ、「しまった！」って表情を浮かべてから、スッとぼけるよ。（あさっての方向を向き、口笛を吹く）ピーピピー♪（笑）

ＧＭ：では、先程まで君たちが乗っていたオリエント急行は、猛烈な速度で遠ざかってゆく。見れば、最後尾のタラップにはエアハルト少佐とサビーネが立っている。




「実に鮮あざやかな逃にげっぷりですね、少佐」

　感心半分呆あきれ半分といった口調で、サビーネは呟いた。

　だが一方のエアハルトはこめかみに青筋を浮かべ、拳こぶしを震ふるわせている。

　ややあって、エアハルトは静かに、だが怒ど気きを孕はらんだ声で命令を下した。

「……サビーネ君、追いかけなさい」

　常じよう識しき的てきに考えれば無茶な話だ。サビーネは露ろ骨こつに眉まゆをひそめ、聞こえないフリをした。

　しかし───

「サッビィィィネくぅんっ!!」

　上官の忍にん耐たいが限げん界かいに達しかけているのを悟さとったサビーネは、溜ため息いき混まじりに答えた。

「了解ヤー、ヤボール」




フィン：無む茶ちやを言ってんなぁ、少佐（笑）。

クリス：いえ、彼女もまたアーネンエルベの超人兵士ならば、あながち無茶とも……。

ＧＭ：御ご名答～。サビーネが両手を横に広げると、軍服を突つき破やぶって下から鉄板が展てん開かいしていく。それは、たちまちのうちに彼らの乗るオリエント急行を包つつみ込んだ!!。

大悟：な、なんだぁ!?

ＧＭ：サビーネが《ヴィークルモーフィング》を使用した。列車の後部車両が先頭車両へと変化し、それまでの進行方向とは逆……つまり、君たちの方へと猛もう烈れつな速度で迫せまってくる！

一同：なぁぁぁぁぁぁっ!?（驚きよう嘆たん）

ＧＭ：「ン見ィィィィたかぁぁぁぁっ！　これぞっ、我がドイツが誇ほこるっ鉄てつ血けつ無む敵てき機き甲こう列車アイゼンドラッ─────ヘッ！」
















　恐おそるべしナチスドイツ！

　彼らが誇る異い形ぎようの技ぎ術じゆつ力りよくは、人をして鉄の巨竜アイゼンドラツヘを創つくらしめることを可か能のうとしたのだ。

　全身を鎧よろう鋼こう板ばんは、月の光を反はん射しやして鈍にび色いろに輝かがやく。

　そしてあろうことか、列車の先頭部分は、まるで蛇へびが鎌かま首くびをもたげるように浮き上がり始めたではないか！

　轟ごう々ごうと、竜りゆうの咆ほう哮こうが山々にこだまする！




一同：なんじゃこりゃー！（爆笑）

ギヨーム：すごい、すごぉい！（←興こう奮ふん＆拍はく手しゆ）

クリス：気をつけて。彼らにとって、あれくらいは序じよの口よ（笑）。

大悟：西洋の連中が考えることはわからんっ！

ＧＭ：（卓たく上じように駒こまを並ならべつつ）そんでは早速、戦闘ラウンドを始めよかー。

ギヨーム：もう戦闘か!!　侵蝕率が上がりすぎないようにしないと……

大悟：ちょっと質しつ問もん。アイゼンドラッヘの中に、一般客や乗務員は乗ってんの？

ＧＭ：加速の際に邪じや魔まなんで、そこら辺の車両は切り離はなしました。御心配なく。




◆第１ラウンド

ＧＭ：敵は〝鉄血無敵機甲列車アイゼンドラッヘ〟１体ね。能のう力りよく値ちはサビーネのものを使用する。君たち四人とマリアは、飛び乗った列車の上でひとつのエンゲージに存在している。




[image: ]




クリス：セットアップで《戦術》……は、やっぱやめます。侵しん蝕しよく値ちが怖こわい。

ＧＭ：こちらのイニシアチブは17。一番早いね。

クリス：《戦いの予感》！　先手を取ってエンゲージから離り脱だつしつつ、アイゼンドラッヘに射しや撃げき攻撃。使用するエフェクトは《小さな塵ちり》のみで……達成値は18。

ＧＭ：回かい避ひ用エフェクトはないので、普ふ通つうに回避を試こころみよう。えいっ……おお!?　２回クリティカルして、達成値23！

クリス：ええっ!?（意外そうな声）

ＧＭ：アイゼンドラッヘは、線路の横にごろんと転がって避よけた。中の少佐曰いわく、「もとよりアイゼンドラッヘに線路など要いらぬのだよ！」

ギヨーム：列車にしてる意味がねぇー！（笑）

クリス：……ひ、非ひ常じよう識しきだわっ（←悔くやしそう）。

ＧＭ：「非常識？　アーネンエルベにとっては褒ほめ言葉さ！　叡えい智ちを以もって旧来の常識を打ち破ることこそ我らが使命なのだからっ！」

大悟：少佐は嬉うれしがってるご様子だな（笑）。

ＧＭ：それではこちらの手番だね。マイナーで《加速装そう置ち》＋《アーマークリエイト》＋《ガードポイント》。更さらに装そう甲こう板ばんを展開してゆく様は、まさに鉄てつ壁ぺき難なん攻こう不ふ落らく！

フィン：うへっ、こりゃ生半可な攻撃じゃ装甲値抜ぬけないなぁ……。

ＧＭ：そして、列車の屋根からは機き銃じゆうがニョキッと姿すがたを現あらわす。《ガンマウント：サブマシンガン》＋《ＭＡＸボルテージ》で、クリス以外の三人がいるエンゲージに範はん囲い攻こう撃げき！

大悟：マリアは俺の側にいるはずなんだが、巻まき込こまれるのかな？

ＧＭ：いいえまさか。マリアは大事な〝宝〟なんで、対象からは外しますよ。それでは機銃がBLAM!　BLAM!　と火を噴ふいて……達成値37。回避にダイスペナルティ２個。

大悟＆ギヨーム＆フィン：回かい避ひ失敗！

ＧＭ：それじゃ21点のダメージを喰くらってくださいな……って、三人ともＨＰ０になったか。

大悟＆ギヨーム＆フィン：《リザレクト》！




　嗚あ呼あ！　なんと奇き怪かいな光景であろうか！

　凶きよう弾だんに倒たおれたはずの大悟たちが、再ふたたび立ち上がってくるではないか！

　これぞ人を超えし者オーヴアードにのみ許ゆるされし復活の業リザレクトなのだ！




大悟：まだまだ。俺はこの程てい度どじゃ死ねない体でね。

ＧＭ：サビーネはさすがに戸と惑まどいを隠かくせない。「今のは致ち命めい傷しようだったはずなんだけど……照準装そう置ちが狂くるったか？」

フィン：そっか。こっちも同じオーヴァードだとは知らなかったんだよな。

ＧＭ：そゆこと。そんなわけでアイゼンドラッヘの攻こう撃げきは終しゆう了りよう。次の行動順は……フィン。

フィン：（ルールブックを読みつつ）ん～……あのさ、列車って《ショート》で壊こわせない？

ＧＭ：《ショート》か……（考えている）《ヴィークルモーフィング》による乗り物だから、本来は無効なんだけど……。

フィン：無理なら取り下げるよ。

ＧＭ：特殊な処理だけど、核となる部分に本物の列車を使用してるんで、この場合はアリとしよう。こちらの〈耐性〉判定との対決に勝利すれば一撃で壊せるものとする。

フィン：やった！　サンキュ！　それじゃ、《ショート》＋《ＭＡＸボルテージ》。達成値は……２回クリティカルして24！

ＧＭ：なんのこれしき！　こちらは１回クリティカル……ダメだ、届かない。達成値16。

フィン：よっしゃぁぁぁっ!!




　金こん剛ごう不ふ壊えの要よう塞さい列車も、内部機き構こうは精せい妙みようにして脆ぜい弱じやくなる機器の集合体である。

　科学の申し子、フィンの狙ねらいはそこにあった。

　彼のトランクより放たれた謎なぞの紫し電でんは、分厚い装甲板を透とう過かし、易やす々やすとその最も弱い部分へと到とう達たつした！

　一いつ瞬しゆんの灼しやく熱ねつ。

　そして崩ほう壊かい。

　見よ！　威い容ようを誇ほこった巨きよ竜りゆうの滅ほろびゆくさまを！




ＧＭ：「少佐、制せい御ぎよ装置が！」「バカなっ、鉄壁のゲルマン電脳がぁぁぁっ！」などという悲鳴と共に、アイゼンドラッヘは遥か彼かな方たへと吹ふっ飛んでいった（笑）。

クリス：呆然とした表情になっちゃいます。あの子、この距きよ離りから制御用真しん空くう管かんを？

大悟：たいしたもんだ。

フィン：照れたような顔して、頭かいてます（笑）。

ギヨーム：……少年、それはかの有名なＱ氏の作品かね？

フィン：父さんのじゃないさ。これは僕ぼくが作った…………あ！（笑）

ギヨーム：なるほど。やはり彼のご子息か。道理で良い機械を作る。

フィン：バレバレか。でも、不思議なことに僕にしか使いこなせないんだよねー（笑）。

ＧＭ：それでは、アイゼンドラッヘを撃げき退たいしたところでこのシーンは終しゆう了りようだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ギヨーム：大悟の〝眼〟や異い能のう力りよくに魔ま術じゆつ師しとして興味がわいたんで、ロイスを結ぶ。

大悟：ふむふむ……じゃあ俺おれはフィンにロイスを結んでおく。こんなちっこい子こ供どもなのに、スゲェ活かつ躍やくを見せてくれたからな（笑）。






《アルゴスの眼》　キュマイラのエフェクト。知覚能力を高める。

《戦術》　ノイマンのエフェクト。対象が判定で振るダイスを１個増やす。

《ヴィークルモーフィング》　モルフェウスのエフェクト。ヴィークル、すなわち乗り物を作り出す。

《戦いの予感》　エンジェルハィロゥのエフェクト。先手を取って誰よりも速く行動する。

《小さな塵》　エンジェルハィロゥのエフェクト。射撃攻撃のクリティカル値を下げる。

《加速装置》　ブラックドッグのエフェクト。マイナーアクションで使用するエフェクトの数を追加する。

《アーマークリエイト》　モルフェウスのエフェクト。装甲を作り出す。

《ガードポイント》　モルフェウスのエフェクト。装甲の効果を更に高める。

《ＭＡＸボルテージ》　ブラックドッグのエフェクト。クリティカル値を下げる。

《リザレクト》　すべてのオーヴァードが有する基本的なエフェクト。瞬時にＨＰを回復させる。

《ショート》　ブラックドッグのエフェクト。電子機器を破壊する。










◆Middle 02◆その小さき国は


Scene Player ─── フィン






　───狭せまっ苦しいなぁ。

　フィンが内心でそうボヤくのは何回目だろうか。

　木箱や荷に袋ぶくろが所狭しと積み上げられた貨物車に五人というのは、息苦しいものだ。




ＧＭ：次は、君たちが乗り込んだ列車内でのシーンだ。シーンプレイヤーはフィン。

フィン：僕ね。ところでこの列車、どこ行きなの？

ＧＭ：パリ。なお、君たちは思い切り無む賃ちん乗車なので貨物車に潜ひそんでいる。

フィン：ついさっきまでは高級個室コンパートメントで幸せに過すごしていたのになぁ（笑）。

ギヨーム：パリまでは長いな。こんな場所では、レディのケツがつらいでしょう。

クリス：ケツ……もう少し婉えん曲きよく的てきな表ひよう現げんをしてください（笑）。

ギヨーム：失しつ敬けい失敬。ともかく、私が切きつ符ぷを都合してこようじゃないか。

大悟：へぇ。あんた、顔が利くのか？

ギヨーム：なに、オリエント急行とはつきあいが長いのでね。……と見栄を張はって出てきたが、どうすればいいんだろう？（笑）

ＧＭ：ん～、やっぱ〈調達〉判はん定ていかな。目もく標ひよう値ちは５。

ギヨーム：ちなみに私の【社会】は１しかない。だがあえて挑ちよう戦せんするっ！　……華か麗れいに失敗。顔をボコボコに腫はらして戻もどって来る（爆笑）。

フィン：乗じよう務む員いんにボコられたんか（笑）。

クリス：気持ちだけ受け取っておくわ（笑）。落ち着いたことだし、傷きずの手当てをしよう。

ＧＭ：ではそこで、マリアが自分のスカートの裾すそをちぎり、包ほう帯たい代わりにと差し出す。「お手伝い、させていただけますか？」

クリス：では、ちょっと驚おどろいた顔をしてから受け取ります。ありがとう。ええと……。

ＧＭ：マリアは、ぽんと手を叩たたき、君たちに自じ己こ紹しよう介かいを始める。「申し遅おくれました。私の名はマリアグレース・フォン・ヴォルスング。ヴォルスング公国の、次期大公位継けい承しよう者しやです」

大悟：ヴォルスング公国……？

ＧＭ：ではここで全員、〈情報：噂話〉で目標値６の判定をしてくださいな。これに成功すると、ヴォルスング公国のおおまかな情報がわかる。

大悟：うお、１が出てファンブル。本当に俺は優ゆう秀しゆうな成せい績せきだったんだろうか（笑）。

ＧＭ：ほかの三人は成功？　なら、大悟は説明をみんなの口から聞かされたということで。

大悟：よろしく頼たのみます（笑）。

ＧＭ：実は今回、こんな物を用意した。世界地図ワールドアトラス。

ギヨーム：お。セッションで地図が出てくるのは久ひさ々びさだなぁ。

フィン：こういうのを使うって、なんかいいよね（笑）。

ＧＭ：はい注目ー。架か空くうの国、ヴォルスング公国はここら辺にあるという設せつ定ていね。




　ヴォルスング公国。ドイツ、フランス、スイスの三国に挟はさまれた山さん岳がく国家である。

　成立は神しん聖せいローマ帝てい国こく時代にまで遡さかのぼる。総人口は一万八千の小国だが、美しい山々に囲まれた風光明めい媚びな土地として知られている。

　立りつ憲けん君くん主しゆ制せいだが、近きん隣りんのリヒテンシュタイン公国と同様、公家の影えい響きよう力りよくは極めて強い。




ＧＭ：主な産業は農業と牧畜、観光。政治的には中立だけど、ドイツとは仲が良い。

大悟：なるほどね……。なぁ、マリアグレース姫ひめ。

ＧＭ：「マリアで結けつ構こうですわ、ダイゴ」

大悟：わかった。マリア、君はなんでナチスに運ばれていたんだ？

ＧＭ：「それは……」と、さすがに初対面の人間ばかりなんで言い難にくそうにしている。

大悟：少なくともここにいるのは、ナチに貸かしはあっても借りはない奴やつばかりみたいだぜ。

ＧＭ：「わかっております。私も事じ態たいをきちんと把は握あくしているとは言いがたいのですが……おそらく、私の故こ国こくに伝わる〝宝〟を狙ねらってのことでしょう」

ギヨーム：〝宝〟、か。ふむ。詳しい話を聞かせていただきたいな。

クリス：……その宝が狙いなの？　ギヨーム・ド・ノートルダム。ナチスのブラックリストで、あなたの名は目にしたことがあるわ。

ギヨーム：では隠す必要もないな。私は、故あって、世界中から特別な力を持つ〝宝〟を集めている。オリエント急行に潜り込んだのも、その宝とやらの情報を得たためだ。

大悟：……じゃあ、この姫様をさらっていくのかい？（笑）

ギヨーム：安心したまえ。今は宝が何かということすらわかっていないからな。

フィン：でさ、その宝ってなんなのさ、マリア姉ちゃん。

ＧＭ：その質問に対し、マリアは首を横に振る。

フィン：回答拒否？

ＧＭ：「ごめんなさい。それについては……大公家の秘ひ儀ぎとされていて、お話しするわけにはいかないのです。ただ、とても古くから伝えられているものであることは確かです」

ギヨーム：大公家の秘儀か……気になるな。

ＧＭ：ではここで〈情報：神秘〉判定を。目標値は９。

フィン：あっ、クリティカル。達成値は17！

ＧＭ：フィンは相当コアな情報まで知ってるね。では、ヴォルスングの名を聞き、フィンはある名前を思い出す。一昨年死去した、ジェームズ・チャーチワードという男の名だ。




　ジェームズ・チャーチワード。

　英国陸軍の退役大たい佐さを自称し、世界各地で冒険を繰り広げたというが、その経歴には疑問点も多い人物である。

　彼が一九三一年に発表した著書『失われたムー大陸』によれば、かつて太平洋上にムーという大陸が存在し、高度な文明が栄えていたという。当時、極東日本においても一大センセーションを巻き起こした〝天下の奇き書しよ〟としても名高い。




ＧＭ：……そして彼の遺のこした未発表原稿には、ムーの生き残りが新しん天てん地ちを求めて放浪し、その一部は欧州の片田舎に流れ着いて、ヴォルスング公家の祖そとなったと記されている。

一同：ムー大陸!?（爆笑）

クリス：よ、予想だにしない方向からパンチを受けた気分です（笑）。

ギヨーム：はっはっはっ、ムーなんてあるわけないだろ。非科学的だ（笑）。

クリス：ナチスの資料によるとあなたは魔術師でしょう。それは非科学的じゃないの？

ギヨーム：（気取った口調で）いやいや、魔術とてサイエンスの一部ですよ（笑）。

ＧＭ：なお、ムーとヴォルスングとの関連性において言げん及きゆうした原稿については一部の好事家、あるいは各国の情報機関レベルしか知らないようだ。

フィン：なるほどね。さてマリア姉ちゃん、これって本当の話？

ＧＭ：マリアは、ちょっと困こまったように笑って、何も答えない。否ひ定ていしている様子はないね。

大悟：少なくともナチは信じてるんだろ。だから行動に移うつした。

クリス：……彼らは世界中から〝力あるもの〟を集めているわ。その恐おそろしい成果は、先さき程ほどあなたたちもその目で確かめたでしょう？

ギヨーム：そうだな。しかも実戦に投入している。

ＧＭ：「ただひとつ確かなのは、私の祖国がナチスドイツの野心の対象になっているということです。先さき頃ごろのオーストリア併へい合ごうも、他ひ人と事ごととは思えません」

ギヨーム：放っておけば、彼らは世界を焼く。具体的には一九四〇年、世界は破は滅めつする。

大悟：物ぶつ騒そうな予言をするね、おまえさん。

ギヨーム：では懐から手品のように予言書を取り出して見せよう。

大悟：なんだいそりゃ？

ギヨーム：〝本当の予言書〟だよ。ナチスの野望も、これから世界が辿るべき運命も、ここにすべて記されている。

クリス：何を言い出すんだって顔をします（笑）。そんな物、存在するはずがないわ。

ギヨーム：信じる信じないは自由だ。しかし、これまで私は、この予言書の啓示に従い、数多くの〝力ある宝〟を回収し、封印してきたのだよ。

クリス：まさかそんな……いえ、だからこそナチスのブラックリストに載のったのね。

大悟：俺は、ちょいと興味をそそられるな。そいつぁなかなか愉快な話じゃないか。今回の〝宝〟のことも書いてあるのかい？

ギヨーム：ああ。もしもこれがナチスの手に落ちた場合……世界は滅ぶ。

一同：…………。

クリス：俄にわかには信じがたいけれど、ナチスがそういった不思議な力を持つ物品を世界中から集めているのは事実ね。……その成果のひとつは、わたし。

ギヨーム：噂うわさに聞く〝超人兵士〟か……。

フィン：そして次なる狙いがヴォルスング、というわけだね。

ＧＭ：そういうこと。マリアは、大悟に何かを訴うつたえかけるような視線を送ってる。

大悟：なんだい姫さん？

ＧＭ：「ダイゴ。私はヴォルスングへ帰らねばなりません」

大悟：……このまま、俺が安全なところに逃がしてやってもいいんだぜ？

ＧＭ：マリアは毅き然ぜんとした表情で、その提案を拒否する。「いいえ。私は、ナチスから祖国を守りたいんです。逃げ回っていては、それも叶わぬ夢でしょう？」

大悟：ナチスが相手だぜ。怖くないのか？

ＧＭ：「……怖いです。でも、祖国が蹂じゆう躙りんされることの方が、何十倍も何百倍も怖くて……苦しいことです」その肩は、小刻みに震えている。

大悟：…………。

ＧＭ：「…………」

大悟：……わかった。乗りかかった船だ。きちんと送り届けてやるよ。（みんなの方を向き）おまえさんたちはどうするんだい？

フィン：僕は休暇中だし、ナチと直接やりあうなんて本当は００要員の仕事だし……とかなんとか、ここはちょっとゴネておく（笑）。

クリス：ここで降りても、アーネンエルベからは追求されると思うわよ。

フィン：……パリまで追いかけてくるっていうの？

クリス：その可能性は十分あるわね。

ギヨーム：ともあれ、我々はパリを出るまでは運命共同体といったところだな。

フィン：とほほ～（笑）。

ＧＭ：かくして一同を乗せた列車はパリへと向けてひた走るのだった……というところで一旦シーンを切ろう。






〈情報：神秘〉　このステージ独自の情報技能。神話伝承やオカルト、レネゲイドウィルスにまつわる情報が対象。

オーストリア併合　一九三八年三月十三日、ナチスドイツは隣国オーストリア共和国を無血占領し、自国領土とした。










◆Middle 03◆麗うるわしの都みやこ


Scene Player ─── クリス






　花の都、芸術の都、めくるめく恋の都。

　その都に立つ高級ホテルの一室に、クリスの姿はあった。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはクリス。他の人は登場不可。パリに到着した君たちは、ひとまず宿をとることにした。宿は、オペラ座近くにあるホテル・エドゥアール・セット（エドワード七世ホテル）。ここは一八七七年以来、実に六十年の歴史を誇る名門ホテルだ。

クリス：ここがパリ……と、窓からぼーっと市外を眺めてます。

ＧＭ：（ナレーション風に）さてもこのパリと申す街、道行く人々はボンソワールボンソワール、小こ洒じや落れたカフェでは恋人たちがシルブプレ。

クリス：え？　えええっ!?

一同：なんだそりゃー！（爆笑）

ＧＭ：パリの小洒落た雰囲気を出そうと頑張ってるんじゃないか。モンシェリ、モンシェリ、オーゥ、モナムー、ミシェルポルナレフ、ノルマンディジョウリクサクセーン？

フィン：最後のはフランス語でも何でもねーっ！（笑）

ＧＭ：わかったよ！（笑）とにかく、窓の外にはクリスが憧あこがれた華やかなパリの風景が広がっているのさ。花の都と歌われるに相応ふさわしい優ゆう美びさ……って、あれ、クリス？

クリス：（腹を抱えて笑っている）すいません、ちょっと……タイム……！

フィン：見ろ、笑って行動不能になっちゃったじゃないか（笑）。

ＧＭ：すまんすまん。

クリス：い、いえ、いいです（笑）。……ふぅ。えーと……マリアはいますか？

ＧＭ：女性ということで、君と同じ部屋だ。

クリス：では、このシーンではマリアと交友を深めたいんですが、いいですか？

ＧＭ：ん、ＯＫ。では、奥の方でお茶を入れていたマリアが、ティーセットを両手に抱えて戻ってきたというところから始めよう。

クリス：あの、ＧＭ。クリスはコミュニケーションが不ふ得え手てなので、マリアの方から話しかけていただけますか（笑）。

ＧＭ：では、マリアが「クリステルさん、パリの風景がお好きなんですか？」と話しかけてくる。一緒に、君の分の紅茶も差し出してくれるよ。

クリス：じゃあ、ちょっと躊躇ためらってから、こくりと頷く。

ＧＭ：「私も大好きですよ！　子供の頃、何度か訪れたことがあります」マリアは想い出を懐かしんでいるのか、とても優しい表情を浮かべる。

クリス：……いいな。

ＧＭ：「え？」

クリス：その表情、ポツリと呟つぶやきます。とても綺麗で、羨うらやましいわ。

ＧＭ：いきなりそんなことを言われたマリアは、目を白黒させて戸惑う。

クリス：あ、ごめん……なさい。ちょっとしょんぼりします（笑）。

ＧＭ：クリスの顔を見つめていたマリアは、急に何かに思い当たったような表情になる。

クリス：…………？

ＧＭ：「あの、クリステルさん。あなたのお父上は、もしかしてワイマール共きよう和わ国こくで議員をなさっていませんでしたか？」

クリス：……ええ、そうよ。

ＧＭ：「やはりエッシェンバッハ家の方だったんですね！　幼い頃、社しや交こう界かいであなたのお父様にお会いしたことがあります。優しい方でしたね」

クリス：そこをつついてきますか、ありがたい（笑）。……あの人はそんなに大した人物じゃないわ。己の保身のため、実の娘をナチスのアーネンエルベに売ったのよ。

ＧＭ：マリアは、驚おどろきに目を見張った後、悲しげな表情になる。

クリス：……マリアグレース姫。あなたには、夢ってあるのかしら。

ＧＭ：「ええ、ありますよ。言うのは恥ずかしいから秘密ですけど」

クリス：そう……。

ＧＭ：「クリステルさん、あなたには？」

クリス：わたしは……ないの。ナチスに囚とらわれていた頃は自由に憧れてた。けど、いざ自由を手に入れたら、今度は何をしたらいいかわからない。

ＧＭ：「…………」

クリス：…………。

ＧＭ：しばらく沈黙が続いた後。「普ふ通つうにすればいいのではないですか？」

クリス：ふつ……う……？　理解できないという表情で首をかしげますね、それは。

ＧＭ：「普通に街を見て、歩いて、人と話して、買い物して。そんな風に生きてみればいいじゃないですか。色々な所へ行って、色々なことをすれば、何かが見つかるはずです」

クリス：（首を横に振る）でも、わたしはナチスの道具として作られた……。

ＧＭ：するとマリアはいきなり君の華きや奢しやな腕をつねる！

クリス：えっ!?　い、痛い……と呟きます。いきなり何？

ＧＭ：その反応を見てマリアは「ほら見なさい。道具は痛がったりなんかしませんよ。痛がるんだから、あなたは立派な人間です」

クリス：…………。

ＧＭ：「奪うばわれたものは、これから取り戻していけばいいじゃないですか。頑張って生きてさえゆけば、想い出も、幸せも、きっと手に入ります」

クリス：（モノローグ風に）それは、ゲーテの詩よりもわたしの心を揺ゆさぶる言葉だった。

ＧＭ：いいモノローグだ（笑）。マリアは、呆然とする君の手をそっと握り締める。

クリス：え……？

ＧＭ：「……さしあたって友達をひとり作りませんか？　ええと、その、クリステルさんがお嫌でなければ、ですけど……」君の手に、マリアの手の優しい感触が伝わってくる。

クリス：おそるおそる……握り返す。けど、無言。

ＧＭ：マリアは屈くつ託たくのない笑顔を浮かべている。

クリス：……ありがとう。わたしのことはクリスでいいわ。

ＧＭ：「じゃあ私のこともマリアと呼んでね」

クリス：わかったわ、マリア。

ＧＭ：「それじゃあクリス。友達同士、一緒にパリ見物に参りましょう？」

クリス：パリ見物……。

ＧＭ：「ええ。ダイゴという頼もしい殿との方がたも側にいてくださるみたいですから安心ね」

クリス：ええ、いいわね。彼がいるなら、もしものことがあっても大丈夫ね。

大悟：俺が連れてくのは決定か（笑）。ま、いいけどな。

ＧＭ：「そうそう……」と、マリアは少々非ひ難なんがましい目で君を見る。

クリス：どうしたの？

ＧＭ：黙ったまま、自分のトランクから綺麗なシャツとジャケット、スカートをとりだす。

クリス：こ、これは……？

ＧＭ：「先程から気になっていたのですが、その軍服、ボロボロじゃないですか。女の子なんだからこれ、使ってください」

クリス：軍服のままじゃ女の子らしくないのだな、とひとつ学習しました（笑）。

ＧＭ：「クリスの方が背が高いけど、余裕のある作りだから着られると思うわ」

クリス：……わたし、この服、大事に着るから。

ＧＭ：では、クリスとマリアはパリの雑ざつ踏とうに消えていく……というところでシーン終了だな。

クリス：ここでマリアに対してロイスを結びます。むしろ結ばなきゃ噓うそ。

ＧＭ：友情が芽生えたんだね。関係は？

クリス：ポジティブはもちろん〝友情〟。そしてネガティブは……〝劣れつ等とう感かん〟ですね。あの子に比べて、わたしはなんて欠けつ落らくしたモノが多いんだろうと悩んでみたり。






オペラ座　パリにある巨大で壮麗な劇場。設計者の名前をとり、「ガルニエ宮」と呼ばれることもある。

ホテル・エドゥアール・セット　エドワード七世ホテル。オペラ座近くに実在する。

ボンソワール　「こんばんは」を意味するフランス語だが、シーンの時刻的にはまだ真っ昼間である。

シルブプレ　フランス語。英語の「プリーズ」に相当する。恋人たちが何をプリーズしているというのか。

モンシェリ、モンシェリ……　フランス語、らしきものを連呼しているだけである。










◆Middle 04◆紫し煙えんの中で


Scene Player ─── ギヨーム






　ギヨームはパリ市内の裏うら路ろ地じを急いでいた。

　目指すは、とある古書店。

　そこは、[image: ]スモーカーを名乗る、馴な染じみの老情報屋が居いる店なのだ。




ＧＭ：さて、新しいシーンの始まりだ。シーンプレイヤーはギヨーム。フィンも登場可能。

ギヨーム：了解。さてさて、ここは……。

フィン：ナチの動きについて調べておきたくない？

ギヨーム：そうだな。それと、ちょっくら〈調ちよう達たつ〉しておきたいアイテムもある。

ＧＭ：ＯＫ。それじゃあ情報収集だね。

大悟：ギヨームはパリに協力者がいるんだろ？

ギヨーム：ええと……（ハンドアウトを読む）そう、名前は[image: ]スモーカー。

ＧＭ：では、シーンの舞台は[image: ]スモーカーの経営する古書店としようか。パリ市内の片かた隅すみにある、看板もない店だ。

フィン：知る人ぞ知る、という感じだね。

ギヨーム：ともかく中に入ろう。

ＧＭ：店の奥には、豊かなあごひげを蓄えた白髪の老人、[image: ]スモーカーが座っている。彼以外の人ひと気けは皆かい無む。陶器製のパイプを吹かし、店内には煙がもうもうと立ち込めている。

ギヨーム：相変わらずだな、爺さん。おれだよ、ギヨームだ。

クリス：あれ？　口調が変わりましたね（笑）。

ギヨーム：話す相手によるからね（笑）。爺さん、こんな煙じゃ売り物がダメになるぞ。

ＧＭ：[image: ]スモーカーは屈託のない笑みを浮かべる。「なぁに、どうせ道どう楽らくの店。売れても売れなくても構わんさぁ」

ギヨーム：おれは「本を大事にしろ」と言ってるんだけどな。ま、そんなことより、だ。

ＧＭ：「……察するに、ひとまず〝宝〟は確保できたようじゃの」

ギヨーム：お蔭かげでね。まさか、あんなに可愛らしい姫君だとは思わなかったよ。最初に教えてくれていてもいいだろに。

ＧＭ：「最初に〝ムーの遺産〟だなんだと話しても、信じなかったじゃろ？」

ギヨーム：……爺さんは信じてるのか？　ムーだなんだという与よ太た話ばなしを（笑）。

ＧＭ：「〝予言書〟を信じて動くおまえさんに言われたくはないのぅ」

ギヨーム：（口の端を歪ゆがめるように笑って）違いない。

ＧＭ：会話もひと段落したところで情報収集をしてもらおうか。判定に成功すると、この街の情報屋でもあるスモーカーから色々と聞きだすことができるということにしよう。

ギヨーム：情報収集……あ、おれってば【社会】が１しかないーっ!?

ＧＭ：今いま更さら気づいたんか（笑）。

フィン：（渋い声で）これは少々……困ったな（笑）。

ＧＭ：……誰か助け舟ぶね出せる人はいるかい？

フィン：僕、【社会】は３あるよ。〝コネ〟も色々と押さえてある。

ギヨーム：おおっ！

ＧＭ：（全員のキャラクターシートを見回しながら）ていうか君たち、フィン以外は全員【社会】１なのな（笑）。

ギヨーム：……少年よ、大人を助けてください！（笑）

フィン：ＯＫ。登場しよう。パリの情報屋を辿たどって行き着いたのが、この店ということで。

ギヨーム：ありがたい！

ＧＭ：それでは改めて、フィンに〈情報：裏社会〉で判定してもらおう。

フィン：ええと……９が出てる。

ＧＭ：では、フィンが[image: ]スモーカーから聞き出した情報を総合すると、パリに潜入しているドイツのエージェントが、君たちを捜し回っているということがわかった。

ギヨーム：まずいな……もう追手がついているのか。

フィン：マリア姉ちゃんたち、散歩に出ちゃったよねぇ。

ギヨーム：天花寺がいるから大丈夫だとは思うが……。

ＧＭ：なお、少佐を筆ひつ頭とうとした本隊も、ほどなくパリに到着する見込みだ。

フィン：うわ！　少佐が来るのか！

ギヨーム：連中の存在をフランス当局にでも刺さしてやりたいが……却かえって大おお事ごとになるかな。

フィン：僕らの身分も、フランスにあれこれ詮せん索さくされるとヤバいしね～。

ＧＭ：胡う乱ろんな東洋人に、ナチス脱走兵に、国際的犯罪者に、イギリスの情報部員。いずれもちょっと後ろ暗い身分だね（笑）。

フィン：ともかく、ほかのみんなと合流しておこうよ。

ギヨーム：そうだな。これにて失礼するよ、爺さん。運があったらまた会おう。

ＧＭ：「おうおう。ムーの宝、もしも目にしたらどんな代物か教えておくれ」

ギヨーム：期待していてくれ。

フィン：あ。そういえば、ギヨームは欲しいアイテムがあるって言ってなかったっけ？

ギヨーム：ん？　……おお、そうだった。けど、ちょっと私の【社会】と〈調達〉能力では手が届きそうにないなぁ（笑）。

フィン：（優しい声で）よしよし、おっちゃん。この僕に話してみ？　何が欲しいんや？

クリス：なぜいきなり大阪のフレンドリーなおっちゃんみたいな話し方に（笑）。

フィン：いやぁ、なんとなく。

ギヨーム：（嬉しそうな声で）それじゃあ私、子供にたかっちゃおうかしら（笑）。……盾が欲しい。できるだけ強い盾が。私、カバーリング要員なんで防御力は高めておきたい。

フィン：なーるほど。（ルールブックやサプリメントに目を通す）……ＧＭ、〝クリスタルシールド〟って、この時代に入手できる？

ＧＭ：クリスタルシールドか。（考え込む）何か適てき切せつな理由はあるかい？

フィン：えーと……。

ギヨーム：〝Ｑ〟の発明品というのは？

フィン：あ、それだ！　どうかな？

ＧＭ：〝Ｑ〟ならできそうだな（笑）。〈調達〉判定してもいいよ。

フィン：サンキュ！　目標値は10で……うん、余裕で成功。

ＧＭ：では、現地のＭＩ６関係者づてでクリスタルシールドが手に入った。

フィン：ほいギヨーム、頼まれてたヤツ。

ギヨーム：おお、ありがとうブースロイド君。君は実に頼りがいのある少年だ。

ＧＭ：ふたりが紫煙立ち込める古書店を後にしたところで、シーンは終了。






コネ　情報源へのコネクションを表わすアイテム。情報収集の際に振れるダイス数を増やせる。










◆Middle 05◆パリの休日


Scene Player ─── 大悟






「パリ見物に連れて行ってくださいな」

　豪ごう胆たん無む双そうの快かい男だん児じも、麗うるわしの姫君から笑顔で迫せまられては嫌いやとは言えぬ。

　かくして、マリアとクリス、趣おもむきの異ことなる美しき花々を連れて、のんびり市内観光と洒しや落れ込こむ大だい悟ごであった。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは大悟。クリスとマリアを連れ、パリ市内の見物に出たところ。

大悟：おう。一応、周囲に気を払いながら歩こう。

クリス：わたしはパリの風景をうっとりと見つめながら歩いてましょう（笑）。

大悟：隙すきだらけだぞ、超人兵士（笑）。

クリス：こういう状況は不慣れなもので、舞い上がってるんです（笑）。

大悟：やれやれ。まぁ、ふたりのちょっと後をついていく感じで見守るとしよう。

ＧＭ：さて、５月に入ったばかりの頃ころ。今日は陽ひ射ざしも強く、セーヌ河のほとりではパリ市民が日光浴よくに勤いそしんでいる。

クリス：セーヌ河ですか。ならば……（詩集を取り出し、詩を暗あん誦しようし始める）ミラボー橋のSous le pont下、セーヌは流れるMirabeau coule la Seine.……。

ＧＭ：あっ、ちょっと貸してね。（詩集を受け取る）「『……そして私たちの愛もEt nos amours.』。アポリネールの『ミラボー橋』、一九一三年の詩ですね」……とマリアが続ける（笑）。

大悟：その様子に感心しよう。ふたりとも、俺なんかよりずっと詳くわしいじゃないか（笑）。

クリス：わたしのは本で読んだ知ち識しきよ。実じつ際さいに見た方がずっと素す晴ばらしいわね。

大悟：「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず」ってな。ま、念ねん願がん叶かなってよかったじゃないか。

クリス：ええ。こんな形になるとは思ってもみなかったけど。

ＧＭ：「ダイゴ、次はエッフェル塔とうに行きませんか？」

大悟：エッフェル塔なら俺も知ってるぜ。ガキの頃に見た浅あさ草くさ十二階かいより高いなぁ。

ＧＭ：「ダイゴは、欧おう州しゆうは初めてなのですか？」

大悟：仕事で何度か来たことはある。けど、名所巡めぐりをしてる余よ裕ゆうはなかったな。

ＧＭ：ダイゴのお仕事はなんなのですか？

ギヨーム＆フィン：快かい男だん児じだ！（爆笑）

大悟：そんな仕事があるかぁ！（笑）　……なに、しがない探たん偵ていさ。

ＧＭ：その答えにマリアは目を輝かがやかせ、興こう奮ふん気味に話し始める。「探偵！　デュパンやホームズのような？　明めい晰せきな頭脳で推理をし、悪を懲こらしめるのですね？」

大悟：うーん、そんな大たい層そうなものでは……。

ＧＭ：（大悟の言葉を気にした風もなく）「クリス、クリス！　すごいわ、私たち探偵さんと一緒に歩いているのよ！」

クリス：え、ええ。そうね。その勢いきおいに、ちょっと戸と惑まどう（笑）。

大悟：どっちかっつーと、腕うでっ節で勝負のハードボイルドなんだがな（笑）。

ＧＭ：一九三八年現げん在ざい、ハードボイルド文学の波はヴォルスング公国までは届とどいていないのです（笑）。マリアがハメットやチャンドラーの名を知るのは、もうちょっと後ですね。

クリス：大悟にそっと日本語で囁ささやく。もしかしてあなた、日本の軍事探偵スパイ？

大悟：……参ったな。おまえ、日本語喋しやべれるのかよ。と、日本語で答える。

クリス：友好国だもの。あなただってドイツ語を話してるじゃない。

大悟：言葉も含ふくめ、一通りの訓くん練れんは軍で受けたよ。けど、奴やつらには随ずい分ぶん前に三みく行だり半はんを叩たたきつけた。つまらんしがらみは残っちゃいるが、俺は連中が大嫌いなのさ。

クリス：……ごめんなさい、疑うたがったりして。

ＧＭ：いきなり日本語で話し始めた君らを、マリアは不思議そうに眺ながめている。

クリス：ふふ、ちょっと日本語で冗じよう談だんを言ってみただけよ。ごめんね。

大悟：ま、俺は頭を使うのはからっきしだ。本の中に出てくるような華か麗れいな活かつ躍やくはできない。探偵といっても、お姫さんが思い描くようなヒーローなんかじゃないのさ。

ＧＭ：「でも今は、映画や物語みたいに〝お姫様〟を守ってくれているじゃないですか」

大悟：自分でも驚おどろいてるよ。ヒーローになれるよう頑張ってみるさ。

ＧＭ：「ええ、お願いします……あ」

大悟：どうした？

ＧＭ：マリアが指差した方向に飛行船が飛んでいる。彼女は嬉うれしそうに手を振ふっているね。
















クリス：マリア、飛行船が好きなの？

ＧＭ：「ええ。子供の頃ころ、お爺じい様さまに連れられてツェッペリン号に乗ったこともあるの！」

大悟：飛行船も悪くはないが、飛行機で鳥みたいに飛び回るってのもいいもんだぜ。

ＧＭ：「飛行機！　ダイゴは乗ったことが？」

大悟：複ふく葉よう機きを扱あつかわせたらちょいとしたもんだぜ。……実は〈運転：航空機〉を取った。

一同：おおー。

ＧＭ：「複葉機！　ソッピース・キャメルのような機体ですね？　素す敵てき……」と、マリアはうっとりした表情を浮かべる。

大悟：詳しいな。マニアか？（笑）

ＧＭ：大だい正せい解かい。「私、機械が大好きなんです。鉄道とか、船せん舶ぱくとか、航こう空くう機きとか」

クリス：そういえば、最初のマスターシーンで熱心に時刻表読んでましたね。

ギヨーム：いわゆる〝鉄てつちゃん〟のお姫様か（笑）。

ＧＭ：鉄道だけじゃないけどね。とにかく、機械で動く乗り物全般が大好きであることは、その話し振りからもよくわかるよ。

大悟：人は見かけによらないな（笑）。ま、そのうち飛行機に乗せてやるさ。

ＧＭ：「嬉しい！　約束ですよ！」と、楽しい会話の時間は過すぎていく……。さて、大悟とクリスは〈知覚〉で判はん定ていをして。目標値は８。

大悟＆クリス：成功。

ＧＭ：街の雑ざつ踏とうの中に、訓くん練れんされた動きで間ま合あいを詰めてくる一団が紛まぎれている。

クリス：……もう追手がついてる!?

ＧＭ：ふたりとも失敗していたら、雑踏に紛れてマリアが拉ら致ちされていたところだ。

大悟：あぶねー！（笑）

クリス：大悟に近ちか寄よって、こそっと耳打ち。尾つけられてるわ。多分ナチスよ。

大悟：……クリス、姫ひめさんをホテルまでエスコートして貰もらえるか？

クリス：いいの、あなたひとりで？

大悟：おまえの得物モーゼルは、こういう場所には不向きだろう？

クリス：わかったわ。気をつけて。マリアを連れて退たい場じようします。

大悟：それじゃ、人気のない裏うら路地で追手を待ち構かまえてようかい。

ＧＭ：足音を慌あわただしく響ひびかせつつ、ナチス登場だ。もちろん私服だが。

大悟：よぅ、お捜さがしかい？　軽く手を上げて挨拶してやろう（笑）。

ＧＭ：（低い声で）「……貴き様さまじゃない。あの娘むすめをこちらに引き渡わたせ」

大悟：（不敵な笑みを浮かべ）弱ったなぁ。「できない」と言ったらどうするつもりだい？

ＧＭ：（ドスの聞いた声で）「てめぇ、なめてんのかぁ！」

一同：チンピラだーっ！（爆笑）

ＧＭ：彼らは数人組みなんだが、大悟の態度を見て「隊長ぉぉ、こいつやっちまいましょうぜぇ～！」とかいきり立っている（笑）

大悟：（余裕の笑みを浮かべて）怖こわいなぁ……俺は臆おく病びようなんだぜ？

ＧＭ：では、業を煮にやした隊員Ａ……仮か名めいハンスはナイフを抜ぬき放つ。（ナイフを舐なめるような仕草をしつつ）「ヒヒッヒヒッ！　命乞ごいするなら今のうちだぜぇぇぇ？」（爆笑）

クリス：（いきなり隊員Ｂ）「奴はナイフを抜いたら血を見るまで収おさまらねぇぜ！」（笑）

ギヨーム：（いきなり隊員Ｃ）「あーあ、運がなかったなぁ東洋人！　ありゃ、総そう統とう閣かつ下かから拝はい領りようしたナイフでよぉ、よぉ～く切れちまうんだぜぇぇ～？」（笑）

フィン：（いきなりハンス）「イーッヒッヒ、イーッヒッヒ！」（笑）

大悟：お、おまえら……！（爆笑しながら机つくえに突つっ伏ぷす）

ＧＭ：ともあれ、そんな感じで彼らは君に襲おそい掛かかろうとする（笑）。

大悟：やれやれ。それじゃあ少しキツめの灸きゆうをすえるかね。




　大悟は、笑みを浮かべた。獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんの笑みだ。

　───そして、一いつ瞬しゆんにして勝負はついた。

　残されたのは、呻うめきながら地べたを這はいずるアーネンエルベの走そう狗くたち。






クリスタルシールド　『ＤＸ2』のサプリメント『ブレイクアップ』に掲載されている、強い盾。

アポリネール　ギヨーム・アポリネール（一八八〇年～一九一八年）。詩人。イタリア出身のポーランド人だが、主な活動の舞台はフランス。

ミラボー橋　画家ローランサンとの恋に破れたアポリネールが書いた詩である。同名の橋は、パリ南西部の十五区と十六区を結んで架かっている。

浅草十二階　明治から大正にかけて、東京・浅草には「凌雲閣」という赤煉瓦造りの塔が立っていた。高さ五十二ｍのこの塔は、人々から親しみを込めて「浅草十二階」と呼ばれていた。関東大震災により、倒壊。

デュパンやホームズ　オーギュスト・デュパンは、作家のＥ．Ａ．ポーが生んだ「世界初の名探偵」。シャーロック・ホームズを「世界一有名な名探偵」とすると、デュパンはその元祖に当たる。

ハメットやチャンドラー　ダシール・ハメットとレイモンド・チャンドラー。いずれもハードボイルド小説で名を成した作家である。

軍事探偵　軍の意を受けて活動する探偵や情報部員を指す言葉。間諜、スパイなどと同義。

ツェッペリン号　二十世紀初頭、ドイツのツェッペリン伯爵が開発した飛行船。世界初の商業空路を飛んだ。

ソッピース・キャメル　第一次世界大戦中、イギリスのソッピース社で開発された複葉機。

鉄ちゃん　鉄道が好きな人々の俗称。










◆Middle 06◆エメラルド色の死


Master Scene






　夕ゆう刻こく。茜あかね色に染そまるパリの街に、その男は現あらわれた。

　小こ柄がらだが均きん整せいの取れた体つき。整ってはいるが、神しん経けい質しつそうな顔立ち。

　そして、瞳ひとみの奥おく底そこに秘ひめた獰どう猛もうな〝何か〟。美しい夕景を見て、彼が呟いた言葉は───




ＧＭ：「ンン～ゥ花の都、パリ……ですか」

一同：少佐だぁー！（爆笑）

ＧＭ：台詞だけでわかるか。スゲェな。

クリス：その口調、忘れたくても忘れられません（笑）。

ＧＭ：そっか。ではマスターシーンにて少佐のご活かつ躍やくをお楽しみください（笑）。彼らが仮かりの本ほん拠きよとしているのは、ドイツ大使館の一室だ。




　いかにもつまらないといった風ふ情ぜいで、エアハルト少佐は部下の報ほう告こくを聞いていた。

　彼の前で平身低頭しているのは、大だい悟ごに痛いためつけられた男たち。




大悟：（いきなり部下）「それが、敵てきは二十人もの……」（笑）

ＧＭ：「だぁめだよぉ噓うそをついちゃぁぁぁぁ！　無能に加えて噓うそ吐つきとは……これはもぅ、処刑しちゃうしかないよねぇぇぇぇ？」少佐は高らかに笑いつつ右手を上げ───




　───その時、銃じゆう声せいが響ひびいた。倒たおれたのは、少佐であった。

　〝処しよ刑けい〟の恐きよう怖ふに怯おびえた男は、あろうことか己おのれの上司に銃を向けたのだ。




ギヨーム：少佐撃たれちゃった！　あたしの少佐が！（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶよボウヤ。少佐はこれくらいでは死なないわ（笑）。




　実に！　実におぞましき光景であった！

　少佐の額に穿うがたれた銃じゆう創そうが、緑柱石エメラルドの怪かい光こうを放ちつつ塞ふさがっていくではないか！

「……痛い痛い。でも、アーネンエルベの魔ま術じゆつ士官を侮あなどってもらっては困こまるなぁぁぁ」

　悪夢のような光景に、反逆者は手から銃を取り落とし───恐怖の叫さけびをあげた。




ＧＭ：そして、少佐の〝能力〟により、部下の体は砂と化していく……。

フィン：砂……モルフェウスかな？

ＧＭ：やがて、哀れな部下は一いち握あくの砂と化し……というところでマスターシーンは終了。







◆Middle 07◆辿たどるべき道は


Scene Player ─── フィン






　東の空に一番星が輝かがやく頃ころ。

　街を包つつむ夜よ闇やみを、華はなやかなネオンが駆く逐ちくしていく。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはフィン。パリからの脱だつ出しゆつ方法を模も索さくするためのシーンだ。

フィン：う～ん。それじゃ、ホテルでみんなと相そう談だんしていることにしよう。

ＧＭ：了解。ならばホテルの一室に全員登場だ。

ギヨーム：現げん状じよう、パリから出るのは難むずかしいかね？

フィン：道路も鉄道も監かん視しされてると思うよー。なんとか動きを探さぐりたいんだけど。

ＧＭ：〈情報：軍事〉か〈情報：裏社会〉で判はん定ていしてもらおう。目標値は、９を最低として、高いほどいい情報が手に入る。

フィン：……《タッピング》は使えないかな？　あいつらの無線を傍ぼう受じゆする。

一同：おおっ！

ＧＭ：渋いエフェクト持ってるな（笑）。確かに、それなら有効な情報が集まるな。

フィン：んでは振ふるよー……達成値は13。

ＧＭ：やるねぇ。かなり精せい度どの高い配置図を描えがくことができる。

大悟：すごいな坊ぼう主ず。こんな機械、軍にもないぜ。

フィン：それがさぁ、僕の手を離はなれると……。なぜかこれ動かなくなるんだよね～（笑）。

ＧＭ：なお、交信には少佐の声も混ざってる。

フィン：じゃあ、ヘッドホンから耳を離して、「少佐来たっ！」てみんなに教える。

クリス：うんざりした顔になります。いや、プレイヤー的には楽しみなんですが（笑）。

大悟：今度はパリ市内であの列車を出してくるつもりかな？

ＧＭ：いやいや、少佐は自分の芸には厳しい性格なんで、続けて同じネタはやらんて（笑）。

フィン：芸人じゃないでしょ！（笑）

ＧＭ：ま、それはさておき。道路、鉄道はもとより、迷宮のような構造で有名なパリの地下水路にまで監かん視し要よう員いんが配置されているということがわかった。

クリス：……強行突とつ破ぱは？

ＧＭ：可か能のう。ただしフランスの、それも市内でドンパチやらかす覚かく悟ごがあれば、だけど。

フィン：下手すりゃ外交問題だよ。

クリス：けれど、他ほかに方法が……。

大悟：……空路なんてのはどうだ？

一同：お？

大悟：いや、さっき街中で飛行船がプカプカ浮ういてたのを思い出した。

ギヨーム：空か……。それはちょっと盲もう点てんだったな。よく見れば予言書にも「空がいいよ」って書いてある（笑）。

クリス：確たしかに、陸路は人員を配置するだけで封ふう鎖さできるけど、空路は無理ね。

ＧＭ：大きな空港は当然手が回ってるんだけど、小さな民間飛行場はガラ空き状じよう態たいだ。

大悟：飛行場で、ちょいと拝はい借しやくさせてもらおうか。

ギヨーム：そこは私に任まかせたまえ。怪かい盗とう紳しん士しのたしなみとして自家用機くらいは！（笑）

大悟：ギヨームに自家用飛行機ってなぁ、ビジュアル的にもいい感じだな。

フィン：飛行機って高いんじゃない？

ＧＭ：それがそうでもないらしい。（資料をパラパラとめくりながら）この時代のことは事前に色々と調べたんだけど、飛行機は第一次世界大戦の放ほう出しゆつ品ひんがかなり出回ってたそうだ。

クリス：そういえば聞いたことあります。現代の価値で、数百万円程度だとか。

ＧＭ：ということで、基き本ほんルールブックの〝高級車〟を目安としよう。購こう入にゆうの目もく標ひよう値ちは９。

フィン：クリスタルシールドのときみたいに、僕が判定しようか？

ギヨーム：（しばし考え）……いや、これくらいは自分でやろう。ありがとう。

フィン：ん、わかった。

ギヨーム：それに予言書も「頼ってばかりじゃダメよ。あなたはきっと成功するわ」って励ましてくれてるし！（爆笑）

ＧＭ：予言書、まるで厳しくも優しい先生みたいね（笑）。

ギヨーム：……ああっ、出た！　９が出た！　飛行機持ってる！　持ってるよぉー！（笑）

ＧＭ：では、怪盗ギヨームの秘ひ密みつ格かく納のう庫こには複ふく葉よう機きが隠かくされているということで（笑）。

ギヨーム：私の愛機、その名は……〝蒼あおの炎ほのお〟号！

フィン：名前まで決まってるんだ（笑）。

ギヨーム：今さっき決めた。ちなみに私は〈運転：航空機〉を持っていない。

一同：駄目じゃん!!（爆笑）

ＧＭ：まぁ、技能はなくても判定はできるが……。

大悟：それは俺に任まかせてくれよ。情報収しゆう集しゆうで役に立てなかった分は働くさ（笑）。

ＧＭ：さて、それでは秘密格納庫の場所だが……。

ギヨーム：どこかこう、格好いいロケーションを希望する（笑）。

クリス：……セーヌ河の横、というのは？　河を滑かつ走そう路ろにして、水上発進。

ギヨーム：おー、それは素敵だ。どうかな、ＧＭ？

ＧＭ：ん、いいよ。

大悟：どうやら、さっきのマリアとの約束はすぐに実現しそうだな。

ＧＭ：では、それまで君たちの邪じや魔まをしないよう静かに見守っていたマリアが、俄が然ぜん、目を輝かせ始める。「飛行機に乗れるのですか!?」

大悟：ああ、ギヨーム御ご自じ慢まんの複葉機だ。

ＧＭ：「どうしましょう、嬉しすぎます。そうだ、質問があるんですが、機き種しゆはなんですの？　年式は？　馬力は？　航こう続ぞく距離は？」

クリス：マ、マリア……。ＧＭ、なんかキャラ壊れてません？（笑）

ＧＭ：機械に関してはこういう娘だからいいのだ。

フィン：……まぁ、同じ機械好きとして共感できなくもないけど（笑）。

ギヨーム：さて肝心の出発はいつにするかね？

大悟：怖こわい連中が来たから、すぐに向かおう。みんなで優ゆう雅がに夜間飛行と洒しや落れ込こもうかね。

ＧＭ：「夜間飛行……あのリンドバーグが見たという〝パリの灯〟を見られるんですね」

大悟：「翼つばさよ、あれがパリの灯だ」か。まさか、こんな形で見ることになるとはな。

ＧＭ：それではここでシーンを切ろう。






《タッピング》　ブラックドッグのエフェクト。通信を傍受できる。










◆Middle 08◆セーヌのほとりで


Scene Player ─── クリス






　月を映すセーヌの水みな面もが、波に揺ゆれる。小型の船が一艘そう、進んでいるのだ。

　甲かん板ぱんに積まれた木箱を、布ぬののシートが覆おおっている。

　クリスたちは荷と荷の間に身を潜ひそめ、シートの隙すき間まから外の様子をうかがっていた。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはクリス。ナチスの監かん視しをかいくぐり、飛行機の格かく納のう庫こへと向かうシーンだ。

クリス：奴らの動きはよく把は握あくしている。わたしが大だい悟ごたちの先頭に立って動くわ。

大悟：よろしく頼たのむぜ。

クリス：あなたもマリアをちゃんと守ってね。……で、どうやって移い動どうしようかしら（笑）。

ギヨーム：適当な船頭に金を握にぎらせて、その船に隠かくれて行くというのはどうかな？

クリス：異議なし、です。

ギヨーム：はいよ。ＧＭ、船頭との交渉に判はん定ていは要いるかな？

ＧＭ：それは要らない。ただ、ナチスの監かん視しから逃のがれるための〈隠密〉判定をしてね。

フィン：全員で振ふるの？

ＧＭ：いや、これは代表者ひとりでいい。……そうだな、シーンプレイヤーだし、先頭に立つと言ったクリスにやっていただこうか。

クリス：〈隠密〉技ぎ能のうはないけど、【感覚】は６ある。なんとかなると思う。

ＧＭ：それではまず、少佐たちが〈追跡〉判定をしよう。この達成値が、〈隠密〉の目標値になる。ダイスは７個こで、クリティカル値は10。

一同：ファンブれっ！（笑）

ＧＭ：そうはいくか。とりゃっ……あ、１個クリティカルしてる。達成値は16！

クリス：16！　それは……キツいわね。

ＧＭ：前のシーンに《タッピング》でナチスの配置を把は握あくしているのと、夜や陰いんに乗じて行動しているということから、合計＋２のダイスボーナスをあげよう。

フィン：クリス、〈隠密〉判定のクリティカル値が下がるエフェクト、持ってる？

クリス：《天てん性せいのひらめき》を取っておけば良かったと後こう悔かいしているとこです（笑）。侵しん蝕しよく率りつのボーナスも足して、ダイスは合計９個……ダメ、達成値９。うう、ごめんなさい。

大悟：ま、仕方ないさ。

フィン：運任まかせみたいなもんだったし。

ＧＭ：タイタスを使って達成値を上げる？　Ｄ10の出目だけ、達成値を上げられる。

クリス：Ｄ10で７以上……かなりの確かく率りつでタイタスの無む駄だづかいね。悔くやしいけどこのままで。

ＧＭ：では、表向きは何も起こらず無事に格納庫へ到とう着ちやくする。

ギヨーム：勢いきおいよくシャッターを開ける！　この扉とびらの向こうには〝蒼の炎〟号が！

ＧＭ：するとそこには……。

ギヨーム：機き関かん銃じゆうを構かまえたナチス兵の群むれ。パララララッ（←射しや撃げき音おん）あびゃびゃびゃびゃっ（←悲鳴）。みんな、今まで……ありが……と……（微ほほ笑えみつつ倒たおれる）。

一同：ギヨームーッ！（爆笑）

ＧＭ：死ぬなっ!!（笑）

ギヨーム：すまん、つい、うっかり（笑）。

ＧＭ：格納庫の奥おくから、サーチライトが君たちを照らす。奥に立つのは少佐と、数人の兵士。

クリス：……フェリックス・エアハルト！

ＧＭ：「いやいやいや……ン～。オリエント急行で別れて以来だねぇ、諸しよ君くん！」

フィン：やっぱり先回りされてたか。

ＧＭ：なお、サビーネ少しよう尉いの姿は見あたらないね。

クリス：……ルーデル少尉はどうしたの？　わたしたちを相手にするには、あなたひとりでは少々荷が勝かちすぎるんではなくて？

ＧＭ：「ここで諸君らとやりあう気はない。用があるのはマリアグレース姫ひめだけだ」

大悟：マリアの前に立ちはだかる。生あい憎にくだが、姫はおまえたちのことがお嫌きらいだとさ。

ＧＭ：少佐は鼻で笑うね。「好き嫌いの問題ではないよ。ヴェヴェルスブルク城でヒムラー閣かつ下かが彼女の到とう着ちやくを心待ちにしておられるのだから！」

大悟：ヴェヴェルスブルク……？

ＧＭ：「我らアーネンエルベの本ほん拠きよ地ちにして、忠ちゆう良りよう高こう潔けつなるドイツ騎き士しの集う聖せい地ち！　通つう称しようブラック・キャメロット！」

一同：ぶらっく・きゃめろっとぉ!?（爆笑）

クリス：ブラック!?　ドイツの施設のクセに、なぜ英語!?（笑）

フィン：それに、キャメロットってイギリスの伝説に出てくる城だろ（笑）。

大悟：誰だれだよ、そんな名前付けたの！（笑）

ＧＭ：「それは当然、我らが総統フユーラーさ。ジーク・ハイル！」

フィン：すげー、ヒトラーすげー！（拍手）バカすぎるネーミングセンスだっ（笑）。

ギヨーム：フューラー、フューラー！（笑）

ＧＭ：「何を笑うか！　我らの使命は、忘れ去られし古代の遺い産さんを探たん索さくすること……つまり現げん代だいの聖せい杯はい探索！　そして総統閣かつ下かこそは偉い大だいなる王の中の王、アーサー王なのだぞっ！」

一同：はぁぁぁぁっ!?

フィン：あ、あの、アーサー王って、僕の国イギリスの伝説に登場する王様なんだけど……。

ＧＭ：「アーサー王の起き源げんはアーリア人だ！」

一同：なに──っ!?（爆笑）

ＧＭ：「アーネンエルベの研けん究きゆうではそう結けつ論ろん付けた。すなわちそれが世界の真実！」

クリス：わたしは少佐の発言を国こく辱じよくとみなして激げつ昂こうします（笑）。あなたたち、どこまで祖国と民族を辱はずかしめれば気が済むのっ!?

ＧＭ：「敗北主義者めっ！　我らは祖国を偉大ならしめんがために戦っているのだよ」

クリス：くっ……正気じゃないわ！

ＧＭ：（熱狂的に）「そして！　我らの覇は権けんを磐ばん石じやくたるものにするためにも！　マリアグレース・フォン・ヴォルスング！　あなたの国に眠る超古代ムー文明の力が必要なのだ!!」

一同：ムー文明ーっ！（笑）

フィン：チャーチワードの本は本当だったんだ……って、喜んでる場合じゃない（笑）。

大悟：こりゃ、マトモに話し合える相手じゃないぞ。

ギヨーム：実力行使かね、天花寺？

大悟：それしかないだろう。拳を握り締め、少佐の方へ踏み出す。

ＧＭ：（からかうような口調で）「おやぁぁ？　乱暴だなぁ、東洋人」

大悟：御ご託たくは沢たく山さんだ。そんなイカレた妄もう想そうにはつきあっちゃいられない。

ＧＭ：「ひとつ面白いことを教えてやろう。私の副ふく官かん、サビーネ君は今、パリ郊こう外がいにいてね。いつでも飛行船が発進できるように待機中だ」

大悟：それがどうかしたのかい？

ＧＭ：「飛行船の名は、鉄血武ぶ装そう飛行船リントヴルム！　主しゆ砲ほう・副砲併あわせて十二門の砲ほう塔とうが、いつでも発射可能な状態でパリ市内へと向けられている！」

一同：なっ……！（絶句）

クリス：ハッタリよ!!

ＧＭ：「思い出したまえ、オリエント急行の線路上に現れた鉄の竜アイゼンドラツヘを！　ドイツの科学技術は、いかなる場所にも巨大兵器を展開できるのだよ!!」

クリス：ぐっ！　けれど、一体どうやって……。

ＧＭ：理由は簡単。モルフェウスのエフェクト、《折り畳み》を使用してます。

フィン：た、確かにそれなら携けい帯たい可能だ。かなり豪ごう快かいだけど（笑）。

クリス：パリを砲撃したら大変なことになるわ。世界大戦を引き起こす気？

ＧＭ：「はははっ、それはすごい！　私が大戦争の引き金を引けるのか！」

クリス：（呆然とした様子で）イカれてる……。

ギヨーム：……この狂気、一九四〇年に世界を滅ぼすというのも納得できるな。

ＧＭ：「もし私にカスリ傷でもつけてみろ。即座にパリ市内へ無差別砲撃を開始するぞ」

一同：…………。

ＧＭ：「さぁ、早く姫を引き渡したまえ。私はさして気が長い性た質ちではない」

フィン：ど、どうする？　手も足も出ないよ？

大悟：…………。

ＧＭ：さて、決断してもらおうか？

クリス：渡すわけにはいかないわ……。

ギヨーム：しかし、パリが……。

一同：…………。

ＧＭ：……結論出ずか。なら、マリアが、そっと大悟を押しのけ、前に進み出る。

大悟：……マリア？

ＧＭ：「……みなさん。私は……パリの方々を危険にさらしたくはありません」

クリス：慌あわてて手を摑つかんで引き止めます。待って、マリア。

ＧＭ：マリアは寂さびしそうに微笑みながら、クリスの手をそっと引き剝がす。「人質を取られては……仕方ないものね。ごめんなさい、クリス」

クリス：…………。

ＧＭ：なお、少佐はニタァっと嫌らしい笑みを浮かべながらぽんぽんと拍手している。

大悟：マリアに問いかけよう。君は、故郷を守りたいんじゃなかったのか？

ＧＭ：その言葉に、マリアは俯うつむいて視線を下に落とす。「それでも……異い邦ほうの地であれ、無む辜この民が蹂じゆう躙りんされようとしているのなら……」

一同：…………。

ＧＭ：「……これを護まもるのは貴族の、いいえ人としての使命です」

大悟：……少佐の様子はどうだ？

ＧＭ：マリアの決意に、満まん足ぞく気げに頷いているね。

大悟：ふん。……けれどここは仕方ない、か。

クリス：大悟？

大悟：マリア、〝今は〟君の意志を尊そん重ちようするよ。

クリス：それは……！　非ひ難なんがましい目で大悟を睨にらみつけます。

大悟：（クリスの方を向き）〝今は〟、だ。

クリス：…………。

大悟：（優しい声で）行きな、マリア。なに、ほんの少しの辛しん抱ぼうさ。

ＧＭ：マリアは、君の耳にだけ届くような小さな声で囁ささやく。「信じて、いいですか？」

大悟：……ああ。約束する。すぐに助けに行く。

ＧＭ：その言葉にこくりと頷うなずいた後、マリアは君たち全員に深々とお辞じ儀ぎをする。

一同：…………。

ＧＭ：少佐のわざとらしい拍手が響く。「いやいやいや、素晴らしい勇気ですマリアグレース姫。さ、私と一緒に参りましょうか」

フィン：（怯おびえるように）で、後ろの兵士たちが僕らに襲おそい掛かかってきたりするの？

ＧＭ：いいや。素通り。一いち瞥べつもしないね。

フィン：……見逃してくれるの？

ギヨーム：みくびられてるのだろうね、思い切り。

ＧＭ：いかにも。少佐は、君たちのことは眼中にない。一応クリスには声をかけておこう。

クリス：わたしに？

ＧＭ：「クリステル君。最後の機会をやろう。こちらに戻るか、否か。今戻るなら若じやつ干かんの懲ちよう罰ばつと、思考調整処置だけで済むぞ」

クリス：……お断りよ。わたしは豚にも飼い犬にもならない。

ＧＭ：「わかった。いずれ〝処理班〟の連中が派は遣けんされるだろう。それまでは、せいぜいそこの連中と共に、震ふるえて過ごしたまえ」

クリス：…………。

ＧＭ：「ま、マリアグレース姫は一国の王女。君らには縁のない高たか嶺ねの花だ。一ひと夜よの夢と思って諦めたまえ」少佐は、馴なれ馴れしくマリアの肩に手をかけて去ってゆく。

大悟：……なあ、エアハルトさんよ。ひとつ聞いていいかい？

ＧＭ：「うン？」

大悟：あんたの魂の色はなんでそんなに澱よどんだ緑色なんだ？？

ＧＭ：少佐は、いぶかしげな表情をするな。「魂の色……？」

大悟：では、ほんの一瞬だけ、俺の額に淡い光が灯るという演出で。

ＧＭ：では、それで気づくな。「なるほど、物の本質を見抜く〝眼〟を持っているようだな。くふふ……君らにはわかるまい。これこそが我ら〝選ばれし民〟の高貴な色だよ」

大悟：反へ吐どが出るような色だぜ。

ＧＭ：「せいぜい吼ほえていたまえ。それではさらばだ二に等とう国こく民みんども。名乗らなくていいぞ。知る必要もない」少佐の嘲ちよう笑しようと、マリアの悲しげな微笑みを残し───シーン終了。

大悟：……必ず、助けてやるからな！






リンドバーグ　チャールズ・リンドバーグ（一九〇二年～一九七四年）。一九二七年、大西洋単独無着陸飛行に成功したことで世界的なヒーローとなったアメリカ人。

《天性のひらめき》　ノイマンのエフェクト。様々な判定のクリティカル値を下げることができる。

ヒムラー閣下　ハインリヒ・ヒムラー（一九〇〇年～一九四五年）。悪名高きナチス親衛隊の長官。

アーサー王　アーサー・ペンドラゴンは、イギリスの伝説に謳われる英雄である。

《折り畳み》　モルフェウスのエフェクト。どんな物品でも隠匿して持ち歩くことができる。










◆Middle 09◆我われに天征ゆく翼つばさあり


Scene Player ─── 大悟






　かくて姫は連れ去られ、さしもの好こう漢かんたちも肩を落とす。

　嗚あ呼あ、此この世に希望は潰ついえたか、咲くを誇るは卑怯卑劣な悪の華はなか！

　だが、見よ！

　我らが快男児、天花寺大悟の瞳に宿る闘志の光を！

　如い何かなる逆境も、赫かつ々かくと燃え盛る彼の心の炎を吹き消すことは叶かなわぬのだ！




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーンだ。シーンプレイヤーは大悟。場所は、引き続きギヨームの格納庫だ。

フィン：……終わっちゃったね。何もかも。

大悟：いいや、むしろこれからさ。複葉機がちゃんと動くかどうか確かめよう。

ギヨーム：（ＧＭに）ナチスに壊されたりはしてない？

ＧＭ：ざっと見て、壊されたり仕掛けをされたような痕こん跡せきはない。

ギヨーム：問題はないようだな、天花寺。

フィン：……兄ちゃんたち、何の話をしてんの？　もう飛行機は必要ないだろ。

ギヨーム：（大仰に両手を広げ）少年。いくら私が魔術師といえど、背に翼を生やす魔法は使えんぞ。だからこそ〝蒼の炎〟号が必要なのだよ。

フィン：え？　どういうこと？

大悟：あの子を……マリアを助けに行く。

クリス＆ギヨーム：（黙って頷く）

フィン：（信じられないという声で）ちょっとちょっとぉ！　本気ぃ!?

大悟：〝約束〟したからな。それに、放っておけるはずがない。

フィン：すがるようにクリスの方を見ます。

クリス：私は覚悟を決めたような表情で、黙もく々もくと愛銃モーゼルの調整をしてる。

フィン：クリス姉ちゃんも……？

クリス：……マリアは、わたしを友達だと言ってくれた。理由はそれだけで十分。

フィン：えと、ギヨームのおっちゃんは？

ギヨーム：彼女は、私が追い求める〝宝〟に繫がる人物だ。ナチスに渡すわけにはいかん。

大悟：ま、そういうことだよ、坊主。

フィン：（弱々しく）本気なのかよぅ……。

クリス：ここはフィンをつついておくべきところね（笑）。……フィン、あなただって祖国のために働いているんじゃないの？

フィン：そ、そりゃあ……！　でも僕は……口ごもって、ごにょごにょする（笑）。

大悟：クリス。フィンはまだ子供だ。無茶を言うな。

クリス：…………。

大悟：安心しろよ。姫様は俺たちが助ける。

フィン：相手は飛行船だよ？　武装してるんだよ？

大悟：……そうだな。

フィン：あの少佐だって、きっと凄い力を持ってるんだよ？

大悟：……ああ、そうだな。（口元を歪めて）手強そうだ。

フィン：……っ！　これは、子供向けの本じゃないんだよ!?




　フィンは顔を真っ赤にして叫んぶ。

　その頭に、ぽんと誰かの手が置かれた。

　大悟であった。

　フィンは、帽子の布地越しに、大悟の手の大きさ、優しさ、そして〝熱さ〟を感じ取る。

　───彼は……この逞たくましい東洋人の心は……熱く煮えたぎっている！

　たっぷり十秒の沈黙の後、大悟は静かな声で呟いた。

「───だからこそ、行くのさ」
















フィン：ううう……。この東洋人の兄ちゃんかっこいいなあ！　ヒーローみたいじゃん。内心で憧れてます（笑）。

大悟：……。それじゃ、俺たちは飛行機に乗り込もう。

ＧＭ：了解。フィンは置いていく、と。

フィン：（頭を抱えながら）うーん、うーん……。

ＧＭ：大悟がエンジンをスタートさせると、プロペラがけたたましい音を立て始める。

大悟：操縦は俺に任せてくれないか？　ちょっと自信があるんだ。

ギヨーム：喜んでお任せしよう。むしろ、頼む（笑）。

クリス：何人も乗れるの？

ギヨーム：〝お宝〟を運ぶため、積つみ荷にを置くスペースを広く取ってあるのだ。

クリス：ではわたしはそこに潜り込みましょう。

大悟：いい整備具合だ。これならアメリカのリンドバーグのとこにだって飛んでいけるぜ。

ギヨーム：当然さ。〝犯罪王〟たる私の愛機なのだから。

フィン：地団太踏んでます（笑）。どいつもこいつも……もう！　大人のくせにー！

ＧＭ：では複葉機のプロペラは勢いよく回転を始める……。

フィン：（慌てた様子で）本気？　本気の本気？

大悟：手をひらひらと振って答える。じゃあな、坊主。あとは大人に任せときな。

フィン：う～ん、う～ん（悩んでいる）。

ギヨーム：君の上司には、「ナチの野望は挫くじかれました」と伝えておきたまえ（笑）。

フィン：……むきーっ！　バカにすんなっ！　僕だってなぁ！　そう叫んだ瞬間、トランクからアームを伸ばして機体を引っ摑む（笑）。

ギヨーム：おや？　積荷が増えたぞ？（笑）

クリス：どうしたの、坊ぼうや？

フィン：行くよ！　僕も行く！　僕だって、これでも大英帝国のエージェント張ってんだよ！　それに……（大悟を見る）。

大悟：どうした？

フィン：あんなにかっこいいことトコ見せられたら、着いて行きたくもなるっての！

大悟：はは、負けん気の強い坊主だなぁ。……でも、嫌いじゃないぜ、そういうの。

クリス：……ともあれ、これで戦力は四人ね。

ギヨーム：〝四人〟対〝完全武装の飛行船〟か。

大悟：いいねぇ。喧けん嘩かってのはそれくらいが面白い！

フィン：……勝てるんだろうね？

大悟：おまえらもいるし、大丈夫さ。さて、ナチ公どもを殴りにいくか!!




　すばらしい速度でセーヌを走り、そして浮上してゆく〝蒼の炎〟。

　眼下に広がるは、夜の闇に包まれたパリ市。

　光溢あふれるエッフェル塔は、我はここだと叫ばんばかりに美び々びしく強い。

　いざ目指すは、姫が囚とらわれし飛行船リントヴルム。

　エンジンの音轟ごう々ごうと、好漢たちは空を征ゆく！











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆吹き荒あれる嵐あらし


Scene Player ─── ギヨーム






　〝蒼の炎〟が夜空を駆ける。

　エンジンの駆く動どう音おんは、限界へと向けてただひたすらに高まりゆく。

　目指すは一路、姫が囚とらわれし飛行船リントヴルム！




ＧＭ：ではクライマックスその１だ。〝蒼い炎〟号に乗った君たちは、飛行船リントブルムを追いかけている。夜の大気が、頰を猛烈な速度で叩いてゆく。

ギヨーム：〝その１〟ってことは、〝２〟があるんだね。

ＧＭ：うむ。クライマックスは、複葉機で飛行船に突入するまでと、突入後の戦いの二段階に分かれている。

ギヨーム：なーるほど。では天花寺、最高速で飛ばしてくれたまえ。

クリス：……でも、あまりに早く追いついではむしろマズいのでは？

ギヨーム：ほう、それはなぜだねエッシェンバッハ君？

クリス：だって。もし、飛行船の砲撃がフランスの市街地に届く空くう域いきで戦せん端たんを開いたら……。

ギヨーム：おおっとぉ！　そうだった。私の祖国でそれは困る（笑）。

フィン：山岳地帯とか、そういう場所の上で仕掛けなきゃダメってことだね。

クリス：……ＧＭ、世界地図を借してください。

ＧＭ：はいよ、どうぞー（世界地図を渡す）。

クリス：（地図を見ながら）彼らが向かうのはドイツでしょうから……途中に山岳地帯があることはあるわね。

大悟：ふーむ。襲しゆう撃げきをかけるのに丁度いい位置ってのは調べられるかな？

ＧＭ：それは〈情報：軍事〉による判定が必要だね。

フィン：目もく標ひよう値ちは？

ＧＭ：高ければ高いほど良い、とだけ言っておこう。達成値によって、飛行船に突入するための難むずかしさが上下する。

大悟：（ダイスを振って）……達成値は９だ。

クリス：大だい悟ごと同じく９。

ギヨーム：……私はそれより低い。うーん、９が最大か。

クリス：もう一声、欲しいところね……。

フィン：あいつらの通信を傍ぼう受じゆしたということで、また《タッピング》使っていい？

ＧＭ：通信傍受か……（ニヤリと笑って）うん、いいよ。

フィン：その笑いが気になるけど、とりあえず達成値は……２回クリティカルして、27！

ＧＭ：うひゃー。そりゃ素す晴ばらしい。すべての無線通信を傍受できた……が！　その内ない容ようは、パリ市内でのものよりも高度な暗号化がされている。

フィン：うげ!?　なにそれっ！

ギヨーム：（しばし考え込み）……〝エニグマ〟か！

フィン：エニグマ？

ギヨーム：ドイツが誇る世界最強の暗号機械……と聞いたことがある。

ＧＭ：その通り！　解かい読どくには〈知識：暗号〉で判定ね。

クリス：……《暗号解読》持ってる。そのシステムの構こう築ちくに関かかわったことがあるのよ（笑）。

一同：おおっ！

ＧＭ：やるなあ。なら、解読の目標値は15!!

クリス：なんとか成功。ありがとうフィン、あなたの得たデータは完かん璧ぺきよ。

フィン：へへっ、どういたしまして（笑）。

ＧＭ：通信内容は、ドイツの防空司令部との航路に関するやりとりだ。そのため、リントヴルムに気取られないように先回りすることができる。

大悟：場所は？

ＧＭ：完全な山岳地帯。地上部には光ひとつ見えない。

大悟：心置きなく暴あばれられるな。雲から雲へと隠かくれつつ、近づいていこう。

ＧＭ：では、リントヴルムの懐ふところに……潜り込もうとしたところで探たん照しよう灯とうが点ともり、警けい報ほうが周辺空域に響ひびき渡わたる！　ここで一いつ瞬しゆん、飛行船内部の演えん出しゆつが挿そう入にゆうされる。




　───部下の報告を聞き、少佐は眉をしかめた。

「……蠅はえがまとわり着いたか。さっさと落とせ」

　部下が「了解ヤボール」と応えるよりも早く、マリアが言葉を紡ぐ。

「落ちませんわ。決して」

　次の瞬間、少佐の平手がマリアの頰を打った！

　卑劣なり！　非ひ力りきな婦女子に手を上げるとは！

　されど、少佐を屹きつと睨にらみ返すマリアの瞳に恐怖はない。

　嗚呼、快男児よ。一刻も早く、この気丈にして可憐な姫を救い出せ！




ＧＭ：さて、君たちに気づいたリントヴルムからの対空砲ほう火かが始まる。射しや撃げきは全部で３回ね。大悟の〈運転：航空機〉で回かい避ひしてくれ。これをクリアすると、飛行船に肉にく迫はくできる。

フィン：頼むよー、兄ちゃん。

大悟：よーしおまえら、しっかり摑つかまっておけよ！

ＧＭ：先程の情報収集で大成功しているため、こちらの対たい応おう能のう力りよくは低くなっている。砲手の判はん定ていダイスはたったの２個。技ぎ能のうレベルは１。




　漆しつ黒こくの夜空に、無数の閃せん光こうが走った。

　大気を切り裂さき飛来するは、20㎜対空機き関かん砲ほうより産み落とされた破は壊かいの申し子。

　その凶きよう弾だんは、鉄の装そう甲こうを易やす々やすと貫つらぬき、人体を瞬しゆん時じに肉にく塊かいへと変える。

　だが、大悟の操縦技術の前では静止した羽虫のごとし。




ＧＭ：一射目は達成値８。

大悟：こっちも８！　なんとか回避っ。きりもみ旋せん回かい！

ギヨーム：なんて荒あらい運転だ！　機体がもたんぞ！　実は見てくれだけなんだぁ！（笑）

クリス：ギヨーム、ここに来てその告白は刺し激げき的てきすぎるわ（笑）。

ＧＭ：ええい、ちょこまかと！　二射しや目めの達成値は13！

大悟：よっしゃ17！　こちとら軍でさんざっぱら訓くん練れんしたんだよ！

フィン：激はげし過すぎるー！　落ちるー！　落ちちゃうー！（笑）

ＧＭ：ええい、なぜ叩たたき落せん！（笑）

大悟：所しよ詮せん、飛行船なんざ図ずう体たいだけさ。これからは飛行機の時代だ。

ＧＭ：最後は……うう、５。

大悟：楽勝で回避！

ＧＭ：では、相手が射しや角かくをとれないほどの近距離にまで潜もぐり込むことに成功した。すぐ側には、空中で飛行機を発進させるための格かく納のう庫この扉とびらが見える！

大悟：航空機を搭載してんのか!?　まるで空中に浮かぶ空母だな……。

クリス：実際、艦かん載さい機きを搭載できる飛行船は、一九三〇年代初頭のアメリカで建造されていたんですよ（←ミリタリーに詳しい）。

一同：へぇー！（感心）

クリス：事故を起こして計画ごとポシャッたみたいですが（笑）。

大悟：それじゃ、この飛行船リントヴルムにもポシャッて貰うとするか！（笑）

ＧＭ：悠ゆう長ちように話してる暇はないぞ。格納庫の扉は目前だ。

大悟：っとぉ！　機き銃じゆうはあるか!?　ブチ開けるぞ！

ギヨーム：そんなものよりこっちの方が速い！《焦熱の弾丸》で、火球のように燃え盛るトランプを扉に投げつける！

ＧＭ：轟ごう音おんとともに、扉が砕け散った。今なら突入可能だ！

大悟：よし、頭を低くしろーと叫んでから、一気に格納庫へと突入する！

ＧＭ：突入の瞬間、大きな衝撃が君たちを襲う！〝蒼の炎〟号は、内部の積荷を薙なぎ倒しつつ進み、壁に激突する寸前で停止した。

ギヨーム：すまん、愛機よ～！

大悟：さーて、さっさと少佐を……。

ＧＭ：降りようとした君たちを取り囲むかのように、わらわらと兵士たちが寄って来る！

大悟：邪じや魔まだ！　怪我したくなかったら道を空けろっ！






エニグマ　第二次世界大戦中、ナチスドイツが用いていた暗号装置。難攻不落を謳われていたが、実は大戦のかなり初期の時点で連合国側によって基礎的理論は解読されていた。

《暗号解読》　ノイマンのエフェクト。その名の通り、暗号を解読する。

《焦熱の弾丸》　サラマンダーのエフェクト。炎の塊を飛ばして攻撃を行う。










◆Climax 02◆悪あく党とう、死すべし！


Scene Player ─── 大悟






　───リントヴルムの船内は、修しゆ羅らの巷ちまたと化していた。

　襲おそい来きたるは、悪あく魔まの業わざで強化されし超人兵士。

　貴き様さまら雑ざ魚こに用はない、命が惜おしくば道を開けよ！

　前へ、前へ、ひたすら前へ！

　群がる兵士たちをちぎっては投げちぎっては投げ、四人は揃そろって前へと進む!!




ＧＭ：大だい悟ごを筆頭に、君たちは巨大な飛行船内部を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る！

クリス：遠くから大悟を狙そ撃げきしようとしている兵士に気づき、すかさずモーゼルで撃うち抜く！　油ゆ断だんよ、大悟！（笑）

大悟：ありがとうよ、と振り返りざまに、クリスの背後に忍び寄っていた敵てきを殴り飛ばす!!

ギヨーム：私も負けてはいられんな。周囲にカードで結界を展開し、飛来する敵の銃じゆう弾だんを焼き尽つくしながら前進しよう。

フィン：みんな非ひ常じよう識しきだ。ありえない！　とか言いつつ、僕も背中のトランクから謎なぞの怪かい光こう線せんを発して敵をなぎ倒なぎしていたり（笑）。

ＧＭ：やりたい放題だな（笑）。そんな具合で快進撃を続けるうちに、広いサロンホールのような場所に辿たどり着く。壁はガラス張りで、外の風景が見み渡わたせるようになっている。

クリス：少佐がいるの？

ＧＭ：うん。マリアを連れ、ドイツ料理の並ならんだテーブルについてる。さぁこれから優ゆう雅がに夕食を……というところだったようだ。

大悟：約束どおり迎むかえに来たぜ、マリア。

ＧＭ：「ダイゴ！　みなさんも！」と、マリアは目を輝かがやかせて立ち上がる。しかし、少佐はそれを手で制し、君たちを憎にく々にくしげに睨にらみつける。

ギヨーム：ディナーの邪じや魔まをして申し訳わけないな、フリッツドイツ野郎君。ドイツのソーセージとイモは、お姫さんの口には合わないとさ（笑）。

ＧＭ：「無ぶ粋すいな二等国民が……」と低い声で呟つぶやいた後、少佐は手元のワイングラスを傾かたむける。

大悟：随ずい分ぶんと余裕だな。

ＧＭ：「シュタインベルガー。ドイツが誇る名ワインさ。続きは君たちを排はい除じよしてからだ」

フィン：（小声で）兄ちゃん、本当にあの姫様を助けられると思う？

大悟：（間髪入れず）もちろんさ。

フィン：……ちぇ、やっぱりかっこいいなぁ。僕も頑がん張ばって兄ちゃんの真ま似ねをしてみるよ。

ＧＭ：では、少佐は戦闘態勢に入るよ。

大悟：……来るかっ！

ＧＭ：「それでは我が魔術の業を以って、諸君ら劣れつ等とうどもに苦痛に満ちた死をくれてやろう。『下の物は上の物の如く、上の物は下の物の如し！』開け、真理の門！」

フィン：な、なんだぁ？

ギヨーム：呪文の詠えい唱しようのようだが……。

ＧＭ：その通り。詠唱が終わると同時に強烈な《ワーディング》が発生し、君たちの中に潜む凶暴なモノが覚醒し始める。衝動判定だ。

一同：……成功っ！

ＧＭ：全員成功か。「……ほう。今の波は動どうを受けて正気を保つとはな」

大悟：心しん頭とう滅めつ却きやく。……そんな禍まが々まがしくて怖いモノが、おまえらの望む〝力〟かい？

ＧＭ：「怖い？　禍々しい？　愚おろかな！　貴様らは力に怯おびえているだけだ。叡えい智ちにより力を識り、力を制御し、力を行使する！　それこそが選ばれし民の特権なのだよ！」

大悟：……心なき力に価値はない。それを今、思い知らせてやるよ。

ＧＭ：「よくも吼ほえたものだ……。よかろう、その執しゆう念ねんに免めんじて、名を聞いてやる」

大悟：その問いには、ふっと不敵な笑みを浮かべて答えよう。俺の名は───

ＧＭ：「…………」

大悟：天花寺大悟。……日本人だ！

ＧＭ：「貴様が逝ゆくまでの短い間、覚えておいてやろうっ！」

大悟：ここで、少佐に対してロイスを取っておこう。感情は、有ゆう為い／憐れん憫びんで。優れた力を持ちながら、道を誤った哀あわれな外げ道どう！

ギヨーム：よし、私も取ろう。

フィン：僕も僕も！

ＧＭ：では、クライマックスの戦闘だ。君たちから５ｍ離はなれた位置に少佐。で、背後の通路からサビーネとＳＳトループが二体姿すがたを現あらわす。これは10ｍ離れている。




◆第１ラウンド

ＧＭ：ではセットアップフェイズ。少佐とサビーネは《ヴァイタルアップ》を使用するぞ。「始めよう、〝第一変へん成せい・混こん沌とんの発はつ芽が〟！」と少佐が叫さけぶと、皮ひ膚ふの下から骨こつ格かくが緑色に輝かがやき、周囲を眩まぶしく照らし出す。周囲には数多くのルーン文字が浮うかび上がる。
















大悟：な、なんだありゃ。

ＧＭ：「見たかぁぁ!!　ユカタン半島はマヤのピラミッドで回かい収しゆうしたエメラルドのミイラ……すなわち、魔ま道どう書しよ〝エメラルド・タブレット〟！　それを私の体に移い植しよくしたものだ！」

ギヨーム：魔導書を肉体に移植!?

ＧＭ：「これこそが我が力!!　我が総そう身み、魔道書となりて人を超ちよう越えつせり!!」……つまり、少佐にとってのレネゲイドは、この魔道書！

大悟：……だとしても、なんでマヤでルーン文字なんだよ（笑）。

ＧＭ：「マヤ文明の起き源げんはアーリア人だ！」（力説）

フィン：す、すごい思い込こみの力だ……！（笑）

ＧＭ：さて、それでは行動を開始しよう。順番はサビーネがトップだな。

クリス：《戦いの予感》！　エンゲージから離れ、サビーネに射撃。……達成値は29！

ＧＭ：その程度の攻撃、義肢の周囲に電気の結界を展開して受け止めてやる。《球電の盾》＋《ＭＡＸボルテージ》＋《砂の盾》で……よし、成功！

クリス：《ピンポイント・レーザー》が入っているので、装甲値無視の28点ダメージ！

ＧＭ：受けの分の防御力を引いて……ふっ、少しだけ喰らった。

クリス：これで倒れないとは、さすが同じ超人兵士ね……。

ＧＭ：「おまえに少し教育してやろう。真の兵士の力を！」サビーネの腕から《リニアキャノン》が火を噴き……達成値30。回避には４個のダイスペナルティがつくよ。
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クリス：……ダメ。避けられない。

ＧＭ：ならばダメージ38点。左右の義ぎ手しゆから放たれた弾だん丸がんが、クリスを切り裂さく！

クリス：超死にました。けどここで少佐のタイタスを昇華して復ふつ活かつ！

フィン：次は僕か。雑ざ魚こを黙だまらせておこう！　《リニアキャノン》で、トループＡに攻こう撃げき。周囲の物体を電でん磁じ波はで浮かび上がらせて、叩たたきつけてやる。えいっ……おやクリティカル。

ＧＭ：おっ？

フィン：あ、また……まただ。グルグル回って……達成値58！（笑）

ＧＭ：避さけられんわっ。回かい避ひ失敗！

フィン：そんじゃ、周囲の物体が猛烈な勢いでトループＡに降りそそいで、41点ダメージ。出力上げすぎた！　暴ぼう走そうしちゃうよ！（笑）

ＧＭ：超人兵士トループＡは、大英帝てい国こくの技ぎ術じゆつの前に木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った（笑）。

大悟：そして俺の番、と。素す手でを《破壊の爪つめ》で鋼はがねの刃のように変えつつ、《一閃》で少佐の懐ふところにまで潜もぐり込んで攻撃する。これが硬気功と縮しゆく地ち法ほうって奴やつさ（笑）。

ＧＭ：「ぬぅっ!?　は、迅は速やいっ！」

大悟：か弱い女の子を苦しめなきゃ達成できない野望なんざぁ捨すてちまえ！　白兵攻撃の達成値は37。

ＧＭ：（大量のダイスを振る）……命中だ。

大悟：なら、少しばかり演出させてもらおうか。呼吸を整え拳こぶしに〝気〟を溜めてブン殴る!!




　戦いのさなかにあって、大悟は己おのれの気き息そくを整えることに専せん念ねんしていた。

　周しゆう天てん功こう───身から体だの機能を十全に発はつ揮きし、人の限げん界かいを超える呼吸法。

　練り上げられた〝気〟が、大悟の拳を通じて少佐の体に叩き込まれた!!




大悟：くらえっ、４Ｄ＋13で38点、《浸透撃》で装甲値無視！

ＧＭ：「ぐうっ!?　その力……真マン言トラ、いや仙タ道オかっ!?」

大悟：なに、ただの武術アーツさ。

ＧＭ：「なかなかやる……だが！　〝第五変成・赤き金こん剛ごう〟！」《赤河の支配者》を使って、ダメージを16点軽減！　「私は既すでに人ではない。人の理法アーツでは倒せんよ」

ギヨーム：嫌なエフェクトを持ってるなぁ。あれがアーネンエルベの魔ま術じゆつの粋すい、か……。

ＧＭ：次は少佐の番だね。「ゆくぞ、〝第二変成・大いなる形けい成せい〟！」と叫さけんで《アーマークリエイト》。全身がエメラルドに変化していく。

フィン：もう人間に見えないーっ！（笑）

ＧＭ：「当たり前だ！　我らが目指すは、弱き人間の肉と魂を超越せし者、すなわち超人！」

ギヨーム：思想はともかく、この熱意は評ひよう価かしたい（笑）。

ＧＭ：さて。大悟に〝第四変成・黒き腐ふ敗はい〟でお返ししてやろうと思ったが……。

フィン：なにそれ？

ＧＭ：射撃攻撃のコンボ名（笑）。エンゲージされていては使えない技なんで《渇きの主》で白兵攻撃だ。

フィン：ヤバいよ。命中したら、アイツのＨＰが回復しちゃう。

ＧＭ：達成値は36。「〝第六変成・解放の企くわだて〟！　砂すなへと還かん元げんされるがいい！」

大悟：《電光石火》で避よけ……！　ぐわっ、35！　１足りねぇ！

一同：惜おしい～！

クリス：あ、待って下さい。……大悟、これはタイタスの使い時では？　復ふつ活かつではなく、達たつ成せい値ち上昇の効こう果かで。相手にＨＰを回復させずに済みます。

大悟：アドバイスありがとう。では少佐のロイスをタイタスに変え、即そく座ざに昇しよ華うか！　出目は４で、最終的な達成値は40!!

ＧＭ：残念、避けたか～。では次はギヨームの番。

ギヨーム：さてさて、誰だれを攻撃しようか迷まようなぁ。そんなときは予言書だ。ねぇ予言書、私は誰を撃うてばいい？（笑）

フィン：（いきなり予言書）「新しき世界のため、トループＢを撃て！」（笑）

ギヨーム：うん！（爆笑）

クリス：操あやつられてるー!?（笑）

ギヨーム：ではまず、カバーリングできるようクリスのエンゲージに移い動どう。

クリス：ありがたいです！

ギヨーム：そして、《焦熱の弾丸》その他でトループＢを攻撃。手から離はなれたカードが空中で五ご芒ぼう星せいを描えがき、そこから青い炎が飛び出して相手を焦こがす！　達成値28。

ＧＭ：回避失敗。

ギヨーム：ダメージは20！

ＧＭ：装甲値を引いて……ぴったり０。うげぇ、トループＢ焼死。




◆第２ラウンド




ＧＭ：第２ラウンドのセットアップ。少佐が「来たれ、〝第三変成・硬き結合〟！」と叫ぶと、彼の周囲に大量のルーン文字が出現する。
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大悟：今度はどんな奇術を見せてくれるんだ？

ＧＭ：これは《サポートデバイス》ね。以降、【肉体】による判定のダイス＋４個。

フィン：また一段階強くなったぁ～！

ＧＭ：セットアップ、他に何かする人は？　……いないね。ではサビーネの行動。今度は《リニアキャノン》に《ギガンティック・モード》を組み合わせて、クリスとギヨームをまとめて撃つ！　達成値は32。

ギヨーム：クリスを《砂の結界》でカバーリング。《灼熱の結界》と《フォームチェンジ》

《氷盾》も組み合わせて、受けの達成値は35。

ＧＭ：ならば29点のダメージだ。カバーリングしたんで、まず最初に受けの防御力を引いて、残った値を２倍したものが最終的なダメージになる。おほほ、倒れたかしら？（笑）

ギヨーム：問題なし！　私の防御力は34点だ。よってノーダメージ。

ＧＭ：34!?　硬ーっ！（笑）

ギヨーム：懐から無数のトランプが飛び出して、堅けん固ごな結界を形成して銃弾をすべて弾く！

クリス：すごい、あの嵐のような弾幕を……。

ギヨーム：これが〝魔術〟だよ。ブースロイド君に買って貰もらった盾のお蔭かげでもあるがね（笑）。

クリス：魔術の力、思い知ったわ。次はわたしの番ね。ギヨーム、肩を貸して！

ギヨーム：御ご随ずい意いに、レディ。片膝をついて、姿勢をクリスに合わせよう。

クリス：彼の肩を銃の支し持じ架かにして、サビーネを攻撃！　ああっ、低い……達成値29。

ＧＭ：先程と同じく義腕で受ける。軽く成功。

クリス：ダメージは27点、装甲無視。

ＧＭ：モーゼルの弾丸が、装甲の薄い関節部を撃うち貫ぬいていく。サビーネは眉をしかめながらも苦痛に耐えている。まだまだ！

フィン：僕は装甲値無視のエフェクト持ってないんだよな……よし、大悟に《解放の雷》！

大悟：おお？　なんだなんだ？（笑）

フィン：判定成功。トランクから変なビームが照射されて、大悟と少佐のエンゲージを包み込む。次の兄ちゃんの判定のクリティカル値を─１、ダメージを＋２Ｄ10するよ！

大悟：すごいぞ坊ぼう主ず！

フィン：ほんの少しの間、その力場は兄ちゃんの力を何倍も引き上げてくれるよ！

クリス：あの輝き、まさかアレがヴリルパワー!?（笑）

ＧＭ：「い、いや！　これは生体活性化電流……オルゴンエネルギーかぁっ！　ヴィルヘルム・ライヒの研究成果、なぜ貴様が！」

フィン：どっちも違うっ！　これは僕の科学的な発明品なの（笑）！

大悟：次は俺の行動だ。少佐が気を取られた隙に、頭の上に片手で逆立ち（笑）！

ＧＭ：なにっ！　今度は軽気功かっ！（笑）

大悟：そして、頭ず蓋がいに直接拳の衝撃を叩き込む！　組み合わせは前と一緒で……おや、派手なアクションの割に達成値は39止まりか。

ＧＭ：いや39もあれば十分です（笑）。こっちは避けられない。

大悟：ダメージロールは走った！　62点、装甲無視！

ＧＭ：《赤河の支配者》！　……８点しか軽けい減げんできない、か。大悟の一撃で、エメラルド化していた少佐の全身に亀き裂れつが走り、微み塵じんに砕くだけ散る。

フィン：やったか!?（笑）

クリス：いいえ、まだよ！（笑）

ＧＭ：（ニヤリと笑って）サビーネは「……まずいな。アレが出るか」と珍めずらしくうろたえたように呟つぶやき、少し後ずさりをする。




「最終変成……永えい劫ごう……輪りん廻ね……！」

　いずこからともなく、〝声〟が響ひびいた。

　そして、禍まが々まがしい緑光が広がり、その場に立つ者すべての視し界かいを焦こがし───

ＧＭ：砕け散ったエメラルドの粉ふん塵じんが再びよりあわさり、少佐の肉体を再構成した。《魂の錬成》で復活だ。そして丁度こちらの手番なので、シーン全体攻撃を行う！

ギヨーム：シーン全体か！　庇かばいきれん！

ＧＭ：《渇きの主》に《ギガノトランス》その他を組み合わせ、ダイスは18個、クリティカル値は７！　緑色の霧が強酸のように君たちの肉体を焦がす!!　覚悟しろよー？

フィン：しょっぼいっ出目！　しょっぼいっ出目！

ＧＭ：黙だまってろ小僧！（笑）震ふるえて眠ねむれー！　とりゃっ！（盛せい大だいに転がるダイス）……ん？

クリス：おや？　それは……。

ＧＭ：クリティカルが１個だけで……そんでもって……。た、達成値15ぉぉぉ!?

一同：よっしゃぁぁぁぁ！（爆笑）

ＧＭ：「バカな！　どどど、どうしよう！　そうだサビーネ、実は愛していた！　だから、この出目をどうにかしてくれぇぇぇ!!」（爆笑）

フィン：「実は愛していた！」じゃねーだろっ！（笑）

クリス：それに、どうにかできるもんでもないですし（笑）。ちなみにわたしは軽く回かい避ひしてます。

フィン：僕もー。

大悟：俺は無意味に67などという達成値が出てる（笑）。

ＧＭ：うう、ううう……（両手で顔を覆おおって泣く）。

ギヨーム：元気を出すんだ（ＧＭの肩を優しく叩たたく）。私は味方だよ。

ＧＭ：え……？

ギヨーム：私は受けた。ダメージをおくれ（笑）。

ＧＭ：（眼めを輝かがやかせながら）う、うん！　じゃあねぇ、ダメージは24！

ギヨーム：カキィンッ！　盾たてで弾はじいた（爆笑）。

ＧＭ：…………あなたたちはケダモノよぉー！（爆笑）

クリス：ＧＭ、お気を確かに（笑）。

フィン：へへっ、兄ちゃんの攻撃で体の機能を狂くるわされていたんだな！

ＧＭ：「お、おかしい！　私の体が……言うことを……なんだ、これはっ!?」

ギヨーム：さて私の番か。侵しん蝕しよく率りつはきついが、サビーネは潰つぶしておかないとマズいな。先さき程ほどと同じく、《焦熱の弾丸》で攻撃。達成値36。

ＧＭ：その程度なら軽く受け止めて……あれ？　達成値35。マズった！

ギヨーム：よしっ！　ならダメージ35点！

ＧＭ：危ない……が！　まだ生きている！　くぅっ、かなりキツイ！

ギヨーム：もう戦わなくてもいいのだよ、お嬢じようさん。

ＧＭ：「なに、この程度……ドイツ軍人にとって物の数じゃない……さ」

ギヨーム：なるほど。ならば、破滅の未来を打ち砕くため……踏み越えさせていただく！




◆第３ラウンド

ＧＭ：サビーネの番か。上官が生きてるので、撤てつ退たいはしない。クリスとギヨームのエンゲージに範はん囲い攻こう撃げき、達成値40。雷をまとった銃弾がバラまかれる。




[image: ]




クリス：うー、惜おしいところで避けられない。

ギヨーム：先ほどと同じく、クリスをカバーリング。

ＧＭ：ダメージロールは41点だから、防御力34点を引いて、残り７点の二倍で14点ダメージ！。

ギヨーム：痛いが、まだ生きてるよ。

ＧＭ：よく耐えるもんだ。さて次はクリスの番。

クリス：ここは……待機します。侵蝕率が[image: 126]％と、かなりマズいので。

大悟：俺が何とかとどめを差すさ。

フィン：ＯＫ、なら、もういっちょ大悟に《解放の雷》……達成値83で成功！

大悟：効こう果かは変わるのかい？

フィン：いえ、全然（笑）。

ＧＭ：では、少佐の肉体がフィンのエネルギーフィールド内に封ふうじられたことにしよう。「小こ僧ぞう、貴き様さまかぁぁ!?」とデッサンが狂くるいまくった顔でフィンを睨にらむ。

フィン：ひ、ひぃっ！（笑）

大悟：よそ見してる場合じゃないぜ？　また俺の番だ。音もなく少佐に歩み寄る。

ＧＭ：「ぬぅっ!?」

大悟：これで決めてやるよ。《浸透撃》で攻撃。少佐、あんたはどうしようもない悪党だが……最期くらいは楽に逝いかせてやるよ。




　───異い形ぎようと化した大悟の手に、必殺の意志と力が込められてゆく。

　彼の額に見開き輝くは、第三の眼。




ＧＭ：「貴様如きの技で、私を討ち滅ぼせるものかぁぁぁぁぁぁっ!!」

大悟：その面つらも喋しやべりも、もう飽あきた。そろそろ潮しお時どきだぜ、少佐！　攻撃の達成値は27！

ＧＭ：その程度なら回避してやるぅぅぅぅって、２足りない！

大悟：よし！　ならば、俺の掌が───




　トン、と。

　大悟は少佐の左耳に肉厚の掌てのひらをあてがった。

　それは、殺意なく、憎悪なく、憤怒なく───

　どこまでも透徹した、そよ風のような───

　優しいとすらいえる一撃だった。




大悟：34点、装甲値無視！　掌からの衝撃を頭蓋の中に直接叩き込み、脳のう髄ずいを破壊する！

ＧＭ：「こ・の・程・度ぉぉぉ！」《赤河の支配者》で耐え切ってみせるぅぅぅぅ!!

大悟：無駄だ。悪党、死すべし！

ＧＭ：……少佐のＨＰは、《魂の錬成》と《渇きの主》の命中分で、28まで回復している。

大悟：ほう？（ニヤッと笑う）

ＧＭ：《赤河の支配者》の達成値は……12！　その半分だけダメージを軽減できるから、34マイナス６で28点ダメージ！　つまり……大悟の攻撃でＨＰはピッタシ０ぉぉぉっ!?

一同：おおおおおおー！（拍手）




　大きく、少佐の体が痙攣した。

　油の切れた歯車のような動きで大悟を見やる少佐。

　眼。

　耳。

　鼻。

　口。

　そのすべての孔あなから、緑色の血が噴出する。

　そして、〝死〟が───




ＧＭ：「バカなっ……！　私が、ナチスが、負けるはずが……ジーク・ハイル……」

一同：…………。

ＧＭ：そして少佐は、激げき戦せんで砕くだけた窓まどガラスの方へよろよろと近づいていく。体は、末まつ端たん部ぶからルーン文字となって虚こ空くうに消えつつある。

クリス：ナチス、アーネンエルベ……哀れなものね……。

ＧＭ：「帝国は、この程度では……滅ほろびぬぞぉぉぉぉっ！」絶ぜつ叫きようしつつ、少佐……フェリックス・エアハルトはガラスの破れ目から落下し、雲うん海かいへと消えていった……。

フィン：終わった……勝った、ね……。

ギヨーム：いや、まだ気を抜くなブースロイド君。……サビーネがまだ残っている。

ＧＭ：サビーネは、「ちっ。指揮官が先に倒れると兵へい卒そつが苦労するんだよな」と渋い顔を浮かべている。仇をとるとか、そういう雰囲気ではなさそうだ。

クリス：……ルーデル少尉、まだ続けるつもり？

ＧＭ：「死ぬまで戦えとの命令は受けていない。正直なところ、こちらの体も限げん界かいだ」

クリス：なら、ここで双方手を引きましょう。

ＧＭ：「……いずれ後こう悔かいするかもしれんぞ？」

ギヨーム：こっちも満まん身しん創そう痍いだ。ここらで手打ちにしようじゃないか、レディ。

ＧＭ：「……ふん」サビーネは鼻を鳴らし、君たちに背せを向けて去ってゆく。

フィン：いいの？　見み逃のがして。今ならこっちが……。

クリス：それをやったら、私はあの人たちと一いつ緒しよになってしまうわ。だから、いいの。

大悟：さて、と。マリアはどこにいるのかな？

ＧＭ：部屋の隅で、君たちの戦いを見守っていたよ。

クリス：そういえばクライマックス１で少佐にぶたれてましたね。

大悟：マリアのそばに行く。……頰、殴られたのか？

ＧＭ：「……はい」

大悟：痛くないか？

ＧＭ：「平気です」気丈に答えるマリアだが、よく見るとその体はカタカタと震えている。

大悟：怖かったんだろうな。肩をぽんぽんと叩いて、落ち着かせよう。

ＧＭ：「…………ダイゴ」

大悟：もう大丈夫だぜ。悪い奴は、そこの窓から雲の下へまっさかさまだ。

ＧＭ：マリアは君の手を取り、ぎゅっと握り締める。そうしていると、徐々に震えも収まってきたようだ。「ありがとうダイゴ。ありがとう、みなさん……本当に……」

大悟：気にしなくていいさ。〝約束〟したことだからな。それに……。

ＧＭ：「それに？」

大悟：……そういう性しよう分ぶん、なんでな。




　大悟は、照れ臭そうに笑った。

　するとどうだろう、硬く強こわ張ばっていたマリアの表情が、咲きゆく薔ば薇らのようにほころんでゆくではないか！

　悪を討うったそのすぐ後に、姫に笑顔を取り戻させる……これぞ快男児の本ほん領りよう発はつ揮き！

　天花寺大悟、まっこと不思議な魅力の男ではないか!!






トループ　数体でひとつの単位として扱われる敵。

《ヴァイタルアップ》　どのシンドロームでも取得できるエフェクト。最大及び現在ＨＰを爆発的に上昇させる。

第一変成～　「変成」とは錬金術において物質を変化させることを意味し、発芽・形成・結合・腐敗・金剛・解放の６つの過程を経て行われる。

マヤ　メキシコ南東部に栄えた文明。三世紀から九世紀頃にかけて発展するが、急速に衰亡する。

エメラルド・タブレット　ギリシャ神話の神・ヘルメスがエメラルドの板に記したとされる錬金術書。ラテン語で『タブラ・スマラグディーナ』。

マヤ文明の起源はアーリア人　少佐の妄想である。

《球電の盾》　ブラックドッグのエフェクト。電気の力で盾を作り出す。

《砂の盾》　モルフェウスのエフェクト。射撃攻撃に対して、武器や盾による受けを行える。

《ピンポイント・レーザー》　エンジェルハィロゥのエフェクト。対象の装甲値を無視してダメージを与える。

《リニアキャノン》　ブラックドッグのエフェクト。物体を電磁加速し、対象を攻撃する。

《破壊の爪》　キュマイラのエフェクト。素手に鋼の刃のような破壊力を与える。

《一閃》　ハヌマーンのエフェクト。移動と同時に攻撃を行える。

《浸透撃》　ハヌマーンのエフェクト。相手の体内に振動波を送り込み、装甲値を無視してダメージを与える。

《赤河の支配者》　ブラックドッグのエフェクト。たった今受けたダメージを軽減する。

《渇きの主》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。対象にダメージを与えると同時に、自分のＨＰを回復させる。

《サポートデバイス》　モルフェウスのエフェクト。選択した能力値を用いる判定にダイスボーナスを与える。

《ギガンティック・モード》　モルフェウスのエフェクト。武器を巨大化させ、ひとつの範囲をまとめて攻撃する。

《砂の結界》　モルフェウスのエフェクト。行動を消費せずに他者をカバーリングすることができる。

《解放の雷》　ブラックドッグのエフェクト。対象が次に行う判定のクリティカル値を下げ、ダメージも上昇させる。

オルゴン・エネルギー　自然界に遍在する仮想の超エネルギー。性エネルギーとも。ヴィルヘルム・ライヒが発見したと主張しているが、その存在は実証されていない。

《魂の錬成》　モルフェウスのエフェクト。死から蘇ることができる。

《ギガノトランス》　モルフェウスのエフェクト。組み合わせた攻撃の対象を、シーン全体に拡大する。














ENDING PHASE









◆Ending 01◆いざ打ち鳴らせ旅立ちの鐘かね！


Scene Player ─── 大悟






　数日後。

　〝蒼の炎〟号を駆り、パリへと帰還した一向は、ホテルの一室で旅たび支じ度たくに勤いそしんでいた。

　これより一行が赴おもむくは、ヴォルスング公国。

　〝ムーの秘宝〟が眠るとされる地だ。




ＧＭ：さて、エンディングだ。これからパリを旅立つことになる君たちは、ホテルのロビーで、マリアが降りてくるのを待っているところだ。

ギヨーム：チェックアウト等は今のうちに済ませておこう。

ＧＭ：そうこうしていると、いつのまにか君たちの近くのソファに、陶製の煙管きせるを吹かす老人が座っていることに気づく。

ギヨーム：……[image: ]スモーカー？

フィン：ああ、古書店兼情報屋の爺ちゃんね。

ＧＭ：その通り。彼はよぼよぼと立ち上がると、丁重にお辞儀をする。「ギヨームとそちらの少年以外はお初にお目にかかる。わしはスモーカーと呼ばれておる者じゃ」

クリス：そっと、マリアを庇うような位置に移動しておく。

ギヨーム：エッシェンバッハ君、彼は怪しい者じゃないよ。

ＧＭ：「ヴォルスングの、いやさムーの秘宝の鍵となる御方を守ってくださったこと、深く、深くお礼を申し上げる」

クリス：（けげんそうな顔で）なぜそれを……。

大悟：どういうことだ、爺さん？

ＧＭ：「ナチの連中がヴォルスングに目をつけたこと、わしにも責任の一端はあるからの」

ギヨーム：責任？　どういうことだ？

ＧＭ：「詫わびの意味も込めて名乗ろう。わしの本当の名は、ジェームズ・チャーチワードJames Churchward」

一同：…………え？

ＧＭ：「だから、わしが『失われたムー大陸』を書いたチャーチワード本人じゃよ」

一同：何ぃー!?

ＧＭ：[image: ]スモーカー改めチャーチワード氏は、君たちの反応を見て、陶器の煙管……英語で言うチャーチワーデンChurchwardenを指先で玩びながら笑っている。

ギヨーム：ちゃーちわーでん？

ＧＭ：その単語の末尾二文字を削ると、〝チャーチワード〟と同じ綴りになる。

クリス：そ、そんなネタが仕込まれてたんですか……！（笑）

フィン：でも、チャーチワードは一九三六年に死んだって……。

ＧＭ：「そういうことにしてある。エンタテインメント重視で書いたわしの本に、真実が含まれていることを知ってしまった連中がおってな。困っとったんじゃよ」（笑）

クリス：……ナチスのアーネンエルベのこと？

ＧＭ：「おうおう、それじゃ。隠しといたヴォルスングに関する手記まで暴かれる始末。捕まったら何をされるかわからんで、死んだことにさせてもろうた」

ギヨーム：確かにそれは爺さん、あんたのせいだな（笑）。

ＧＭ：「それについては、本当にすまんと思っておる。だが、自分で始末をつけるには少々年をとり過ぎた」

大悟：……ふぅ。とんでもないジジイだ。

フィン：この際だから聞くけどさ、ヴォルスングにムーの秘宝があるってのは本当なの？

ＧＭ：「六十年前、わしがヴォルスング公国で調べた限りでは本当のようじゃった。その正体までは摑つかめんかったがのう」

大悟：肝心なところは俺たちで調べろってことか……。

ＧＭ：「すべてがわかったら、どうかわしにも教えておくれ」そう言って少年のような笑みを残し、チャーチワード翁は去っていく。

大悟：……食えない爺さんだったな。でも、またいつかゆっくり話してみたいもんだ。

クリス：大悟、ナチスの後続部隊がやってくる前に、早く駅へ向かいましょう。

大悟：ああ、そうだな。……マリアはまだか？

ＧＭ：そこへ丁度マリアが降りてくる。「お待たせしてごめんなさい」

大悟：いいさ。さぁ、行こうか。

ＧＭ：「…………」マリアは、ちょっと俯うつむき気味だ。

大悟：なんだ？

クリス：どうしたの、マリア。

ＧＭ：「……みなさん、本当にありがとうございました。みなさんのことは、決して忘れません」

フィン：どうしたのさ、急に。

ＧＭ：「お別れの前に、きちんとお礼を言いたかったんです。私は祖国に戻らねばなりませんし、みなさんにはそれぞれ行くべき場所があることでしょう」

一同：…………？

大悟：きょとんとした顔になるぞ。おいおい、ヴォルスングに連れてくれって頼んできたのは君だろう？

ＧＭ：「はい。……けれど、そのせいであなたたちは恐ろしい目や苦しい目にあってしまったでしょう？　それで……だから……もう……」マリアは悲しげに目を伏せる。

大悟：（やれやれと肩をすくめて）俺は「気にしなくていい」って言ったはずだぜ？

ＧＭ：「でも……」

クリス：マリア。わたしはナチス・ドイツの野望を知っているわ。だからこそ、わたしには彼らを止めるために戦わなきゃいけない。

大悟：ギヨームはどうなんだい？

ギヨーム：……私は、〝宝〟の正体を見み極きわめなければいかん。ひとりでも行くつもりだ。

フィン：僕も行くよ。任務の一環だからってのもあるけど、あんたたちみたいな凄い連中を、もっと見ていたいからね。

大悟：……聞いてのとおりだ、マリア。俺たちはみんな、君の故郷へ向かう。不満かな？

ＧＭ：「不満だなんて！　みなさん、ありがとう……いえ、よろしくお願いします！」

ギヨーム：……ではここは、フランスの流りゆう儀ぎでいこうか。

大悟：フランスの流儀？

ギヨーム：「ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために」という奴だ（笑）。

大悟：いい言葉だな。じゃあ、やるか。

一同：（タイミングを合わせて）ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために!!




　そして一行はホテルを離れ、駅へと向かった。

　黄たそ昏がれ時どき。

　駅の入り口へ向かう階段で、大悟はふと後ろを振り返った。

　なんと美しく燃え盛る赤！

　沈みゆく夕陽が、パリの町並みを朱と赤と金色へと染め上げている。

　ほぅと息をつくと、マリアに手を引かれた。

　彼女の銀の髪もまた、赤く輝いている。

　微笑みを返し、そして大悟は一歩また一歩と階段を登り始めた。

　その心には、これから始まる冒険への情熱が、太陽よりも熱く眩まばゆく燃えている！




















PREPLAY






　さて、第一話の収録より長い長～い年月が過すぎ去った。

　具体的に言っておよそ一週間。

　なにしろ初回のセッションが面白過ぎたため、第二話収録日が待ち遠しくて待ち遠しくてもう大変なくらいの一いち日じつ千せん秋しゆうっぷりだったのである。




ギヨーム：少佐……惜しい男を亡くした気がする。

フィン：気のせいでしょ（笑）。確かに愉快な奴だったけど。

大悟：今回もあんな具合の変態さんが敵になるのかな？（笑）

クリス：むしろ、ナチスの科学で復活を遂げた新エアハルト少佐が登場するとか。

ＧＭ：しねぇよ（笑）。んじゃ、まずは今回のハンドアウトを発表いたしましょうか。では大悟から───




●ＰＣ①：天てん花げい寺じ・大だい悟ご

ロイス：マリアグレース・フォン・ヴォルスング　　ポジティブ：庇護／ネガティブ：不安

　マリアを助け出した君は、一いち路ろヴォルスング公国へと向かった。

　ナチスの追手を惑わせるため、一旦、仲間とは離れ離れになっての入国だ。

　もちろん、君のそばには守るべきマリア姫が寄り添そっている。

　まだ見ぬヴォルスングの秘宝とは、一体如何なる代物なのか!?

　悪しきナチスは一体何を目もく論ろんでいるのか!?

　嗚呼、義ぎ俠きようの快男児よ、熱き血ち潮しおを刃と変えて快かい刀とう乱らん麻まに悪を断て！




大悟：最後の一行で急に時代がかった口調になったぞ（笑）。

クリス：無声サイレント映画の弁べん士しみたいなノリですね。

大悟：……で、今回も基本はマリア姫を守ればいいと。

フィン：あと、なんか秘宝のことも探らなきゃいけないみたいだね。

ＧＭ：そうそう。ちなみに、書いてある通り、全員バラけての入国になりますんで。

大悟：むぅ。守って探ってか……大変だな（笑）。

クリス：頑張って、快男児（笑）。




●ＰＣ②：クリステル・フォン・エッシェンバッハ

ロイス：ニナ　　ポジティブ：感服／ネガティブ：不安

　秘宝の謎を探るべく、君はヴォルスング公国へ向かった。

　ナチスの目を眩くらますため、仲間とは離れての潜入だ。

　約束の合流場所へと向かう途中、君はニナという少女に出会い、小さな恩おん義ぎを受けた。

　ニナは、活力に溢れ、世よ慣なれたふるまいが板についた、君とは正反対の少女だ。

　だが、彼女の瞳の奥にあるギラついた〝何か〟に、一いち抹まつの不安を抱くのも事実だった……。




クリス：このニナって子に助けられるんですね、わたしは。

ＧＭ：ささいな〝きっかけ〟程度の出来事だけどね。詳しくはオープニングで。

クリス：……この、「瞳の奥にあるギラついた〝何か〟」というのは？

フィン：危険な匂いを感じるよね（笑）。この子、敵か味方か……。

ＧＭ：おほほ、それは自分で確かめなさぁい。

クリス：できればいいお友達でいたいもんですね（笑）。




●ＰＣ③：ギヨーム・ド・ノートルダム

ロイス：終末の狼フエンリル　　ポジティブ：執着／ネガティブ：恐怖

　予言書は新たな啓けい示じをもたらした！

「古き叡えい智ちを受け継つぐ国に　終末の狼が現れる。

　大いなる母は　胎はらに諸もろ々もろの生者を呑のみ　再さい誕たんの奇き跡せきを起こす。

　かくて大地は　忌いまわしき異い形ぎようの集う　家となる」

　君は、これがヴォルスング公国破は滅めつの予言だということを理解した。




ＧＭ：つーわけで、〝終末の狼フエンリル〟なる存在がヴォルスングを滅ほろぼすという予言が記された。

ギヨーム：フェンリル……北欧神話に登場する巨大な魔ま狼ろうだったな。

フィン：予よ言げん詞しには〝ヴォルスング〟の固有名詞なんてないのに、よくわかるね（笑）。

ギヨーム：間違って解かい釈しやくした場合、「違ちげぇよバカ」って出るから初心者でも安心（爆笑）。

フィン：おい魔術師（笑）。

ＧＭ：ともあれ、ギヨームは、誰よりも早く公国の危機を悟るわけだ。

ギヨーム：ふぅーむ。……（ハンドアウトに目を落とす）〝終末の狼〟か。おそらく、こいつと戦うことになるのだろう。……怖い、怖いよママン！（笑）

フィン：ビビりは僕の役目でしょ！（笑）




●ＰＣ④：フィン・ブースロイド

ロイス：フリードリヒ・フォン・ヴォルスング　　ポジティブ：有為／ネガティブ：脅威

　ムーの時代より伝わるという秘宝の謎を探るべく、君はヴォルスング公国へと潜入した。

　ＭＩ６からの情報によると、ヴォルスング大公は数年前に死去し、現在はマリア姫の伯父フリードリヒが摂せつ政しよう位いについている。

　しかもこのフリードリヒという男、なんとナチスとの強いパイプを有しているらしいのだ。

　いかにも平和で、戦や陰いん謀ぼうとは無縁そうな国だが、その闇は深そうだ……。




フィン：摂せつ政しようがナチスと繫がっているというのは相当厄やつ介かいだね。

ギヨーム：ぶっちゃけ、姫様はお飾りでフリードリヒが実じつ権けんを握にぎってるんだな？

ＧＭ：摂政ってのはそういうもんだ。君主の政務能力に不安がある際、そのサポートをするための役職だからね。フリードリヒがサポートに徹しているかどうかは疑問だが（笑）。

フィン：あれこれと調査しなきゃいけなさそうだなぁ。

ＧＭ：君の調査能力に期待する。他のみんなは〝【社会】１〟の集まりなんで（笑）。

フィン：ああ、本当は休暇のはずが、なんでこんな辺へん境きように（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それじゃ、前回得た経けい験けん点てんを使って、キャラを成長させてね。




▼天花寺大悟の成長

大悟：アクションヒーローらしく、《影走り》を取ろう。

ＧＭ：壁かべを駆かけ上ったり、水上を走れるってエフェクトですね。

大悟：その説明文を読んだだけで取りたくなってね（笑）。それから、前回は使う機会がなかった《マシラのごとく》を２レベルにしておく。

フィン：攻こう撃げき力、かなり凄すごいことになりますねー。

大悟：ドでかい一撃が欲ほしいんだよ。装そう甲こう列車とも戦うようなステージだからな（笑）。




▼クリスの成長

クリス：ＧＭ、範囲攻撃ができるように、アサルトライフルを取得したいんですが。

ＧＭ：この時代一九三八年って、アサルトライフルって存在してたのかな？

クリス：少々調べてみましたが……（数枚の書類を取り出す）こんなのが見つかりました。

ＧＭ：おー、写真つきか。……ええと、[image: ]㎜アブトマット・フェデローバ自動小銃？

クリス：はい。ロシアから流りゆう出しゆつした、アサルトライフルのはしりのようですね。

ＧＭ：そっか。なら認めましょう。……固こ定てい化かポイントは足りてる？（笑）

クリス：モーゼルを手放し、《ブラックマーケット》を伸ばします。

ＧＭ：あらら、手放しちゃうの？

クリス：モーゼルは、改めてセッション中に〈調達〉します。あと、《天性のひらめき》と《生き字引》を取得しました。これで情じよう報ほう収しゆう集しゆうに貢こう献けんし易やすくなりましたよ。




▼ギヨームの成長

ギヨーム：いよぉーし、色々と迷ったけど、遂に成長作業終了!!

ＧＭ：おめでとう。で、どういう風にしたの？

ギヨーム：防ぼう御ぎよ能のう力りよくの向上を図ってみたよ。まず、《黄金錬成》でジュラルミンシールドを取得した。外見的には予言書そのもので。

大悟：本で攻撃を受け止めるのか？（笑）

ギヨーム：いいや。呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、無数のページが本を離はなれ、周囲に魔ま術じゆつ的てき結界として展開するのだ。

ＧＭ：それは格好いいな。

ギヨーム：そして《氷壁》も取得。どんな攻撃も無む効こう化かしてみせよう。




▼フィンの成長

フィン：まずは順当に《リニアキャノン》をレベルアップして、攻撃力上昇。あと、《解放の雷》を３レベルまであげたんで、他人のダメージに３Ｄ10追加できるよ。

ＧＭ：３Ｄ10！　そりゃすごいな。さすがピュアブラッド。

フィン：あと、クリスの範囲攻撃が羨うらやましくなったんで、《ファイアスローワー》を取得。

大悟：か、火か炎えん放ほう射しや器きか……。この坊ぼう主ず、人間武ぶ器き庫こだな（笑）。

ギヨーム：（無む邪じや気きかつ邪悪そうな声で）「うふふー。全部燃やしちゃうよぉ～！」（笑）

フィン：う、ちょっといいかも……いやよくないって！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はＰＣ間ロイスを取得してもらおう。順番は前回と同じ。

ギヨーム：感情は変化させてもいいのかな？

ＧＭ：もちろん。前回の冒ぼう険けんを踏ふまえ、好きなように変化させていいよ。

フィン：続き物のシナリオは、こういうことができるんで楽しいよな。

ＧＭ：そうだねー。それじゃまず、大悟からクリスへのロイス。

大悟：以前はポジティブが〝同情〟だったのを〝連帯感〟にする。

クリス：戦いを通じ、仲間と認みとめてくれたんですかね？

大悟：それもある。あと、お互い、半なかば国から追われたような立場だからな。ネガティブは変わらず〝恐怖〟で。

クリス：わたしは、ギヨームへのポジティブ感情〝有為〟を〝信頼〟へ。会ったときは「利用できそうな人間」と見てたけど、実はとても紳しん士しで良い人だとわかりましたから。

ギヨーム：うむうむ、存ぞん分ぶんに信しん頼らいしてくれたまえ（笑）。

クリス：でもネガティブは〝疎そ外がい感かん〟。わたしとは見ている世界が違ちがう（笑）。

ギヨーム：……残念だ。君なら予言書を理解してくれると思ったのだが（笑）。

ＧＭ：では、ギョームからフィン。

ギヨーム：ブースロイド君へのポジティブを〝誠意〟に変更。この少年は口こそ生意気で、こまっしゃくれて、臆おく病びようなガキだが……。

フィン：酷ひどい言われようであった（笑）。

ギヨーム：いやいや、それでもやるときはやってくれるということがわかったのさ。

ＧＭ：ネガティブは？

ギヨーム：〝脅威〟。彼が成人した暁あかつきには、ＭＩ６は今以上にあなどれない組そ織しきになる。

フィン：で、最後は僕ね。大悟兄ちゃんに〝憧どう憬けい〟を抱いだくようになったよ。

大悟：そいつは嬉うれしいな。

ＧＭ：「僕もああいう大人の男になりたい！」って感じ？

フィン：そうだね。今はチビだしビビリだけど（笑）。そして同時に〝劣れつ等とう感かん〟も抱いだいてる。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：最後に、〝シナリオ情報技ぎ能のう〟の欄らんに〈情報：ヴォルスング公国〉と記入してね～。……記入した？　では、これにてプリプレイは終しゆう了りよう～。オープニングを開始しよう！

一同：おう！






無声映画の弁士　映画に音声がなかった時代、日本では「弁士」と呼ばれる語り手が存在した。噺家や講談師のように、ナレーションや俳優の台詞を臨場感たっぷりに読み上げることを役目としている。

《影走り》　ハヌマーンのエフェクト。超人的な運動能力を得る。

《マシラのごとく》　ハヌマーンのエフェクト。攻撃のダメージを大幅に上昇させる。

アサルトライフル　突撃銃と訳される、連射可能な自動小銃。

《生き字引》　ノイマンのエフェクト。情報収集を効率的に行うことができる。

《黄金錬成》　モルフェウスのエフェクト。黄金を生み出し、アイテムを取得するための財力を得る。

《氷壁》　モルフェウスのエフェクト。行われた攻撃を無効化する。

《ファイアスローワー》　ブラックドッグのエフェクト。自分の周囲をまとめて攻撃可能な火炎放射器を得る。

シナリオ情報技能　ＧＭから自動的に与えられる情報技能。ステージやセッションの舞台となる場所の基本的な情報である。














OPENING PHASE









◆Opening 01◆麗うるわしの国


Master Scene






　天には蒼あお、地には緑。遙はるかにそびえる山々。

　なだらかな丘きゆう陵りよう地帯を、真ま白しろい石畳の街道が一筋の縫ぬい糸のように貫つらぬいている。




ＧＭ：オープニングはマスターシーンから始まる。

大悟：へぇ。どんな場面なんだ？

ＧＭ：シナリオの舞台となる、ヴォルスング公国の情景描写ですよ。




　ヴォルスング公国。東西三十㎞、南北十㎞。人口一万八千人。

　美しい自然が織り成す情じよう景けいは、多くの詩人や画家の霊感インスピレーシヨンの源となってきた。

　実りは豊かで、災害や疫えき病びようとも無縁。穏やかで優しい繁栄を続けてきた国だった。

　───少なくとも、今までは。







◆Opening 02◆温かい場所


Scene Player ─── 大悟






　澄すみ渡る空の下もと、のどかな農村の風景が広がっている。

　そこを、大柄な男に引かれた一頭のロバが行く。馬上に揺られるは、清せい楚そな姫君。

　一いつ幅ぷくの西洋絵画のような眺めであった。




ＧＭ：次は大悟のオープニング。マリアとふたり、途中で調達したロバにまたがってパッカパッカと歩を進めているところ。

大悟：全員、バラけて入国してるんだよな？

ＧＭ：うん。今のところ、ナチスの追おつ手てはいないようだ。

大悟：そうか。なら、俺はのんびりと徒歩で姫さんのロバを引いていよう。この体格にロバはちょっと小さい（笑）。

ＧＭ：なお、土と地ち勘かんのあるマリアの提案で、合流場所はライン河沿いにある公家所有の無人の水車小屋ということになった。

大悟：ああ、それで異い存ぞんはないよ。

ＧＭ：やがて前方に質しつ素そな造りの家々が見えてくる。マリアはそれを指差しながら「あの村を越えた先に、お話した水車小屋があります」と教えてくれるよ。

大悟：のどかでいいところだな……。

ＧＭ：「ええ、いい国ですよ。私は大好きです」と、マリアは誇らしげに微笑む。

大悟：風景を楽しみつつ、水車小屋へと急ごう。もう他の奴が着いてるかもしれねぇ。

ＧＭ：だがしかし。目ざとく君たちの姿を見つけた農村の子供たちが、「あ、姫様だー」とはしゃぎながらわらわら近寄ってくる。そして子供に続き、大人たちもわらわらと（笑）。

大悟：ず、随ずい分ぶん気安いんだな。マリアの方を見てみる。

ＧＭ：そりゃもう友好的に接してる。「みんな、久しぶりですね。元気ですか？」と、子供の頭を撫なでたり、老人の手を優しく握ったり。

ギヨーム：なんと家庭的な支配階級だ（笑）。

フィン：お姫様ってよりも、〝町のアイドル〟みたいな感じだよね（笑）。

ＧＭ：一方の村人も、「姫様、散歩ですか？」「ここら辺りまで来るのは久しぶりですねー」「焼きたてのパンあげるよ」とか、超フランク（笑）。

大悟：俺の祖国日本じゃ考えられん光景だな。びっくりだ。

ＧＭ：そうしているうちに、興味の対象は大悟に移る。「あんたはどなた？」「姫様にお仕えしてるのかい？」「この辺りじゃ見ない顔つきだね」「どこから来たの？」

大悟：（両手で押し留とどめるようなジェスチャー）待て、待ってくれ。ええと……俺は日本ってとこから来た旅人さ。……つっても、多分知らないだろうなぁ。

ＧＭ：「東の中国よりも、もっと東にある国よ」などとマリアが補ほ足そく説せつ明めいをして、とにかく遠いところから来た客人ということだけはわかってもらえたようだ。

大悟：ありがとう、助かった（笑）。

ＧＭ：「姫様の御お客きやく人じんかぁ。そりゃ大事にせんとな」と誰かが言うと、みんなが一斉に頷うなずく。

ギヨーム：素そ朴ぼくだ！　こんないい国が破は滅めつするなんて！

大悟：まだ破滅してねぇ（笑）。それをさせないのが俺たちの役目だ。

ＧＭ：さて、村人たちは大悟にもあれこれ親切にし始める（笑）。（さらに矢継ぎ早に）「あんたもパン持っていきなさい」「採れたての野の苺いちごあげるよ」「酒は好きかい？」「姫様とはどこで知り合ったの？」「日本ってどんなところ？」

大悟：ええと……マリアに目線で助けを求める（笑）。

ＧＭ：うろたえる大悟を見て、彼女はクスクスと笑っているね。

大悟：（恨めしそうに）楽しんでるな？

ＧＭ：「ね、いい国でしょう？」そう言ってマリアは、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

大悟：やれやれ。ま、いい国だってのは否定しないさ。

ＧＭ：さて、村人との交流が一段落着いたところで、〈知覚〉判定してみてくださいな。

大悟：ふむ、ここでいきなり判定か。

クリス：……まさかナチスの監かん視しでもついてる、とか？

大悟：（しばし考えて）一応、《アルゴスの眼》を組み合わせよう。達成値９。

ＧＭ：９ね。ほんの一瞬だけ、「何者かに観察されているような」感覚を抱いた。

大悟：…………？　周囲を見回してみる。村人の誰か？

ＧＭ：村人ではないし、どこか遠くにナチスの監視がいたりというわけではない。漠然とした違和感みたいなものだが、いわゆる〝気のせい〟ではない。

大悟：気になる……が、今は水車小屋へ急ごう。村人に礼を言って、この場を立ち去る。

ＧＭ：ではここでシーンは終了する。




　穏やかな笑顔。温かい心。優しい人々。

　ここぞ、戦や陰謀などとは無む縁えんの別べつ天てん地ちだ！

　……だがしかし、恐るべきナチスの魔の手は、密かに、だが着実に迫っているのだ。

　───守らねばならない。人も、国も。

　心の中で己に誓う天花寺大悟であった。







◆Opening 03◆国に潜む闇


Scene Player ─── フィン






　ひとつ、ふたつ、みっつ……続けて焼き菓が子しを頰ほお張ばるフィン。

　五つめの菓子を飲み下したところで、それなりの満まん腹ぷく感かんを得る。




ＧＭ：最後にフィンのオープニングだ。君は今、隠れ家で、みんなの到着を待っている。

フィン：ええと、水車小屋だっけ？

ＧＭ：ＹＥＳ。素朴な造りの建物内はがらんとしていて、農のう機き具ぐが幾つか置かれている程度。窓からは、緑なす小高い丘が見える。

フィン：ふむふむ。じゃあ、途中で買ったお菓子をつまみつつ、ヒュー・シンクレアに無線連絡でも入れておこうかな。

ＧＭ：無線機の向こうからは、穏やかそうな男性の声が聞こえてくる。若者とも、年寄りともつかない不思議な声だ。「やあブースロイド……いや〝ｓスモール・エス〟」

フィン：ん。こっちはヴォルスングに到着したよ。

ＧＭ：「パリでの一件は、エージェント経由で報告を受けた。お手柄だったな」

フィン：僕、休暇のはずなんだけど。ちょっとは人員回してよー。

ＧＭ：「君や、００ダブルオー要員のような連中は個別行動の方が本ほん領りようを発はつ揮きし易いだろう」

フィン：ちぇっ。頼りないなぁ。こっちは子供だってのに。

ＧＭ：「ふふふ……。子供といえば、ちゃんと勉学にも励んでいるのかね？　来年はパブリ全寮ックスクール制私立中学だろう？」

フィン：……僕は行かないよ。地元の公立で十分。

ＧＭ：「おいおい、〝Ｑ〟が嘆くぞ」

フィン：だって、そんなとこにいったら機械いじってる時間がなくなるじゃないか。

ＧＭ：「しかし、模も範はん的てきな英国紳士になるためにはなあ……」

フィン：もう！　そんなことより話があるんでしょ？　必死に話を逸らす（笑）。

ＧＭ：苦笑混じりの溜ため息いきの後、シンクレアの口調が真ま面じ目めなものに変わる。「ヴォルスング公国に関する調査を進めてみたよ」

フィン：……結果は？

ＧＭ：「小国と侮あなどっていたが、なかなかに〝固い〟な。関わっている連中が連中だから、さもありなんってところだ」

フィン：どういうこと？

ＧＭ：「裏でナチスが動いている。……予想通りだが」

フィン：まぁ、それは……ねぇ。少佐のことを思い浮かべてみたり。

大悟：またあんなのが出てくるのだろうか（笑）。

フィン：それはやめてー（笑）……ナチは、兵士を送り込んだりしてるわけ？

ＧＭ：「小規模ながら、一般兵士の入国が確認された。超人兵士クラスの戦闘要員はいないようだが、その代わり、ナチスのオカルト研究機関、つまりアーネンエルベの研究者が数多く出入りしているようだ」

フィン：研究者かぁ……なんかヤバい物でも見つけたのかな。

ＧＭ：「その可能性は、非常に高い」

フィン：でもさ。一独立国家に、そんな連中がほいほい足を踏み入れちゃってんの？

ＧＭ：「フリードリヒ・フォン・ヴォルスング」

フィン：ん？

ＧＭ：「公国の摂せつ政しようであり、ナチスとの太いパイプを有していると目される人物だ。研究者たちは、彼の正式な許きよ可かを得て入国している」

フィン：国のお偉いさんか。厄介だね。

ＧＭ：「確かにな。ともあれ頑張ってくれ」そこで通信は途切れる。

クリス：……フィン、具体的な指令を何ひとつ受けてないような気が（笑）。

フィン：……あ（笑）。

ＧＭ：そういえばそうだった。じゃあ、今度は向こうからかかってくる。

フィン：はいもしもし!?

ＧＭ：（バカそうな口調で）「あんさー、前回の報告受けて思ったんだけどさ、えーと、ヴォルスングの秘宝？　それってさー、ナチスに渡るとなんかヤバいべ？」

フィン：なんでそんな頭悪そうな喋しやべりなんだよ！（笑）

ＧＭ：わかり易いかと……。

フィン：余計わかんなくなるって（笑）。ともかく、秘宝の謎を探ってナチスの勢力拡大を防ぐ！　つまりそーゆことでＯＫ!?

ＧＭ：（鼻に抜けるような発音で）「オゥ、イエース！」

フィン：…………。叩きつけるようにして通信を切るっ！（笑）




　フィンは溜ため息いきをついた。

　真面目なのかふざけてるのかわからなくない上司はさておき、その情報の内容は軽く流せるものではない。国の摂政とナチスが繫がっているとなれば、事態は深しん刻こくだ。

「まだかよ、大悟兄ちゃんたち……」

　頼もしき仲間を待ち遠しく思いながら、フィンは六つ目の菓子を口に放り込んだ。






パブリックスクール　イギリスの富裕層の子息が通う全寮制の私立中学校群。本来は男子校だったが、近年は共学化が進んでいる。いわゆる「イギリス紳士」を養成するための教育制度。

摂政　君主の代わりに政務を摂る役職。










◆Opening 04◆ニナ


Scene Player ─── クリス






　ヴォルスングの城下に広がる城下町。

　パリやベルリン、ロンドンといった大都市には及ぶべくもないが、白を基き調ちようとした瀟しよう洒しやで清せい潔けつな町並みは、訪れる者の心を魅み了りようするだろう。

　その街のとある路地に、クリスの姿があった。




ＧＭ：それではクリスの番。君は城下町の路ろ地じを歩いている。みんなと合流前に、街の様子を確認しに来たってとこかな。

クリス：（大悟とギヨームを交互に見つつ）確かに、目立たない風ふう貌ぼうのわたしが適任ね（笑）。

ＧＭ：市内は純じゆん朴ぼくそうな人々が行き交い、質素だけど清潔な雰ふん囲い気きだ。

クリス：ええと、さっきここは通ったから……。あれ？　また違う場所に出ちゃったわ。

一同：迷ってるー！（笑）

ＧＭ：……君は天才じゃなかったか？

クリス：一般的な社会生活にわたしの天才性は発揮されないのです。内心では静かに動どう揺ようしつつ、おぼつかない足取りで歩き回る（笑）。

ＧＭ：風が路地を吹き抜け、いずこからか新聞が飛ばされてきた。その紙面には、「五月十二日、ドイツは満まん洲しゆう国こくを正式に承しよう認にん！」という文字がでかでかと躍っている。

クリス：…………。

ＧＭ：さて、クリスが迷っていると、「おい、お嬢じようちゃん！」と粗そ野やな声で呼び止められる。

クリス：え、え？　戸と惑まどいつつ、声のした方を見る。

ＧＭ：酒さか瓶びん片手の見知らぬおじさんが立ってる。昼間だが、見るからに酔っ払ってるね。

クリス：……あの、わたしのことを呼んだの？

ＧＭ：「そうそう！　洒落た格好の別べつ嬪ぴんさんだなぁ。一緒に飲まないかぁ？」

クリス：こういうのに不慣れなんで、上手くあしらえない。わたし、ちょっと用事があって……それに、お酒は夕食か就しゆう寝しん前まえに飲むものよ。

ＧＭ：「そうカタいこと言うなって」悪い人間じゃなさそうだけど、酔いで気が大きくなってるみたいだね。

クリス：どうしよう。……少し戸惑います。

ＧＭ：そうこうしているところへ、「やめなよ！」と凜しんとした女性の声が響く。

クリス：声のした方に目を向けます。

ＧＭ：そこにはありふれたワンピースを着た小柄な少女が立っている。ベリーショートの巻き毛、ソバカス、勝気そうな面おも差ざしの白人だ。年の頃は十三か四ってとこ。

クリス：……フィンよりちょっと上ね。彼女が〝ニナ〟かな？

ＧＭ：酔っ払いは「子供はあっちいってな」と相手にもしない。すると少女は、おもむろに小型の拳銃を取り出し、酔すい漢かんにつきつける。

一同：ええっ!?

ＧＭ：少女は、「どうすんの、引き金引いたらあンた死ぬよ」などと凄んでる。

クリス：こんな小さい子なのに……逞たくましいというか、末恐ろしいというか……。

ギヨーム：（いきなり酔っ払い）「おもちゃで何をいきがってるんだか。撃ってみろよ」（笑）

ＧＭ：少女はハンカチを銃口に巻きつけ、足元の石畳に向けて、発はつ砲ぽう（笑）。ハンカチによって音はかなり抑えられているが、飛び出た銃弾は本物だ。

フィン：うわっ、本当に撃ったよこの子！

ギヨーム：（続けて酔っ払い）「ひっ、ひぃっ！」泡あわを食って逃げ出す……でいいかな？

ＧＭ：もちろん（笑）。酔っ払いは、財布やら酒瓶やらを落としつつ逃げ去った。

クリス：あまりの展開に呆然としてます。……そういえば以前に呼んだ小説だと、こういうときはお礼を言っていたわ。それに倣ならっておこう。まず、ぺこりと頭を下げて……。

ＧＭ：少女は君の横を素通りし、酔っ払いが落とした財布を拾って中を確かめ始める。

クリス：あ、あの……。

ＧＭ：少女は君に向き直り、怒ったような口調で話しかけてくるよ。「ったく、だらしないなぁ。あンなのァ、一発ひっぱたきゃおとなしくなるんだよ」

クリス：暴力を振るわれたわけじゃないし、民間人に手を上げるわけには……。

ＧＭ：「……民間人？　あンた、軍の人間？」

クリス：あ、いえ。昔そういうことしてたんで……。

ＧＭ：「ふーん。……はいよ、あンたの分」財布から幾いく許ばくかの金を抜き取り、君に握らせる。

クリス：え？　これは、わたしのものじゃないわ。

ＧＭ：「いーっていーって。あンたがいなきゃ、この財布も手に入ンなかったし」

クリス：そうじゃなくて……これは、あの人のお金よ？

ＧＭ：少女は「細かい奴だなぁ」と眉をしかめてる。……ところでクリス、君の手は柔らかい？　それとも訓くん練れんで硬かたくなってる？

クリス：ええっと、とても柔らかいということにしましょう。知的労働が本来の任務だったから。

ＧＭ：ＯＫ。「……柔らかい手だね。仕事なんかしたことないみたい」と、先程金を握らせたときからずっと君の手をにぎにぎしている。

クリス：……その子の手はどんな感触？

ＧＭ：瘦やせていて、硬い。

クリス：苦労したのかな……。ともかく名な乗のろう。わたしはクリス。クリステル・フォン・エッシェンバッハ。助けてくれてありがとう。
















ＧＭ：「だから別に礼なんかいいって」

クリス：恩おん人じんにはお礼をすると、本にも書いてあったわ（笑）。……できれば、あなたの名前も知りたいな。

ＧＭ：彼女は少し困ったような表情を浮かべた後、右手でこめかみの上辺りの髪かみをくるくるといじりながら答える。「……ニナ。ニナだよ。ここのお城で侍女やってる」

クリス：ニナ、ね。あなたはとてもいい人だわ。

ＧＭ：「ったく世間知らずは……。あンた、もう少し人は疑うたがった方がいいよ」

クリス：そういうものかしら？　不思議そうな顔で小首を傾げます。

ＧＭ：「やれやれ……」とニナが苦笑混じりの溜息をつく。と、そこへ一台の黒塗りの車が現れた。ドアを開け、中から黒いスーツを着た男たちが降りてくるよ。

クリス：……何か識別できる徽き章しようはつけていませんか？

ＧＭ：何もつけていない。だた、襟えりの辺りに徽章をピン留めしたような跡あとがごくわずかだが残っている。また、彼らの動きは軍事的な訓練を受けた者のそれだ。

クリス：……気づかない振りをしてる。

ＧＭ：彼らは君には目もくれず、ニナに声をかける。「おい、用もなく外をうろつくな」

クリス：……ニナ、この人たちは知り合い？

ＧＭ：「同どう僚りようみたいなもんかな。ねぇ？」とニナは言うが、黒服たちは無反応。「悪いね、こいつら愛あい想そはないんだ。とにかく、ここでお別れだ。それじゃねクリス」

クリス：わかったわ。それじゃあ、またどこかで。

ＧＭ：「またどこかで、か。ふふっ。そうだね、またどこかで」軽く手を振って、ニナは黒服たちの車に乗り込んだ。

クリス：一応、黒服の乗ってきた車のナンバーを覚えておくわ。

ＧＭ：最後にニナはクリスに忠ちゆう告こくを残していく。「気をつけなよクリス。あンたみたいな綺麗なお嬢さんは、ボーッとしてると食い物にされちまうよ！」

クリス：…………。

ＧＭ：そう語るニナの瞳には、見かけには似つかわしくないほど暗い〝何か〟がギラついていた。ここでシーン終了だ。

クリス：ニナ、か……。




　走り去る車に手を振りつつ、クリスはほぅと息をつく。

　───なんてたくましい少女なんだろう！

　粗野な風ではあるが、嫌な感じはしなかった。

　むしろ、そのエネルギッシュな面に一抹の羨せん望ぼうすら感じたのだ。

　ただ、その瞳の奥の暗い輝きがどうしても気になるのだった……。







◆Opening 05◆終末幻視


Scene Player ─── ギヨーム






　山は崩れ、大地は裂け、生きとし生けるすべての者が泥どろのように崩れ去ってゆく。

　恐るべき光景を前にギヨームは、立ち尽つくすことしかできなかった……。

　───これは啓示だ。

　予言書が見せる、来るべき破滅の幻視ヴイジヨン。




ＧＭ：それではギヨームのオープニングだ。シーンは、予言書が見せる夢から始まる。

ギヨーム：（うろたえるように）……しゅしゅしゅ、〝終末の狼〟だ！　こっちに来るな、来ないでぇーっ！（爆笑）

ＧＭ：勝手に怯えるなっ！（笑）まだ何もしてないわい。

ギヨーム：なーんだ。ちょっと安心（笑）。

ＧＭ：（妙に優しい口調で）夢の中で君は、緑豊かな大地に立っている。遙はるか彼かな方たには山々が見え、多くの人々が楽しそうに畑仕事などに勤しんでいる……。

ギヨーム：ふむふむ。

ＧＭ：そこへ突然、燃えるような赤毛に包まれた巨大な狼が姿を現す！

ギヨーム：これは……！

ＧＭ：そう。狼が咆ほう哮こうをあげるや否いなや、人々の体が崩れ、大地に還かえっていく。やがて、大地や草木、山々すらも崩れ去る……。

ギヨーム：「やめろ！」と叫びつつ、炎の魔術で攻撃する。

ＧＭ：だが、狼はその炎を意にも介さない。生き残っている人々を集団丸ごと丸まる呑のみにしては、巨大な顎あぎとで嚙かみ砕くだく。その姿はさながら、北欧神話のフェンリル狼。

ギヨーム：化物め……。あまりの光景に、思わず後ずさってしまう。

ＧＭ：目ぼしいものを喰い尽くしたフェンリル……〝終末の狼〟は、ゆっくりとギヨームの方を向き、口を大きく開ける───

ギヨーム：やめろ！　こっちに来るな！　う、うわぁぁぁぁ!!（笑）

ＧＭ：───というところで夢から醒さめる。場所は、ヒッチハイクした荷に馬ば車しやの荷台。見上げれば青い空、目の前には御ぎよ者しやを務める老農夫の背中。

ギヨーム：……夢、か。

ＧＭ：「おや、お目覚めかい？」と農夫が話しかけてくる。

ギヨーム：……ああ、お蔭でぐっすりと眠れたよ。

ＧＭ：「喉のどは渇かわいてないかい？　ウチで作った蜂はち蜜みつ酒しゆはいかがかな？」

ギヨーム：これはありがたい。いただこう。

ＧＭ：蜂蜜の甘味と香り、そして酒精アルコールが君の喉のどを潤うるおす。

ギヨーム：美味いな。あなたは、この国に昔から住んでいるのかな？

ＧＭ：「生まれてからずっとだから、もう七十になるなぁ」そう語る農夫だが、その顔はどうみても五十代後半といったところだ。

ギヨーム：そりゃすごい。御ご老ろうは随分と若々しいな。

ＧＭ：「この国じゃ、みんなこんなもんじゃよ。この国は気候は穏やか、疫病や災害もない。ほんに楽園みたいなとこじゃ」

ギヨーム：ふむ、ジジイ元気な長ちよう寿じゆの国という奴か。

ＧＭ：「この国は古い古い神様に守られているという言い伝えがあるんじゃよ」と言って農夫は笑う。

ギヨーム：古い古い神様、か。この国のことを詳しく聞いておこう。大公のこととか。

ＧＭ：「大公御夫妻は何年も前に亡くなられてなぁ。姫様はまだお若いから、今は伯お父じのフリードリヒ様が摂政として国を取り仕切っておられるよ」

ギヨーム：摂政様ってのはどんな方なのかな？

ＧＭ：「厳げん格かくなお方じゃよ。ウチの十三になる孫娘がな、姫様の侍女をしておったんじゃが、先日、ごくささいな粗そ相そうをしたとかで……」

ギヨーム：しょ、処刑か!?　なんて非道な！

ＧＭ：そんなことするか！（笑）クビにされただけだ。その子は姫の個人的な友達でもあったんで、相当気落ちしたらしい。

ギヨーム：むぅ、そんな小さな子に対して厳しすぎるんじゃないのか？　そのフリードリヒとやらも器の小さい……おおっと、これは不ふ敬けい罪ざいか。

ＧＭ：「いやぁ、そんなことではこの国の偉い方々は怒らんよ。今も言った通り摂政様は厳しいが、別段悪さをするわけでもない。姫様からして、美人で気立てはよいしのう」

ギヨーム：ああ。よーく知ってるよ。パリじゃだいぶ話題になってるぜ。

ＧＭ：「そうかいそうかい」姫を褒ほめられ農夫は誇らしげに微笑む。そうこうするうち、合流予定の水車小屋が見えてくる。

ギヨーム：よし、ここらでいいな。農夫に礼を言って、荷馬車から降りよう。

ＧＭ：わかった。農夫と別れ、水車小屋へと向けて歩き出すギヨームは───




　水車小屋の向こうには、雄ゆう大だいなヴォルスングの山々が連なっている。

　それを目にした直後、ギヨームの瞳は驚きよう愕がくに見開かれた。

　眼前の山並みは、先刻見た幻視ヴイジヨンの〝それ〟と、あまりにも酷こく似じしているではないか！

　──この地こそ、予言に示された場所だ。

　ギヨームは、そう確信したのだった。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆秘められしもの


Scene Player ─── フィン






　その水車小屋は、小さく質素な造りであった。

　普段は無人のその場所に、数名の男女が集まっている。

　ぎぃぃぎぃぃと軋きしむ水車の音を数えつつ、フィンは自分が随分と待たされたということについてひとしきり不平を並べ立てていた。




ＧＭ：さてミドルフェイズだ。シーンプレイヤーはフィン。約束の水車小屋に、やっとこさ全員が集合した状態から始まる。

フィン：みんな遅いよーとか、ブツブツ文句たれてよう（笑）。

クリス：ではそこで、他の皆さんよりも大おお幅はばに遅れて登場します。手には大荷物を抱えて、よたよたとしながら。

フィン：クリス姉ちゃん遅ーい！　てか、その大荷物は何事っ!?（笑）

ＧＭ：実際、何を抱えてんの？

クリス：街で迷まい子ごになってる間、世間知らずのわたしは露ろ天てん商しように様々な物を売りつけられました。これがペナントで、これがメダル……それからこれが木刀……。

ギヨーム：うお、どれもこれも要いらねー！　修学旅行の土産か！（爆笑）

フィン：なんでそんな物がこの国にあるの！（笑）

ＧＭ：マリア曰く、「ウチは観光産業にもめっさ力りき入れてますから」

大悟：マリア、微妙にキャラが違わないか？

ＧＭ：これは失礼、つい、ものの弾みで（笑）。

大悟：……そんじゃ全員集まったところで作戦会議といこうか？

ギヨーム：そうだな。まずは何より、〝秘宝〟のことだ。現時点で、どこにあるのか、どのような物か、さっぱりわかっていない。

フィン：……ここはさぁ、マリア姉ちゃんにズバリ聞こうよ。この国に伝わる秘宝って、結局どんな代物なのか？

ＧＭ：その質問に対し、マリアは済まなそうに首を振る。「……お恥ずかしいことに、私にもよくわからないのです」

一同：なにーっ!?（笑）

フィン：知ってて隠してたんじゃないの!?

ＧＭ：「〝秘宝〟の詳しよう細さいな知識は、大公位を受け継ぐ者だけに伝えられるものです。けれど、その内容を教わるよりも早くに父母は亡くなってしまいましたから……」

フィン：マリア姉ちゃんは、最大の手がかりだと思ってたんだけどなぁ。

ギヨーム：……いや、手がかりであることは違いないだろう。

フィン：つーと？

ギヨーム：手がかりであるからこそ、ナチスの連中は彼女を連れ去ろうとしていたのだ。彼女が〝宝〟であることは、前回のハンドアウトや予言書にも記されていた（笑）。

クリス：マリア。どんな些さ細さいなことでもいいから、何か思い出せないかしら？

ＧＭ：マリアは眉まゆ根ねを寄せて考え込み、やがて何かに思い当たったかのような表情を浮かべて呟く。「真まこと名な……」

一同：真名？

ギヨーム：……ええと、あれかな？　そのものの本質を表わすとかいう、魔法的な名前。

ＧＭ：伊だ達てに魔術師を名乗ってはいないな。それで合ってるよ。普段使う通名ではなく、大抵は、本人と名づけた者しか知らない秘密の名前のことだ。

大悟：その真名ってのを、マリアも持ってるのかい？

ＧＭ：「物もの心ごごろついた頃、母より教えてもらったことがあります。一族に伝わる本当の名前は、自分と、本当に大事で、信頼できる人間にしか教えてはならないと」

クリス：本当の名前……。

ＧＭ：「〝ヴォルスング〟は、この地方の伝サ承ガにちなんで、ローマ皇帝より拝はい領りようした家名に過ぎません。それとは別に、古代より受け継ぐ本当の名前があるのです」

フィン：ナチスはその真名を狙ってる……ってことかな。

ＧＭ：「私には、それしか思い当たる節がありません」

大悟：真名、か……。

ＧＭ：「本来ならば、明かしてはならない名前……けれど、これが何かの手がかりや、国を救う役に立つのであれば……」

クリス：一応、止めましょう。無理はしなくていいのよ。

ＧＭ：「……私にはこれくらいしかできません。これは、あなた方に示せる、私からのせめてもの信頼の証です」

一同：…………。

ＧＭ：「私の真名は、ラーマリア・イム・カハム・ラ・ムー。ラ・ムーは神の名を表わし、イムは〝聖なる〟、カハムは〝王〟。つまり、私の真名は『ラ・ムーに連なりし者、聖なる王、ラーマリア』という意味です」

一同：ほほー！

大悟：ちゃんと意味まで設定してるのか！（笑）

ＧＭ：実は、この名前にはきちんとした元ネタがあるんです（笑）。

クリス：なんと。

ＧＭ：『戦せん国ごく自じ衛えい隊たい』や『妖よう星せい伝でん』等の小説で有名な半村良はんむら・りよう先生の作品に『太陽の世界』っつー古代ムー大陸を舞台にした作品がありまして。そこから「ムー語」を拝借した次第。

一同：へぇぇー！

大悟：こりゃまた渋しぶいところから持ってくるなぁ。

ギヨーム：いい具合に小技が聞いてるね（笑）。

ＧＭ：ありがとう（笑）。じゃ、マリアの話の続きな。「私の祖先は、この真名と〝秘宝〟を持ち、沈みゆくムー大陸を離れた……そう母からは聞かされております」

大悟：ふぅーむ！　遙か古代に消え去った王国を受け継ぐ者が今、俺たちの眼前にいるってわけか。うんうん、浪漫ロマンだ！（笑）

フィン：しっかしさー、これだけじゃなんともわからないよなぁ。

クリス：あ。ＧＭ、わたしのオープニングで黒服が乗っていた車がどこに所属しているものかってわかりますか？

ＧＭ：〈情報：軍事〉で目標値５。

クリス：《生き字引》を使って……成功。

ＧＭ：ナチス、それもＳＳ関係の物だということがわかる。鉤十字ハーケンクロイツは着けてないが。

クリス：既にナチスが活動しているのは間違いない、か。むしろ、わたしが気づかれずに済んだのは僥ぎよう倖こうという奴ね。

大悟：この国じゃナチスのシンパってのは多いのかな。マリアに聞いてみよう。

ＧＭ：「歴史的にドイツに対しては友好的ですが……いわゆる〝ナチ党支持者〟というのはいないはずです。というより、最新の国際情勢にはみんな疎うといので……」

ギヨーム：（うんうんと頷きつつ）ド田舎なのが幸いしたか（笑）。

フィン：ナチと言えば……これは言い難にくいんだけどさ、マリア姉ちゃんの伯父さん、かなりヤバそうだよ。

ギヨーム：話に聞く〝摂政〟とやらか。

フィン：かくかくしかじかと、フリードリヒとナチスが繫がってることとか、研究者がかなり入り込んでいるってことをみんなに話しておく。

大悟：そいつは確実な情報なのか？

フィン：ウチＭＩ６の連中が集めたんだ。信頼できるよ。

クリス：研究者の目的は、間違いなく〝秘宝〟でしょうね。

ＧＭ：自分の伯父がナチスと繫がっていると聞き、マリアも驚きを隠せない様子だ。

クリス：……そもそもマリア、あなたはなぜナチスに捕まっていたの？

ＧＭ：「ドイツとの友好親しん善ぜん使節という名目で、伯父様から送り出されたの。でも、引き渡された先で出会ったのは、あの恐ろしい少佐……」

フィン：そりゃ怪しいわ（笑）。

大悟：目的地につく前から、ペラペラと情報を喋ったんだろうな（笑）。

ＧＭ：「ええ、だいたいそんな感じです。ある意味、あの少佐のお蔭で私は逃げ出す決心がつきました。……伯父様もナチスに騙だまされたのだと思っていたのですが……」

ギヨーム：貴女が思うほど世の中は善人揃いじゃないのですよ、レディ。血けつ縁えんなど、絶対の絆きずなにはなりません。

ＧＭ：「…………」

クリス：……あなたの伯父様ってどんな人なの？

ＧＭ：「厳しくて近寄り難いけれど、政治手しゆ腕わんは確かよ。三年前、父と母が急死して以来、この国を維い持じし続けてこれたのも、あの方の才覚あってのこと」

大悟：〝急死〟ってのも怪しいもんだ。直接会って、どんな人物か見極めておきたいぜ。

クリス：……一介の外国人が摂政に会うなんて、かなり難しいと思うけれど。

大悟：そこはそれ。忍び込んだり、方法はあるさ。

ＧＭ：では、しばらく考え込んでいたマリアが口を開く。「ならばダイゴ。私と一緒に城に赴おもむきませんか？　堂どう々どうと入ることができますよ」

フィン：ええーっ!?　伯父さんが本当に悪い人だったら、ノコノコ戻るのってマズいよ。

ＧＭ：「その時は、ダイゴが心強い護ご衛えいになってくださるのでしょう？」（笑）

大悟：……ということらしいぞ、フィン。

フィン：兄ちゃんがいるなら、まぁ……。でも不安だなぁ。

クリス：城内にはナチス関係者がいる可能性が高い……。だとしたら、脱だつ走そう兵へいのわたしは正体が発覚するかもしれない。

ギヨーム：私もナチスのブラックリストに載のっているから、城に行くのはためらわれるな。

大悟：……んー。それじゃあ、思い切って二手に分かれてみるってのはどうだ？

クリス：城の内と外、二方向からの調査ね。

ギヨーム：悪くないアイディアだな。

フィン：情報収集力が高い僕とクリスは、別々の組の方がいいよね。

大悟：となると、俺とフィンが城、クリスとギヨームが街か。よし、それでいこう！

ＧＭ：ではここで一旦シーンを切ろう。あ、そうそう。みんな〈意志〉で判定しといて。目標値はたったの３。

一同：……？　成功。

ＧＭ：この国に入ってから、安心感を抱くというか、妙に心が落ち着くような気がする。

フィン：……それだけ？

ＧＭ：うん、それだけ。

フィン：怪しい（笑）。

大悟：俺もオープニングで妙な感覚を抱いたんだよな。……ま、今は細かいことを気にしててもしょうがない。何か起こったらその時考えよう（笑）。

フィン：シーン終了前に色々と〈調達〉しておきたいんだけど。

ＧＭ：ん、いいよ。ヴォルスングに到とう着ちやくするまで、その機会は多かったろうし。

フィン：まずは大型拳銃。クリスのモーゼルね……成功。

クリス：ありがとうございます。

フィン：そんで、ギヨームに渡しておきたいものがあるんだけど……。

ギヨーム：盾なら自前で用意してあるが？

フィン：今度は防具。リアクティブアーマーが欲しい。一シーンに一回、実ダメージを２Ｄ10減らせるという素敵な道具。これも父さんの発明品。

ＧＭ：そりゃ強いな。ま、このステージならオーバーテクノロジーもありだから〈調達〉判定していいよ。

フィン：判定は成功。というわけでプレゼントフォーギヨーム。

ギヨーム：ありがたい！






シンパ　思想的な同調者のこと。










◆Middle 02◆赤髭の剣王バルバロツサ


Scene Player ─── 大悟






　ヴォルスング大公一家の住まう城は、小高い丘の上にあった。

　巨城ではない。人目を惹ひきつける造形でもない。

　だが、確かく固こたる歴史の重みと格かく式しきを感じさせる───そんな城であった。




ＧＭ：ではまず先に城内に行く大悟とフィンから。シーンプレイヤーは大悟。マリアを連れて行くと、あっさりフリードリヒに会えることになった。今は広い応接室に通されている。

大悟：ふむ。椅子に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけていよう。マリアは一緒にいるのかな？

ＧＭ：大丈夫、大悟の隣の椅子に座っている。やや緊張した面持ちだ。

フィン：僕は部屋を見回していよう。バッキンガム宮きゆう殿でんほど豪ごう華かじゃないな（笑）。

大悟：ここに来るまで、城内をざっと見て何かわかることはあるかな？　侍じ女じよの噂話をそれとなく聞くとか、みんなの様子とか。マリアに尋ねてもいいな。

ＧＭ：では〈情報：噂話〉で。

大悟：達成値８。

フィン：６だよ。

ＧＭ：うむ。なんでも、マリアがナチスに拉ら致ちされたあと、城内の人事が一新されたらしい。古こ参さんの家臣は軒のき並なみ暇を出され、現在はフリードリヒがどこからか連れてきた人材ばかり。

大悟：マリアがいない隙にか？　そりゃあ……露ろ骨こつだな。

ＧＭ：マリア自身、見知った顔が極端に少なくなっているので驚いている。「あの子もいなくなっちゃったのかな……」と沈んだ表情で呟いている。

大悟：あの子？

ＧＭ：「侍女のひとりです。年下の、友達というか、妹というか……とにかく、そんな感じの子なんです。ニナって子なんですけど、とても可愛いの」

クリス：ニナ!?

ギヨーム：ああ、確かに侍女だとか言っていたね。

ＧＭ：そうこう話しているところへ、城の侍女がお茶を運んでくる。年の頃は十三、四。ベリーショートの巻き毛で、勝気そうな表情が印象的な娘だ。

クリス：あれ？　その特徴は……。

ＧＭ：ニナだよ。マリアは、ニナの顔を見るとぱっと表情を輝かせる。「ニナ！　久しぶりね、会いたかったわ！」対するニナもまた、嬉しそうに笑ってお辞じ儀ぎをする。

大悟：よかったな、マリア。友達は残っていてくれたじゃないか。

ＧＭ：「ええ！　ニナ、会いたかったわ！　色々話したいことが沢山……」と言いかけたところで、「バン！」と応接室の扉が開け放たれる。ここでフリードリヒのお出ましだ。




　───偉い丈じよう夫ふだった。

　屈くつ強きような体たい軀く、精せい悍かんな顔つき……いずれも大悟と比べて遜そん色しよくはない。

　純粋な威圧感と質量では、フリードリヒに軍配が上がるだろう。

　大悟を恵み豊かな緑の雄ゆう峰ほうとするなら、フリードリヒは荒々しい火山。

　ふたりがまとう〝気配〟は、まことに対照的であった。




ＧＭ：髪は赤毛で、顎あごには豊かなヒゲを蓄たくわえている。年は五十を越えるか越えないかといったところ。狼に熊の筋肉を付け足したような男だ。彼は室内の君たちをギロリとにらむ。

大悟：見た感じ、相当できるな……。

フィン：なんか怖そうなんで、僕は早速ビビリ始めてる（笑）。

ＧＭ：〈情報：噂話〉か〈情報：ヴォルスング公国〉で判定をどうぞ。目標値は６。

大悟：ちっ、失敗だ。

フィン：普通に成功してる。

ＧＭ：フィンは、彼がヨーロッパのフェンシング大会で過去幾いく度ども優勝してる人間だということに気づく。その剣けん力りきは、欧州全土に鳴り響いている。

フィン：あわわ、本当に強いよこのおっちゃん！（笑）

大悟：この体格でフェンシングか。さぞかし豪ごう剣けんを振るうんだろうな。

ＧＭ：（猛獣が唸るような低く轟とどろく声で）「儂わしの姪めいは、奇妙な土産みやげを持ち帰ったようだ……」

一同：怖っ！（笑）

フィン：な、なんでそんな怒りを押さえつけたような喋り方なの？

ＧＭ：怒ってるわけじゃなく、彼の迫力を少しでも音で伝えようと思ったんだ（笑）。

クリス：ニナや城勤めの人は偉いわ。これとひとつ屋根の下にいるなんて（笑）。

ギヨーム：ていうか本当にこれが、あの可憐なマリア姫の親族なのかね？（笑）

大悟：威圧感を涼しく受け流し、立ち上がって自己紹介をする。……私は天花寺大悟。日本の旅行者です。縁えんあってマリアグレース姫との知ち遇ぐうを賜たまわり、この国へと参りました。

ＧＭ：「……そうか。で？」彼の瞳には、何の感情も宿っていないように思える。

大悟：しばらく、この国に逗とう留りゆうさせていただきたく存じます。

ＧＭ：（重低音で）「……好きにせい」

大悟：お心遣い、いたみいります。それからこちらの子供は……。

ＧＭ：ギロリとフィンを睨にらみつける。

フィン：ひいっ！　フィ、フィン……です。ははは、と愛想笑い（笑）。

大悟：一応、握手のために手を差し出そう。

ＧＭ：差し出された手を一いち瞥べつするだけで、握手はしない。（超重低音で）「……儂は『好きにせい』と言ったまでだ、東洋人。うぬが如き下げ郎ろうの手を握ることに意味があるとは思えぬ」

大悟：……こりゃ嫌われたかな。苦笑して肩をすくめよう。

ＧＭ：マリアは「伯父様！」と非難めいた声を上げるが、フリードリヒは無反応。

大悟：いいさ、マリア。俺は気にしちゃいない。

フィン：マリア姉ちゃん、よくこの生物に意見できるなあ（笑）。

ＧＭ：フリードリヒはマリアに向き直り、言葉を続ける。「……かように早く戻るとは意外であったぞ、マリアグレース。ともあれ体を休めるがいい」何かを含むような響きがある。

フィン：……こりゃ、完璧に勘かん付づいてるよね。

クリス：オリエント急行やパリでのことは、ナチスから連絡がいってるんでしょう。

ＧＭ：それだけ言い残してフリードリヒは退室する。ニナも、緊張した面持ちで後に続く。

大悟：……ＧＭ。〝第三の眼〟で、奴の本質を観察できるかな？

ＧＭ：例の〝魂の色〟ですな。君が精神を集中した瞬間、焼けつく漆しつ黒こくの闇が見えた。

大悟：なるほど、な。

ＧＭ：「……ダイゴ、ごめんなさい。不ふ愉ゆ快かいな想いをされたでしょう」

大悟：いいや、むしろ興味がわいてきたよ。ニイッと不敵な笑みを浮かべよう。




　強つわ者ものと見れば、ただそれだけで滾たぎってくる。

　それが、俠きよう児じ・天花寺大悟が背負う性さがなのだ。







◆Middle 03◆カフェ・ヴォルスング


Scene Player ─── クリス






　昼下がり。

　街の広場に面したオープンカフェに、クリスとギヨームの姿があった。

　カフェといっても、パリにあるような洒落た代物ではない。

　だが、その清潔で飾り気のない雰囲気は、あらゆる客に安らぎを与えるだろう。




ＧＭ：次は、城外のクリスとギヨームが市内で情報収集するシーンだ。シーンプレイヤーはクリス。場所は……どこにしよう？（笑）

クリス：……人々が集うパブみたいな場所ってありますか？

ＧＭ：そうだな……じゃあ広場に面したオープンカフェがあることにしよう。

クリス：カフェがあるんだ……ちょっと意外（笑）。

ＧＭ：パン屋が軒のき先さきに椅子と机を用意し、菓子や飲み物を提供するって程度だけどね（笑）。

ギヨーム：ふむ……ここは、城に関する街の噂話などを調べてみるかな？

ＧＭ：〈情報：ヴォルスング公国〉または〈情報：噂話〉で判定だね。あと、〈情報：軍事〉の判定で高い達成値を得ると、また別の重じゆう要よう情報が入手できる。

クリス：難しい方はわたしに任せて。

ギヨーム：それじゃあ〈情報：ヴォルスング公国〉で。カフェの店主に話を聞くってところかな……達成値は７。

ＧＭ：それなら、世間話の中から価値ある情報を見つけ出すことができる。大公家の人々は週に一度、日曜のミサの前に城のバルコニーから姿を見せるというのが通つう例れいなんだ。

ギヨーム：ふむふむ。手を振ったりするわけだな。

クリス：でも、マリアはナチスに拉致されて国外にいたから……。

ＧＭ：それが不思議なことに、民と接するのが好きなマリアグレース姫は、つい先日も元気そうなお姿を国民の前に現したそうだ。

クリス：……え？

ギヨーム：それは明らかに変だ（笑）。このカフェの店主とか、その辺りの国民を捉まえて、見に行ったときの話を聞くとしよう。

ＧＭ：では、純じゆん朴ぼくそうな店主が答える。「こないだの日曜も姫様はいらっしゃったよ」

クリス＆ギヨーム：…………。

ＧＭ：「……ここ最近はお体の具合が悪いのか、すぐに引っ込んじまうんだけどな。以前は、わざわざ降りてきて、握手したり子供の頭を撫なでてくれたりしたもんだが」

ギヨーム：すぐに引っ込む、か……ふむ。

クリス：姫様は双ふた子ごだったりするの？

ＧＭ：「いいやぁ。お独ひとりだよ。大公様御ご夫ふう妻ふが亡くなられてからは、摂政様しか肉親がおられんでなぁ。お可か哀わい想そうに」

クリス：（ギヨームの方を向き）……これって、替かえ玉だまがいるってことよね？

ギヨーム：（頷いて）だろうな。

クリス：厄介なものを……。ともあれ、ひとまずそれは置いといて、〈情報：軍事〉の判定をしておきます。《生き字引》を使い、〈意志〉で判定。達成値は16。

ＧＭ：高いね。では、ちょっと離れた席に座ってる若者ふたり組の会話が聞こえてくる。どうやら非番の衛えい視しのようだ。

クリス：急に会話を止めて聞き耳を立てるのも怪しいので、唇くちびるを見て言葉を読み取ったという演出で。ギヨーム、適当に会話してるフリにつきあって。

ギヨーム：わかった。ごく自然な会話をしよう。（世間話をするような口調で）そんでさぁ、姫の替え玉のことなんだけどぉ（爆笑）。

クリス：どこが自然かっ！　そんな話はしません、ていうかさせません（笑）。

ＧＭ：了解（笑）。では、衛視たちの会話を続けよう。「最近の〝あれ〟はどうよ？」「城の地下は神聖な場所だろ？　友好国とはいえ、外国人を入れるなんて」「プライド傷つくよな」

ギヨーム：やあ、実にわかり易い愚ぐ痴ちをこぼしてくれている（笑）。

クリス：テーブルの下で素早く会話内容をメモって、ギヨームに渡します。

ギヨーム：（メモを読む仕草）なるほど。城の地下に何か重要なものがあるんだろうな。

ＧＭ：さて、ここで突然、凜りんとした少女の声が響く。「ちょっとあンたたち！　油売ってるとドヤされるよ！」見れば、通りの向かい側から小柄な少女がわめきながらやってくる。

クリス：……ニナ？

ＧＭ：その通り。ニナに一いつ喝かつされた衛視たちは、「いつも煩うるさいよなおまえは」とかボヤきながら、カフェを出て行った。ニナは、手に買い物袋を抱えている。

クリス：ニナ、あなたはいつも元気ね。

ＧＭ：名前を呼ばれたニナは、君の顔を見て驚いたような顔をする。「ああ、あンたか。クリス、だったよね？」

クリス：ええ。奇き遇ぐうね。

ＧＭ：「そうだね。……隣は？　あンたの男？」

クリス：……ギヨームは確かに男性だけど？　意味がよくわからないという顔をします。

ＧＭ：ニナは呆れたような表情をする。「あンたって、かなりの天然みたいだね……」

ギヨーム：それでは挨拶をしておこう。……私はフランス人だから、フランス風で。あー、お初にお目にかかるマドモァゼルモンマルトル？（笑）

ＧＭ：「あー。フランス語わかるんだモンシェリ？」（笑）

ギヨーム：ウィウィムッシュー！

ＧＭ：「セシボーン？」

ギヨーム：ウィ！

ＧＭ＆ギヨーム：オーゥ!!（笑顔で互いの肩を叩き合う）

大悟：わけわかんねぇよおまえら！（笑）

ギヨーム：……なるほど、酔っ払いに絡からまれていたところを助けたと（爆笑）。

フィン：今ので会話が成立したの!?（笑）

ＧＭ：〝かくかくしかじか〟みたいなものだと考えよう（笑）。

ギヨーム：私はクリスの親しん戚せきということにでもしておくよ。深く突っ込まれるとボロが出るから、話をずらしてくれたまえ。

クリス：ええと……ニナ、あなたはお城に勤めてるのよね。お買い物？

ＧＭ：「まぁね。ちょっと、姫様からの頼まれもの」

ギヨーム：ニナ君、だったね。君はこの国の姫君と近しい立場にあるのかな？

ＧＭ：ニナは苦笑しながら答える。「近しいも何も、あたしは姫様の侍女だもン」

ギヨーム：（少し考え）ちょっと奇妙な質問をするが……最近、姫君に何か変わったことはあるかな？　いや、お加減が悪いのではないかという噂が流れているからね。

ＧＭ：ニナはこめかみ辺りの髪を指先でいじりつつ、ちょっと困ったような表情になるよ。「ん～別にないよ。ご公こう務むが忙しいみたいだから、下しも々じもと遊んでる暇はないんじゃない？」

ギヨーム：ふむ。替え玉がいるとしたら、侍女なら気づくかもしれんと思ったが……。

クリス：あるいは、隠しているということも考えられるわね。

ＧＭ：「ところでさー、あンたらの方は、なんでこんな田舎の小国に来たわけ？」

クリス：ええと、それは……。ちらっとギヨームに目配せする。

ギヨーム：こういった素朴な国を観光するのが趣味でね。

ＧＭ：「優雅なもンだなぁ、このご時じ世せいに。でも、さして面白いトコもないでしょ」

クリス：ううん。あなたみたいなお友達ができたわ。それは面白いことだと思う。

ＧＭ：「……友達？」怪け訝げんそうな顔になる。

クリス：ニナはわたしを助けてくれたでしょう？　小説では、そういうことがきっかけでふたりは厚い友情で結ばれるものよ。

ＧＭ：「はは。お話と一緒にすンなっての。あたしはそういうのは間に合ってるよ」口調は軽いが、ニナの目にはほんの少しだけ疎うとましげな様子がある。

クリス：……気に障ることだったかしら？　ちょっとしゅんとします。

ＧＭ：さて、ふたりとも〈知覚〉判定をしてくださいな。

ギヨーム：達成値３……私はド失敗だな（笑）。

クリス：ここは成功した方が良さそう。《天性のひらめき》を使って、達成値27！

ＧＭ：それは凄い！　クリスは、ニナの顔に僅かな〝ぎこちなさ〟があることに気づく。筋肉の使い方が変というか……整せい形けい手術の後に、つっぱってるような感じかな。

クリス：前の戦争第一次世界大戦の後こう遺い症しよう……？　それにしては、若過ぎるか。

ＧＭ：「どうしたのさ。あたしの顔に何かついてる？」

クリス：なんでもないわ。……どうしよう、直接聞くのは失礼のような気もするし……。

ＧＭ：奇妙な沈ちん黙もくが降りたところで、店先のラジオからローカルニュースが流れてくる。ベルリンオリンピックの記録映画がヴォルスングでも公開されることになって云々。

ギヨーム：ほう、映画か。とりつくろうように話題にすがろう（笑）。

ＧＭ：タイトルは、レニ・リーフェンシュタールの『民族の祭典』だ。これは時代性を表現するための演出なんで、深く気にする必要はない（笑）。

クリス：ドイツの映画なんですよね？　じゃあ、試写会で見たことにしましょう。映像が凄くてなかなか面白かったわよとか、適当に話す。ニナは映画は好き？

ＧＭ：「うーん。あんま見たことないなぁ。芝居とか俳優とか、興味ないんだよね。どんなに上手く演じても、結局は〝本物〟じゃないし」

ギヨーム：……ふむ。面白い物の見方をするレディだな。

ＧＭ：「お姫様が出る映画を見たことあるけど、ありゃダメだ。本物はもっと優雅で、気品に満ちてて、手なんかすごく綺麗でしなやかで……どんなに上手くても本物には敵わない」

クリス：それがニナの哲てつ学がくなのね。

ＧＭ：「テツガク？　難しい言葉は知らない。ともかくあたしは偽モノは嫌いなの。それから、友達とかそういう甘ったるいヤツもね。あンたにゃ悪いけどさ」

クリス：…………。

大悟：さっきのシーンでは、マリアと仲良さそうに見えたんだがなぁ。

ＧＭ：そう語るニナの瞳に、ほんの一瞬、ドロリとしてギラついた輝きが宿る。

クリス：……ニナ？

ＧＭ：「……っとと。お喋りが過ぎたよ。あたし、そろそろ城に戻らなきゃ」

クリス：うん。また今度、お話聞かせてね。

ＧＭ：「友達じゃないって言ったそばからこれか。まぁいいさ。そンじゃ、また」ニナは苦笑しつつ、この場を立ち去る。

クリス：あの子、なんだか危うい気がする……。

ＧＭ：クリスの胸に不安を残しつつ、このシーンは終了だ。






ベルリンオリンピック　一九三六年、ベルリンで開催された第十一回オリンピック。ナチスのプロパガンダとして利用されたという一面を持つ。

レニ・リーフェンシュタール　ドイツの女性映画監督。一九〇二年～二〇〇三年。非凡な才能を有していたが、ナチスの協力者として長きに渡る誹謗の対象となった。

民族の祭典　ベルリンオリンピックの記録映画。その映像美は高く評価されている。










◆Middle 04◆深き淵ふちへ


Scene Player ─── フィン






　城内の燭しよく台だいに、次々と灯あかりが点されてゆく。

　大悟とフィンは、与えられた客室で「これからのこと」について相談していた。




ＧＭ：そんでは再び城内のシーン。シーンプレイヤーはフィン。同時に大悟も登場。

フィン：マリア姉ちゃんも一緒にいるんだよね？

ＧＭ：ちゃんといるよ。夕食も済み、夜も更ふけてきた頃と思ってくれ。

クリス：……ＧＭ、わたしも登場していいですか？　城の地下に何かがあるという情報を大悟たちに伝えたいです。

ＧＭ：登場するのはいいが……君が城内に入ると色々と問題があるんじゃないかな？

クリス：それについては演出を考えました。わたし自身は城外にいるんですが、そこからランプの光をモールス信号のように使って知らせるというのはどうでしょう？

大悟：おっ。洒落しやれた登場だな（笑）。

ＧＭ：面白いことを思いつくな。特殊だけど許可しよう。侵蝕率は上げといてね。

クリス：はーい。

ＧＭ：あと、その光こう線せん信しん号ごうは他の人間の目にも明らかだけどいいかな？　通信内容はわからなくても、なんか合図を送ってる奴がいるってことはバレるよ。

クリス：覚悟の上。これはなんとしても伝えたい情報なんで。

ＧＭ：わかった。では、それに気づくのは……シーンプレイヤーだし、フィンがいいかな。

フィン：あい。定期的に市内の方を見るようクリスと打ち合わせていたということで。

ＧＭ：んじゃそういうことで。クリスから暗号化された光線信号が───

クリス：（真面目な表情で）シ・ロ・ノ・チ・カ・ニ・ナ・チ・ス・イ・ル・ゾ。

ＧＭ：暗号化してねーっ!?（爆笑）

フィン：わかり易いから、受け取る方は嬉うれしいよ（笑）。

クリス：……と、冗談はさておき。最低限の暗号化はしておきます。

ＧＭ：真面目な顔だったんで本気かと思った（笑）。ともあれ、フィンは無事、城の地下でナチスが何かを行っているという情報を手に入れることができた。

フィン：ありがとークリス。じゃあ大悟兄ちゃんたちにも話すよ。

大悟：城の地下、ねぇ。……マリアに、地下のことを訊ねてみよう。

ＧＭ：話を聞いたマリアは、彼女にしては珍めずらしくあからさまに眉をしかめている。

大悟：どうしたんだ？

ＧＭ：「地下には、公家の先祖を祀まつる石せき碑ひがあります」

フィン：石碑……。

ＧＭ：「あそこは大公か、あるいはそれに準じゆんずる者の許可なくば決して立ち入ってはならない場所なんです。それなのに……」

大悟：ナチスが我が物顔で歩いてるってか。そりゃ確かに腹も立つな。

フィン：……あのフリードリヒって摂政がこっそり許可を出したんじゃない？

大悟：だろうな。俺もそう思う。

ＧＭ：マリアもそれには薄うす々うす気づいてるので、表情を沈ませる。「伯父様……どうしてそんなことを……」

大悟：しかし、なんでナチスが人様の墓を調べる必要がある？

フィン：順等に考えると、秘宝と関係があるってことだよね？

ＧＭ：「……ごめんなさい。私には、よくわかりません」

大悟：これは直に調べに行きたいところだが、マリアをひとりにするわけにもいかんよな。

フィン：僕が行って来るよ。たまには情報部員らしいトコを見せたい（笑）。

大悟：俺はそれで構わんが、マリアは地下に入り込むことを許してくれるかい？

ＧＭ：それについては快諾してくれる。もう真名まで伝えた相手だしね。

大悟：なるほど。……それじゃフィン、頼むぞ。

フィン：うん、じゃあ行って来る！

ＧＭ：では大悟とマリアはシーンから退場。このままフィンの潜入シーンを演出しよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：地下への階段は、城内でも普段は使用されることのない区く域いきにある扉の、そのまた奥にある。辺りを、衛視とは異なる黒服の男たちが巡回している。

フィン：誰だこいつら？

ＧＭ：よく見ると、襟えりに鉤十字とＳＳの徽き章しようをつけている。

フィン：ナチス！　こんなとこをうろついてたか……。僕、見つかるとマズいよね？

ＧＭ：かなりね。では〈隠密〉判定をしていただこうか。見張りの〈知覚〉に勝利すれば、見咎められずに中へ入り込める。

フィン：ええと……達成値８。

ＧＭ：こちらは達成値７。惜しいところで負けたな。

フィン：危ねーっ！　ギリギリのところで、トランクから変なアームを伸ばして天井にへばりついてやりすごそう。

ＧＭ：見張りをやり過ごして部屋に入ると、彫ちよう刻こくの施ほどこされた石柱が幾いく本ほんも立っている。その中心に、地下へと続く階段を発見する。

フィン：よーし、慎しん重ちように降りて行こう。

ＧＭ：うむ。そうやって長い長い階段を下りていくと、やがて広い半はん球きゆう状じようの空間に辿りついた。そこには、高さ三ｍ程の黒い石板状のオブジェが、無数に、かつ整せい然ぜんと並んでいる。

フィン：なんだこりゃ？　これが秘宝？

ＧＭ：んで、そこかしこに計測機器のようなものが置かれ、白衣を着た研究者風の男たちが忙しく動き回っている。なお、全員ナチスの徽章をつけている。

フィン：ナチス……。変な魔術とか使う奴がいませんように（笑）。

ＧＭ：そんなに少佐が忘れられないか？（笑）ちなみに、幾つか大きめのテントが張られているよ。研究者の動向から、そこに書類やら資料やらが置かれているらしいことがわかる。

フィン：研究者たちの様子は？

ＧＭ：みんな忙しそう。今なら見つからずに忍び込めそうかな。

大悟：行っちゃえ行っちゃえ（笑）。

フィン：よし、じゃあ忍び込む！

ＧＭ：ん。テントの中には机と椅子があり、書類や本、メモといったものが散さん乱らんしてる……ここで秘宝に関する情報収集ができるよ。

クリス：ここはかなり重要そうね。頼むわ、フィン。

フィン：任せといてよ……って、どの技能で判定すればいいの？

ＧＭ：〈情報：神秘〉か〈知識：ムー〉（笑）。達成値が高いほど有用な情報が手に入るよ。

フィン：ンな技能はない！（笑）……計測機器ってのを《タッピング》で調べられる？

ＧＭ：《タッピング》は無効だよ。この装置自体に情報の記憶領りよう域いきは存在しない。

フィン：それじゃあ【社会】の能力値だけで勝負！　……クリティカルして12！

ＧＭ：十分な達成値だな。では、様々な情報を入手できる。最初にわかるのは、アーネンエルベ内部で使用されている、一連の計画名だ。

フィン：どんなの？

ＧＭ：〝エルダの恵めぐみ〟、と書いてある。




　───エルダの恵み。

　それこそは、アーネンエルベがヴォルスング公国において遂すい行こう中ちゆうの計画名であり、同時に彼らが入手せんと目もく論ろむ〝ムーの秘宝〟につけられたコードネームである。

　エルダとは、北欧神話における地ち母ぼ神しんフョルギンのドイツにおける別名である。

　豊ほう穣じようの女神の御み名なを冠かんするこの計画、一体如い何かなる秘密が隠されているのか!?




フィン：どんどん読み進めていこう。

ＧＭ：実はまだ、ナチスも秘宝本体にまでは辿たどりついていない。この部屋のさらに〝奥〟に行くための条件が揃っていないようだ。

クリス：条件……マリアの真まこと名な？

大悟：だろうな

フィン：するってーと、あの石碑は秘宝じゃないわけね。

ＧＭ：続いて、秘宝の能力に関する推すい論ろんも記されているよ。

フィン：読む読む！　それ、超重要！（笑）

ＧＭ：「生命体の情報を記録し、活かつ性せい化かや再さい構こう築ちくを行う能力を有する」とある。

フィン：…………へ？

ＧＭ：また、「これを人体に用いることにより、容易に〝超人〟へと造り変えることも可能であろう」とも記されている。

クリス：……超人!?

ギヨーム：なにやら物騒な話になってきたな。

フィン：つまり、〝エルダの恵み〟っていうのは……？

ＧＭ：わかり易く説明しよう。つまり、オーヴァード量産機械だ。これを用いれば、いかなるシンドロームを発はつ現げんさせるも自由自在!!

一同：えええぇぇぇぇぇっ!?

ＧＭ：これがナチスの手に落ちれば、彼らは簡単に超人兵士クラスの戦闘生物を量産することができるようになるね。

フィン：マジかよ……と震えがくる。

ＧＭ：なお、書類の最後には、この計画に深く関わっているキーパーソンの名が記されている。その人物のコードネームは〝終末の狼フエンリル〟。

ギヨーム：終末の狼!?　それは、私の予言書に記された名だ！

ＧＭ：そして本名は……フリードリヒ・フォン・ヴォルスング。

フィン：これは予想通りだ。とにかくみんなに知らせないと……。

ＧＭ：そこで、君はテントに近づく足音に気づく。再び〈隠密〉判定ね。

フィン：よしっ、クリティカルして達成値18！

ＧＭ：こちらは２個クリティカル……またクリティカル……なんと達成値25！

一同：げげっ！

ＧＭ：研究員は君に気づき、「侵入者だーっ！」と叫ぶ。

フィン：しまった！　すぐに逃げ出す！

ＧＭ：では、君が駆け出したところで一旦シーンは終了だ。




　相手が只のひとりであれば対処のしようもあるが、ここは敵てき陣じん真っ只中。

　逃げるが勝ちとばかりに駆け出すフィン少年。

　さて、その運命や如何に!?







◆Middle 05◆明日の夢ゆめ


Scene Player ─── 大悟






　〝姫君の私室〟

　そう聞いて、世の人はいかなる部屋を思い浮かべるだろうか。

　あるいは豪ごう奢しやな内装。あるいは壮そう麗れいな調度品。

　だが、何事にも例外はある。例えばそれは、ヴォルスング公国の姫君の私室───




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは大悟。フィンのピンチを知る由よしもない大悟は、マリアの私室で彼女の警けい護ごに当たっている。

フィン：助けてー（笑）。

大悟：頑張れよ坊主。おまえは強い子だから大丈夫さ。

フィン：説得力ねーっ！（笑）

ＧＭ：さて、マリアの部屋には車の模も型けいやスイス製の時計、鉄道写真といったものが所狭せましと並べられている。あまり〝お姫様の部屋〟という感じはしない。

大悟：さすが機械マニア（笑）。やっぱとっ散ちらかってるのか？

ＧＭ：侍女のニナが定てい期き的てきに掃除をしているので、そこら辺は大丈夫とのことだ（笑）。

大悟：なるほど。……どうしてマリアは機械好きになったか聞いてみよう。

ＧＭ：嬉き々きとして答える。「生まれて初めて車に乗った時のことって覚えてますか？　風のような速さで野山を駆け抜け……見知った世界が一変したかのように思えました」

大悟：おお、なんだか目をキラキラさせながら語っている様子が目に浮かぶ（笑）。

ＧＭ：「自動車、鉄道、飛行船、船舶……いずれも人間の叡えい智ちが生んだ素晴らしい発明です。いつか、夜空に浮かぶ月や、その更に先に行くことだって夢じゃないかもしれませんよ？」

大悟：月！　この時代だとまさに夢物語だよな？

ＧＭ：そうですね。フォン・ブラウン博はく士しが月にアポロ十一号を送り込むのは、三十年ほど後のことですから。

大悟：月に行くなんて、まるでヴェルヌのＳＦだな……と楽しげに答える。

ＧＭ：「今はそうですね。神様は私たちに翼つばさはくださらなかったけれど、翼を作り出す知恵は授さずけてくださいました。だからきっと、あの月にも、そしてその先へもきっと届きます」

大悟：君みたいに風変わりな趣味のお姫様には初めて会うよ。

ＧＭ：「……趣味で終わらせるつもりはないですよ」

大悟：ほほう。詳くわしく聞かせて欲しいな。

ＧＭ：「ここは自然豊かで平和な、素晴らしい国です。不思議と疫病や災害も起こらず……本当に神様に守られているかのような気さえしてきます。けれど……」

大悟：けれど？

ＧＭ：「鉄道が通れば、飛行機が飛ぶようになれば……つまり、国が近代化すれば、国民の誰もが行きたい場所へ自由に行けるようになる。それはとても素敵だと思いません？」

大悟：……ああ、素敵なことだな。けど、良い面ばかりじゃないぜ？

ＧＭ：「もちろん、弊へい害がいもあるでしょう。けれど、〝外〟の世界の広大さ、多た様ようさを知ることは、国と人にとって大事なことだと思うんです」

大悟：……この国の近代化は、君の〝夢〟なんだな。

ＧＭ：「夢……。そうですね、それが私の大事な夢です」

大悟：立派な夢だ。君が大公になったら、それが叶うといいな。

ＧＭ：「……ねぇ、ダイゴ。フリードリヒ伯父様の夢はなんなのでしょうね」

大悟：少なくとも、君のそれとはかなり趣おもむきの異なる……少しばかり物ぶつ騒そうな夢なんだろうな。

ＧＭ：マリアは表情を曇くもらせ、俯うつむいてしまう。

大悟：そうだ、彼女に聞いておきたいことがある。

ＧＭ：何かな？

大悟：マリア。君はこれからどうしたい？　伯父さんと事ことを構えてでも、この国を取り戻したいか？　……そんなことを訊ねてみる。

ＧＭ：マリアは少し考え込み、やがて顔を上げる。躊躇ためらいがちに「私は……」と言いかけたところで、異変が起こる。

大悟：なんだ？

ＧＭ：部屋の外から、銃声や怒号が響く。どうやら侵しん入にゆう者しやがいたらしい。

フィン：……僕？

ＧＭ：そうだよ。ではここでフィンに登場してもらおう。君はナチスの黒服連中の追つい跡せきを振り切り、なんとかマリアの部屋に逃げ込んでくることができた。

フィン：その部屋のバルコニーに登場するよ。（窓を叩く仕草）部屋に入れて～（笑）。

ＧＭ：マリアは窓に駆け寄り、すぐに君を迎え入れてくれる。

大悟：フィン、無事だったか！

フィン：ごっめーん！　深いトコまで調べることができたんだけど……見つかっちゃった。

大悟：顔は？

フィン：見られた……のかな？（ＧＭを見る）

ＧＭ：そりゃもうバッチリと。マスクしてなかったし、背格好が特とく徴ちよう的てきだからね。

フィン：ビビって慌あわてふためいてます。これはマズい、マズいよ。いや、もっとマズいものが地下にあるんだけど、今は僕の置かれた状況の方がヤバいわけで……。

ＧＭ：そうこうしていると、部屋の扉がノックされる。侵入者ということで、衛視もマリアの無事を確認しに来たようだ。

フィン：あわわわわっ！　素早くベッドの下に潜り込む！

ＧＭ：衛視は、応対に出たマリアが上手く追い返してくれるよ。今のところは安全。

フィン：マリア姉ちゃん、サンキュー。

大悟：けど、かなり騒ぎが大きくなったのは痛いな。

ギヨーム：ふぅむ……そろそろ、そちらのチームも城から出た方がよくないかね？

クリス：直接会って情報交換をしたいし、一旦合流しましょう。

大悟：摂せつ政しようさんの面は拝んだ、城の中の状況は把は握あくした、んでもって地下にヤバいものがあることもわかった。……見るべきほどのことは見たってとこか。

ＧＭ：どうする？　城を出る？

フィン：出よう出よう。ていうか、僕はもう城内をうろつけそうにないし（笑）。

大悟：……よし、城から逃げよう。もちろんマリアも連れてな。

フィン：じゃあ、信しん号ごう弾だんを打ってクリス姉ちゃんたちに知らせておこう。

ＧＭ：城を出るという話を聞くや否いなや、マリアが瞳をキラキラと輝かせながら話し始める。（嬉しそうな口調で）「逃げるには、やっぱり車が欲しいですよね？　ね!?」

大悟：なんで嬉しそうなんだ？（笑）まぁ、車でもなんでも、足は欲しいとこだな。

ＧＭ：「城のガレージに公家所有の車があります。これをご覧らんください」マリアは写真を取り出し、君たちに見せる。こんな写真ね（写真を取り出し、テーブルの上に置く）。

ギヨーム：おお、ＧＭ小道具（笑）。

クリス：毎回あれこれと用意してくれますねー。

ＧＭ：雰囲気って重要っしょ？　なお、これらはいずれも一九三八年当時に実在した車だ。マリアはやや早口になって各車の説明を始める（笑）。




「フォルクスワーゲンってご存ぞん知じ？　まだ正式には発売されてない最新のドイツ車ですよ」

「こちらが、イタリアはフィアット社が一九三六年に放った傑けつ作さく！　その名もトポリーノ！」

「そしてこれが！　メルセデス・ベンツの生んだ美しき獣けもの！　一九二八年型ベンツＳＳＫ！　六気筒七〇〇〇㏄、二〇〇馬力、最高時速一九二㎞の怪かい物ぶつですっ!!」

　普段の清楚で可か憐れんな雰囲気からは想像もつかぬ、矢や継つぎぎ早ばやで熱い口調！

　大悟とフィンは、その勢いに圧倒されるほかはないのであった。




フィン：姫、またキャラ変わってるぞ（笑）。

ＧＭ：うむ（笑）。というわけで、ガレージで好きなのを選ぶようにとキーを渡される。

フィン：それぞれ違いがあんの？

ＧＭ：ワーゲンとトポリーノは〝乗用車〟、ベンツは〝高級車〟として扱うよ。

大悟：（ベンツＳＳＫの写真を見ながら）この長細い車、どっかで見たような……。

ＧＭ：『ルパン三世』が作中で乗ってる車です（笑）。

大悟：おー。そういえばそうだ。

フィン：これに乗ろうよ！（笑）（ルールブックを見て）こっちの方が装甲が厚いし。

大悟：んじゃ、それにしよう。

ＧＭ：鍵と一緒に、ここからガレージまでの目立たない移動ルートの地図が渡されるよ。

大悟：マリアが案内してくれるんじゃないのか？

ＧＭ：「先にガレージに向かってください。城内は衛視の方々の監かん視しが厳しくなっていますから、私が気を引いておきます」

フィン：一旦離れるの？　……不安だなぁ。

ＧＭ：「ニナにも一緒についてきてもらいますから平気です」

大悟：侍女ったって、腕っぷしが強いわけじゃないだろうに。

ＧＭ：「大丈夫。私とニナはとっても息が合うんです。ふたりで協力すれば、楽勝です」

クリス：確かにニナならそれくらいやってのけそう……あ、でも。

大悟：どうした？

クリス：ニナが、オープニングで黒服と一緒だったのが気になって。それとなくマリアに聞いてみます。

ＧＭ：「ああ、本人もボヤいてましたよ。『あの人たち、あたしら下働きの行動まで管理しようと煩いんですよー』って」

クリス：……なるほど。

大悟：そんじゃここは、姫さんの計画に乗るとするか。

ＧＭ：「じゃあ、時間を決めましょう。ここからガレージまでは五分として……そうですね、ダイゴたちが到着してから十五分経っても私が姿を現さなかったら、助けに来てください」

大悟：ああ、わかった。

ＧＭ：では、マリアは動き易い服に着替えるために隣室のニナを呼んだ。君たちと入れ替わりで入ってくるとき、ぺこりと一礼する。

大悟：姫をよろしく頼むぜ、といって肩を叩く。

ＧＭ：大体の事情を察したニナは、「任せといてよ。姫の気紛れには慣れてるからねぇ」と言う。こめかみ辺りの髪の毛を指先でいじりながら、苦笑してる。

大悟：じゃあ、また後でな。言い残して、フィンと一緒に部屋を出よう。

フィン：衛視の方はよろしく頼むよ。じゃーねー。

ＧＭ：では、マリアの部屋を出てガレージに向かった……というところで、シーン終了。

フィン：僕はマリアにロイスを結んでおく。メカフェチっぷりに親近感を覚えた（笑）。






ヴェルヌ　ジュール・ヴェルヌ（一八二八年～一九〇五年）。フランス人のＳＦ作家。『月世界旅行』や『海底二万マイル』といった世界的に有名な作品を数多く残す。










◆Middle 06◆夜よ闇やみの刃やいば


Scene Player ─── ギヨーム






　城で起こりつつある騒ぎを余よ所そに、街は夜の静せい寂じやくに包まれていた。

　街まち外はずれにある空き家の一室に、ギヨームとクリスの姿はあった。

　だが、その身に起ころうとしている危き機きに、彼らはまだ気づいては……いない！




ＧＭ：さて、次のシーンプレイヤーはギヨーム。城下町の空き家に身を潜め、大悟たちが潜入した城の様子をうかがっているところだ。クリスも登場可能。

クリス：はい。いつでもライフルを撃てるようにしておきます。

ＧＭ：しばらくは特に変わった動きもなく、あくびのひとつも出ようかという頃……城の上空に、パァッと白い光が灯った！

ギヨーム：……さっきのシーンの信号弾かな？

ＧＭ：そう。フィンが放った物だ。何なに事ごとかが起こったらしい。

ギヨーム：動いたか。では早速、城へ向かおう！

クリス：こくりと頷き、立ち上がります。

ＧＭ：ここでふたりとも〈知覚〉判定をしてくれ。目標値は……（ダイスを振る）13だ。

ギヨーム：〈知覚〉？　まぁ、何が起こるのか大体の予想はつくが……判定失敗。

クリス：わたしもダメでした。

ＧＭ：そうか。家の中へ静かに侵入してくる一団がいるのだが、君たちはそれに気づけない。

ギヨーム：……これって、どう考えても敵だよな？（笑）

ＧＭ：そうだよ。ふたつ前のシーンで、城に発光信号を送っていたのがバレたでしょ。

クリス：覚悟はしてました（笑）。

ＧＭ：それでは突然、扉を蹴け破やぶって何者かが侵入してきた。君たちの姿を確認すると、問答無用で持っていた短剣で斬きりかかってくる。まずはギヨームを狙って、達成値14。

ギヨーム：《氷壁》＋《ブレインコントロール》で対抗しよう。

ＧＭ：これは不ふ意い打うちなんで、リアクションのクリティカル値に＋１されるよ。

ギヨーム：キツい！　……が、なんとか達成値18。空中に光り輝く魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、その攻撃を跳はね返す！

ＧＭ：ふむ。予想外の妨ぼう害がいをされたんで、彼らは戸惑っている様子だ。

ギヨーム：覚えておきたまえ、防御結界は魔術師の嗜たしなみというものだ（笑）。

クリス：……これは戦闘になりますか？

ＧＭ：この場に留まるなら正式に戦闘ラウンド開始となるが、今なら逃げ出すことも可能。

ギヨーム：すぐに天花寺たちのところへ向かうか、それとも雑ざ魚こを倒してからにするか……。

クリス：（レコードシートの侵蝕率欄らんを眺めて）こんなところで余計な侵蝕率は上げたくないわ、ギヨーム。

ギヨーム：……ならば逃げるか。クリスを抱えて、窓から華か麗れいにジャンプ！




　窓硝子ガラスの割れる音が、夜のしじまを引き裂いた。

　ほんの僅わずかの間、ギヨームたちを浮ふ遊ゆう感かんが包む。

　着地！

　そしてふたりは、城の方へと向けて駆かけ出すのだった。







◆Middle 07◆奔ほん馬ばが如ごとく


Scene Player ─── 大悟






　ガレージに整然と並ならべられた何台もの車は、月明かりを受け美しく輝かがやいていた。

　車の影かげに潜ひそむ、ふたつの影。

　大だい悟ごとフィンである。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは大悟。全員登場可能だ。場所は、公家の車が止められているガレージ。ここまでは見つからずに来ることができた。

フィン：マリア姉ちゃんは？

ＧＭ：もうすぐ約束の十五分が経けい過かしようとしているが、まだ姿すがたを見せない。

フィン：どうする、兄ちゃん？

大悟：……来なきゃ、強引に迎むかえに行くまでさ。少々騒さわぎは大きくなるが、それも面白いってもんだろう？　快男児っぽい不敵なスマイルを浮かべる（笑）。

フィン：相変わらずかっこいいなぁ（笑）。

ＧＭ：ややあって、タタタッと駆かけて来るマリアの姿すがた。

フィン：無事だった！

ＧＭ：……その後ろからは、黒服を着た男たちが追いすがってくる（笑）。

フィン：あいつら見たことある！　ナチだ!!

大悟：フィン、エンジンをかけろっ。

フィン：アイアイサーッ！　ベンツに乗り込みます。

ギヨーム：少年は運転できるのかね？

フィン：実は〈運転：車〉を持ってるんだ。運転席に乗り込むと、トランクからアームが出て、アクセルとブレーキのところまで伸のびる。チビでもこれなら大だい丈じよう夫ぶ（笑）。

ギヨーム：なるほど（笑）。

ＧＭ：マリアは大悟のそばに息せき切って駆かけ寄ってくる。

大悟：危機一髪だったな。彼女を抱だきかかえて、車に乗り込む！

フィン：即座に車を発進させるよっ！

ＧＭ：一気に加速したベンツは、瞬またたく間に城を抜け丘おかを下り、市街地へと入る。後ろからは、二台の車が君たちを追跡中。

大悟：やれやれ、簡かん単たんには逃にがしちゃくれないようだな。

フィン：見ようによっちゃ、僕たちお姫ひめ様さまの誘ゆう拐かい犯はんだよ（笑）。

大悟：違ちがいない（笑）。

ギヨーム：では、車が市街地に入ったところで、横合いの道から合流しよう。

ＧＭ：徒歩、というのもなんだから、君たちも乗り物を使ってていいよ。

ギヨーム：個人的には馬に乗って颯さつ爽そうと登場したいな。

クリス：あ、確かにちょっとイイ感じね。絵的に（笑）。

ＧＭ：……ふむ。この国なら適当な馬車から馬を拝借することもできるな。じゃあ、『アルターライン』に収録されている〝馬〟を使ってくれ。ふたりで一頭ね。

ギヨーム：ありがたい。では、私とクリスが馬に乗って登場しました。

クリス：パカラッパカラッパカラッ！（←馬の足音）

ギヨーム：やぁ天てん花げい寺じ。相変わらず君の行くところには騒さわぎがあるな。

大悟：へぇ、間がいいな。助けに来てくれたのかい？

ＧＭ：ところがどっこいギヨームたちの後ろには、猛もう烈れつな勢いきおいで迫せまり来る二台の車。

フィン：そっちも追われてんのー!?

ギヨーム：先ほどのシーンに出た襲撃者か。

クリス：止むを得ないわ。可か及きゆう的てき速やかに排はい除じよしましょう。

ＧＭ：それでは戦闘ラウンド開始だ。まず大悟たちのベンツと、クリスとギヨームが乗る馬がそれぞれ独立したエンゲージ。それを後ろから追う敵の車のエンゲージがふたつ。それぞれ、Ａ・ＢとＣ・Ｄの二台ずつで構成されている。

大悟：俺たち、車に乗ってるんだよな。データは変わるのか？

ＧＭ：大悟たちは〝高級車〟、クリスたちは〝馬〟に乗っているものとして扱う。操縦者はイニシアティブにペナルティが入るのをお忘れなく。

フィン：うっげ～。かなり遅くなるよ！

ＧＭ：敵はすべて〝エネミー：兵器〟として扱うので、イニシアティブ修正は受けない。

フィン：いいなぁ（笑）。

ＧＭ：なお、夜の街は無人状態なので、一般人を巻き込む心配はないよ。

ギヨーム：それはありがたいな。

大悟：いっちょ派手にやるとするかい！




◆第１ラウンド

ＧＭ：それでは戦闘ラウンド開始。一番速いのはクリスだね。
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クリス：スカートをはためかせ、両りよう腿ももに分ぶん割かつして括くくりつけておいたライフルを取り出す。一いつ瞬しゆんで組み立て作業を終え、武器の準じゆん備び完かん了りよう！

ギヨーム：馬上の射しや手しゆ、竜りゆう騎き兵へいだな。

クリス：わたしたちを追ってる奴らから落とすわ。ギヨーム、手た綱づなをお願い。

ギヨーム：（手綱をひくような仕し草ぐさをしつつ）手早く済すませてくれよ、レディ。

クリス：任まかせて。ＣとＤに範囲攻撃、達たつ成せい値ち16。

ＧＭ：〈回かい避ひ〉は14と８か。両方とも命中だ。

クリス：[image: ]㎜の弾だん丸がんを叩たたき込こみ、ダメージ22点。

ＧＭ：装そう甲こう値ちを引いて……ダメだ、ＨＰ０になった。

クリス：では、タイヤを撃うってパンクさせるという演えん出しゆつで。平和な街中で大だい事じ故こを起こすのは気が引けるから（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。ＣとＤは派手にスピンしつつ、路地に積まれた木箱の山に突つっ込んで停てい止しした。

フィン：やった！

ＧＭ：いきなり戦力半減か。だがくじけずにＡとＢの行動。

フィン：本当なら僕の方が早いのに！　イニシアティブ修正、キツー！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ、ではいくぞ。ＡとＢの屋根がカパッと開き、そこからごっつい機き関かん銃じゆうがコンニチハ。

大悟：うおっ、また変な仕掛けが！（笑）

ＧＭ：どちらもベンツＳＳＫに狙いを定める。「姫ひめには当てるな、しかし全員に当てろ！」

ギヨーム：その命令、矛む盾じゆんしてないか？（笑）

ＧＭ：細かいツッコミを黙もく殺さつしつつ、Ａの達成値は19。大悟とフィンが対象ね。

ギヨーム：その程てい度どなら《氷壁》で妨ぼう害がいを……ギャァッ！　出目が酷い。失敗だ。

大悟：《電光石火》を組み合わせて回避！　クリティカルして達成値20。所しよ詮せん銃弾は直線運動、空気の流れを読めば、簡かん単たんに避よけられるのさ（笑）。

フィン：近くの超人を羨うらやましく眺ながめつつ、達成値２（笑）。

大悟：２!?

フィン：車は回かい避ひにも修正がかかるんですよ。そんなわけでダメージ来やがれ！（笑）

ＧＭ：出目が悪い……たったの12点。銃弾の雨がベンツのボディを削けずり取っていく。

フィン：車の装甲値を引いて……ＨＰ半はん減げん。痛いたい痛い痛いっ！

ＧＭ：そこへＢが追い討うちをかける。達成値は11。

大悟：軽く避けてる。

フィン：ド命中。

ギヨーム：うーむ、エンゲージしてれば庇かばえたんだが。君から貰もらったリアクティブアーマーを試ためしてみたかったなぁ（笑）。

フィン：チクショー、自分で使えばよかったー！（笑）

ＧＭ：そしてダメージはでかい。21点。ベンツはもうベコベコだな。

ギヨーム：あれだけ弾たまを喰くらって動くとは、ドイツ車はすごいな。

クリス：でも、フィンが死にそうよ（笑）。

フィン：ていうかＨＰ０！　《リザレクト》！　トランクから緊きん急きゆう蘇そ生せい用ようの電でん撃げきが走る。

ギヨーム：電撃で傷きずまで癒いえるとは、さすが大英帝てい国こくの科学力（笑）。

大悟：次は俺の番だな。呼こ吸きゆうのリズムを整えて、座すわったままの体たい勢せいでジャンプ！　やってることは、マイナーアクションで車Ａに飛び移うつるってだけなんだが（笑）。

ギヨーム：飛んだーっ!?　奴やつは鳥か!?（笑）。

ＧＭ：猛もう烈れつな勢いきおいで、大悟と後続車両との距きよ離りが縮ちぢまってゆく！

ギヨーム：（いきなり敵兵１）「バカめ、轢ひき殺してやるぜぇぇぇ！　ヒヒッ！」（笑）

クリス：（いきなり敵兵２）「あーあ、ハンスがハンドルを握にぎったら、血を見るまでおさまらねぇんだ！」（爆笑）

大悟：そんな物ぶつ騒そうな運転手がいるかっ！（笑）

フィン：……ていうか、一話に続いて今回も敵の雑魚はハンスなのか（笑）。

ＧＭ：まぁ、ごく一般的な名前だからな。さて大悟、メジャーアクションを。

大悟：ああ、そうだった（笑）。《浸透撃》＋《電光石火》で……おおっ!?　クリティカルしまくって……しまくって……しまくって……達成値63っ！

一同：すげーっ！

ＧＭ：なんのそれしきぃぃぃっ……ダメでしたーっ！

大悟：ダメージは32点、装甲無視。裂れつ帛ぱくの気合いと共に、車の真ま正しよう面めんから拳を叩き込む！

ＧＭ：それは……耐えられん！　車Ａは砲弾の直撃を受けたかのように潰つぶれ、停止する。

クリス：目を見張って驚おどろきます。まさか、疾しつ走そうする車を素手で!?

ギヨーム：やれやれ、あれは功夫クンフーとかいったか？　あそこまでいくともはや魔法だな。

ＧＭ：さて、残るはＢのみ。

フィン：撃うたれた痛いたみを倍返ししてやるぞー。《鋼の馬》＋《ＭＡＸボルテージ》で電撃体当たり攻撃ー！　達成値48っ！　ダメージは40点!!

ＧＭ：どわぁーっ！　衝しよう突とつと電でん撃げきによってＢの操そう縦じゆう系けい統とうが大たい破は。コントロールを失い、派は手でに迷めい走そうした後、横転！　追手は全滅だ。

フィン：ひゃっほー！　ザマァみろっ！

ＧＭ：眼がん前ぜんで繰くり広げられた人外アクションの数々に、マリアは呆ぼう然ぜんとしている。

大悟：今いま更さら驚おどくほどのことでもないだろ？

ＧＭ：「え……ええ、そうですね。でも……すごい……」

フィン：ここで我われに返って、傷きずの痛みに気づこう。痛いー！（笑）

ＧＭ：フィンの様子を見て、マリアは提案する。「……郊こう外がいにある湖のほとりに、公家が所有する館があります。一いつ旦たん、そこに隠かくれて休みましょうよ」

大悟：そうだな。車はボロだし、ギヨームたちの馬もそろそろ限げん界かいだろう。

ＧＭ：かくして君たちは市外へと逃にげ延のびるのだった……というところでシーン終了。







◆Middle 08◆仮か面めんの下の想おもい


Scene Player ─── クリス






　その瀟しよう洒しやな館は、深い霧きりに包まれていた。

　夜明けから随分と時は過ぎたが、ヴォルスングの地を覆おおう霧は一向に晴れない。

「灰色な曇くもった朝が、懐かしい野畑を包んでいる。私を囲む世界は、深いもやに閉ざとざさ

れている───」

　敬けい愛あいするゲーテの詩を口ずさみつつ、クリスは窓の外を眺ながめていた。

　瞳に映るは、乳にゆう白はく色しよくの世界。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはクリス。マリアの案内により、君たちは公家の所有する別べつ邸ていのひとつに逃げ込んだ。前シーンから一夜明け、ヴォルスング全体が深い霧に包まれている。

クリス：追手は？

ＧＭ：今のところ、その気け配はいはない。

クリス：霧にまかれて、彼らも今日はおとなしくしているのかしら……。

大悟：……さて、これからどうするかを話し合うとするか。マリアは今、どうしてる？

ＧＭ：君たちと同席している。昨日の活かつ劇げきで疲れたのか、今日は言葉少なだ。

フィン：お姫様さらっちゃったんだよねぇ（笑）。城は大騒ぎかな？

ギヨーム：……おそらく、それはないだろう。

大悟：そりゃまたどうして？

ギヨーム：おそらく、姫には替え玉が存在しているからだ。

フィン：替え玉!?　と大きな声を上げて驚いておく。

クリス：街で聞いた話では、マリアの留守中も〝姫様〟はちゃんと国民の前に姿を見せていたそうよ。

ＧＭ：それを聞いたマリアは、驚いたような表情をする。「まさか……偽者がいるなんて」

フィン：フリードリヒが用意したのかねぇ。

大悟：もしくはナチスってとこだろうな。だが、城内にそれっぽい容よう姿しの奴なんていたか？

ＧＭ：大悟もフィンもそんな人間を見た覚えはない。判定の必要もなく断言できる。

一同：うーん……。

フィン：ねぇねぇ。そっちのことも気になるけど、城の地下で連中がやろうとしてることの方が重要じゃない？　といって、僕が地下で見たことを全部話すよ。

ギヨーム：〝エルダの恵み〟か……。そのようなものが、城の地下に埋まっているのか。

クリス：エルダ……北欧神話に登場する地ち母ぼ神しんの名前ね。生命や豊ほう穣じようを司つかさどっている。

ＧＭ：おおっ。〈情報：神秘〉で判定してもらおうと思ったが、その必要もないな（笑）。クリスの説明で合っているよ。

ギヨーム：さすがだ。魔術師の私より詳しいとは（笑）。

クリス：アーネンエルベで学んだことがあるの。無限の大おお鍋なべやアーサー王の聖せい杯はいといった、マジックアイテムのイメージの源流となる存在でもあったはずよ。

大悟：ギヨーム、おまえさんの予言書には何か書かれてないのかい？

ギヨーム：え？　ちょ、ちょっと待ってね（本を捲めくるような仕草をする）。う、うん、なんか危ない物らしいよ（笑）。

一同：わかっとるわ！（笑）

ギヨーム：えーと、えーと……予言書、何か情報を頂ちよう戴だい！

ＧＭ：「しらねーよ」と書いてある（爆笑）。

ギヨーム：よ、予言書……おまえ……！（笑）

ＧＭ：「答えは君と、君の仲間の中にある」「いつまでもなんでなんでと聞くんじゃないの」「大丈夫、あなたはひとりでもやれる子よ」（笑）

クリス：ついに親おや離ばなれを促うながし始めたわ……なんて感動的なシーン……。

大悟：いや、違うだろ（笑）。

フィン：いずれにせよ、人をどんどん怪物に作り変えちゃうことができるらしいんだよね。

ギヨーム：恐ろしいな。そんなものがナチスの手に渡っては、それこそ世界の破滅だ。

一同：…………。

フィン：大悟兄ちゃん、僕ら、どうすればいいんだろうね。

大悟：……俺の答えは、マリアにかかってる。

ＧＭ：「え……？」急に名を呼ばれ、マリアは戸惑ったような顔をする。「どうかしたのですか、大悟？」

大悟：昨日、聞けなかった答えを聞きたい。君はどうしたい？　国のために命をかけて立ち向かうか、それとも、すべてを忘れてどこかへ逃げるか？

ＧＭ：「私は……」

大悟：どちらにせよ、俺は力を貸してやるよ。

ＧＭ：「…………」

大悟：……マリアの答えを待つ。

ＧＭ：「……ひとつ聞いてよろしいですか？　なぜ皆さんは、この国のために尽力してくださるんです？　たとえば、ヴォルスング公家からの見返りを期待して？」

大悟：見返りか……。考えたこともないな（笑）。

ＧＭ：「……え？　考えたことも……ない？」

クリス：マリア。貴女は、わたしの友達になってくれたじゃない。

ＧＭ：「友達。トモダ……チ……。それだけのこと……で？」

フィン：それに、マリア姉ちゃんも見たじゃないか。あいつらナチスは本気なんだよ。放っておいたら、こっちの身まで危なくなっちゃうよ。

ギヨーム：私は、そういった物を封ふう印いんするのが仕事ですからな。

大悟：……ま、俺は困ってる人間は見過ごせない性質でね。それで大冒険に巻き込まれるってのも男子の本ほん懐かいって奴さ。

ＧＭ：マリアはふらりと立ち上がって窓に近寄り、外を見つめる。なにやら小声で、「そんなの……ありえないよ……」とか呟つぶやいているのが聞こえてくる。

一同：…………？（首を傾かしげる）

クリス：彼女の様子をよく観察します。

ＧＭ：苛立たしげに、こめかみの上辺りの髪をくるくると指に巻きつけている。

クリス：それは……あれ？　あ！　マリアに対して〈知覚〉判定できますか!?

ＧＭ：（ニヤリと笑って）はい、どうぞ。目標値は（ダイスを振る）……11だ。

クリス：《天性のひらめき》！　達成値は15！

大悟：俺も《アルゴスの眼》を使って、対決に勝った。

ＧＭ：大悟とクリスは、わずかな違い和わ感かんから目の前の少女がマリアではないことを看かん破ぱした。《擬態の仮面》というエフェクトで巧こう妙みように変装していた偽者だ！

クリス：……あなた、マリアじゃない!?　銃を構えます。

ＧＭ：「友達だとか、見過ごせないとかさぁ……ありえないよ、そンなの」マリアの体は泥どろ細ざい工くのように溶け、その下から小柄な少女ニナが姿を現した。

クリス：そんな……あなただったの……。ただただ、呆然とした表情を浮かべています。

ＧＭ：ニナの顔は怒りに歪んでいる。「他人じゃないか！　放っておけばいいじゃない！　何が友達!?　笑わせるよ！」

フィン：なんだよおまえっ！　マリア姉ちゃんはどうしたんだっ！

ＧＭ：（勝ち誇ったように）「あたしが捕まえて、ナチスの連中に引き渡してやったよ。そこの東洋人が、やっと目を離してくれた隙すきにね！」

大悟：参ったな……俺のミスだ。

ＧＭ：「お生あい憎にく様さま。この場所も、もうフリードリヒ様たちに連絡してあるよ。あンたたちは逃げ場なしってこと」ニナは勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

ギヨーム：……ニナ君。君もナチスの狗いぬだったのか？

ＧＭ：「素質があったとかでね。誰にでもなれる力をくれたンだよ。こう見えてもあたしは、超人兵士って奴の端はしくれなンさぁ」

クリス：あなたも……？　でも、あなたとマリアは友達じゃなかったの？

ＧＭ：ニナは憎々しげに嘲笑する。「あたしは友達なんかいらない。本物のニナは、暇を出されて故郷の村に帰ってるよ。あたしはね、ニナですらないんだよ」

クリス：そんな……。

ＧＭ：ちなみに「本物のニナ」については、オープニングで少しだけ語られてるんだよね。

フィン：……そんなのあったっけ？

ＧＭ：ギヨームのオープニングでさ、「十三になる農夫の孫娘がクビになった」って話題があったでしょ？　実はあれ、本物のニナのこと（笑）。

一同：なにーっ!?

ギヨーム：伏ふく線せんだったのか……すっぱり忘れてたぞ。

ＧＭ：だろうね（笑）。それはともかく、目の前にいる〝ニナ〟との会話を続けよう。

クリス：ではニナに問いかけます。……ニナ、なぜあなたはこんなことをしたの？

ＧＭ：「それが仕事だからだよ。でも、今度は替え玉じゃない！　計画が上手くいけばマリアは処分され、晴れてあたしが女大公さ」

クリス：でもそれは、死ぬまでナチスの傀かい儡らいのままってことなのよ。

ＧＭ：「だから何？　これであたしは本物になる！　光の世界に行けるのよ。あンたやマリアみたいな、綺麗な手の女の子になれるンだ。これって素敵なことじゃない？」

ギヨーム：哀れな……。

クリス：悲しみに満ちた目で、ニナを見つめます。

ＧＭ：（低い声で）「……なんだよその目は……あたしはこうやって生きてきたンだ」

クリス：あなたは誤ご解かいしてる。誰かを不幸にして得られる幸せなんて、間違ってる。

ＧＭ：「うるさいっ！　囚とらわれの姫様は王子様が救う。けど、姫様じゃない貧ひん民みん街がい出の小娘を救ってくれる奴なンざどこにもいないんだよ！」

クリス：わたしが助けるわ。だから、もうやめて。

ＧＭ：「うるせぇよ。あたし、本当の姿も名前も思い出せないンだもの。本当の年だってわからないもの。もう戻れるわけないだろっ!!」

クリス：……けどそれは、本当のあなたじゃないのよ。

ＧＭ：「綺き麗れい事ごと言うな！　あたしが！　女大公に！　なるンだっ！」ニナは君たちに背を向け、庭へと続く窓へと駆け寄ってゆく。

クリス：ニナ！

ＧＭ：だが次の瞬間、轟ごう音おんとともに館の壁が……爆はぜた！

一同：なにっ!?

ＧＭ：ではここで一旦シーンは終了だ。






《鋼の馬》　ブラックドッグのエフェクト。ヴィークルによる攻撃のダメージを上昇させる。

無限の大釜　ケルト神話の豊穣神、ダグダが持つ釜。無限に粥を生成する。

聖杯　イエス・キリストが最後の晩餐において使用したとされる杯。処刑されたキリストの血を受けたとも言われている。絶大な癒しの力を秘めており、騎士道物語において、聖杯探索はしばしば重要なモチーフとなる。










◆Middle 09◆恐るべき遺い産さん


Scene Player ─── ギヨーム






　轟ごう音おんが響く！

　ギヨームたちの眼前で、堅けん牢ろうなる館の壁が爆はぜ砕くだけたのだ。

　もうもうと立ち込める土つち煙けむりの向こうには、全身を朱あけに染めて倒れるニナの哀れな姿……。

　すべては、一瞬のことであった。




ＧＭ：場所はそのままでシーンが切り替わる。シーンプレイヤーはギヨーム。

ギヨーム：今、一体何が起こったんだ？　ニナは？

ＧＭ：状況を説明しよう。館の壁が外部からの攻撃によって切断され、崩ほう壊かい。壁のそばに立っていたニナは、その巻き添ぞえを受けて倒れた。

クリス：駆け寄る！

ＧＭ：ニナは全身をズタズタに切り裂かれている。かろうじて呼吸をしていると言うだけで、残念ながら致命傷だ。

クリス：……せめて手を握り締めてあげます。

ＧＭ：彼女は口を動かすが、ほとんど言葉にはならない。「姫みたいな……柔らかい手、だ……あたしも……きっと……」

クリス：ニナ……。

ＧＭ：「違う、あたしの……あたしの本当の名……前…………」そこまで言うと、ニナの姿を借り、マリアの替え玉を演じた少女は静かに事切れる。

一同：…………。

ＧＭ：崩れた壁の先……つまり館の外から大人数の足音が響いてくる。黒服たちを従したがえ、フリードリヒのおでましだ。館の周囲は、既に取り囲まれているらしい。

大悟：壁の穴をくぐって外に出よう。……一いち瞥べつ以来だな、摂政さんよ。

ＧＭ：（怒りを押し殺すような低い声で）「下げ郎ろうが目め障ざわりに動き回りおって。余よ程ほど早死にしたいらしいと見える」

大悟：摂政、いやフリードリヒ。これをやったのはおまえか？

ＧＭ：「いかにも。正体を看破された影かげ武む者しやなど、ものの役にも立たぬ。ましてや見苦しい繰くり言ごとを吐くなど、もはや存在する価値もなし！」

クリス：……ホルスターからモーゼルを抜く。

ＧＭ：それを見てもフリードリヒは動じず、黒服たちも一切動く様子はない。

大悟：貴様。か弱き少女を殺め、姪めいをも苦しめ……己に恥はじじることはないのか？

ＧＭ：「ほざけ下郎。恥じるべきは、己の意志を貫く力も無き者の方であろう」

フィン：なんだよ、なんなんだよこいつ……！

クリス：あなただって所詮はドイツに使われる狗じゃない！

ＧＭ：（鼻で笑い飛ばし）「奴らも利用するまでのことよ」凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、フリードリヒは君たちの方へと歩み寄る。分厚く幅はば広ひろの刀身を持つ、一振りのサーベルを握っている。

大悟：随ずい分ぶんと自分の腕に自信があるようだな。ひとつ、手合わせといこうか？

ＧＭ：ではここから戦闘ラウンド開始だ。




◆第１ラウンド

ＧＭ：それでは戦闘開始。行動順だが、フリードリヒはイニシアティブ30！




[image: ]




一同：30っ!?

ＧＭ：《先手必勝》と《戦局判断》があるのでな。

フィン：……なるほど、ハヌマーン／ノイマンか。

ＧＭ：それでは、大悟に対して無む造ぞう作さに間合いを詰めて攻撃。《吼え猛る爪》《ブレインシェイク》《オウガバトル》等々を組み合わせ……おっと出目がいい。44＋８で達成値52！

大悟：技能レベル８!?　こいつ、マジで達たつ人じんだ。

ＧＭ：さらに、《達人の技》により防御ダイスペナルティ５個。

ギヨーム：せめて《氷壁》を使おう。私もダイスペナルティを受けるのかな？

ＧＭ：〝攻撃の対象にペナルティを与える〟なんで、この場合はペナルティなしだね。

ギヨーム：ならば十分チャンスは……ダメだ、届かん。

大悟：当然、俺も回避失敗。こ、この速度はっ!?

ＧＭ：装甲値無視で33点のダメージ。さらに［目め眩まい］のバッドステータスをプレゼント。




　大悟は、奇き妙みような光景を目にした。

　自分の胸に、分厚く広い鈍にび色いろの板が突き立っている。

　一瞬前までは、そこに存在しなかったはずの物だ。

　それが己おのれの胸を貫くフリードリヒの剣であることを認識した瞬間───

　轟ごう！

　逆さか巻まく大気が、大悟の体を吹き飛ばした。
















フィン：衝撃波ソニツクブーム……お、音より速いだって!?

ＧＭ：なお、フリードリヒの剣には返り血ひとつついていない。

大悟：ぐぅ……。

フィン：う、噓だ。兄ちゃんが……一撃……で……？

大悟：《リザレクト》して……ＨＰ３点回復。血を吐きつつ立ち上がろう。

クリス：弾かれるようにモーゼルを持ち上げ、即座にフリードリヒを撃つ！　達成値24！

ＧＭ：こちらはリアクションしようともしない。

クリス：……？　では、ダメージ25点。

ＧＭ：その一撃で胸を貫かれ、フリードリヒはどうと仰向けに倒れる。［昏こん倒とう］だ。

クリス：え……？

フィン：や、やった！　……って、ンなわけないよな（笑）。

ＧＭ：うむ、その通り。ここで、〝ある存在〟がフリードリヒに対して《癒しの水》＋《ヨモツヘグリ》を使用するよ。

ギヨーム：はへ？　後ろの兵士の誰か？

ＧＭ：いいや違うよ。さて判定の出目は……16か。技能レベルを足して……達成値[image: 272]。

一同：にひゃくななじゅうにぃっ!?（爆笑）

フィン：つまり技能レベルが[image: 256]!?　なんだそのコンピュータゲームみたいな数字！（笑）

ＧＭ：というわけでフリードリヒは［昏倒］から回復し、さらにＨＰは28Ｄほど回復するんだけど……振る？（笑）

クリス：い、いえ。もういいです（笑）。ただただ驚きます。不死者ジークフリート!?　人狼ヴエアヴオルフ!?　どんな強化処置を受けた超人兵士だって、ここまでの再生能力は……！

ＧＭ：（楽しげな重低音で）「光栄に思え。下郎の分際で、ヴォルスングが秘宝〝エルダの恵み〟の力を目にすることができたのだから」

一同：えっ!?

クリス：〝エルダの恵み〟……秘宝はまだナチスの手には渡っていないはず。

フィン：それに、姉ちゃんの真まこと名なもないのにどうして!?

ＧＭ：「真名を持つのは大公を継ぐ者のみにあらず。代々〝番ばん犬けん〟の役割を果たしてきた者にも秘密の名があるのだ。ラビフリード・アギス・マカリ・ラ・ムー「ラ・ムーに連なりし者、龍の武人、ラビフリード」という真名がな」

ギヨーム：……まさか封印を解いたというのか？

ＧＭ：「残念ながら儂わしの真名では限定的な効果しかない。それでも、ナチスの研究成果と併あわせれば、この程度には働くのだ。……この〝エルダの恵み〟はな」

フィン：……〝エルダの恵み〟がエフェクトを使ったんだよね？

ＧＭ：そうだよ。

フィン：なら、シーンに登場してるはずなんだけど……一体どこにいるのさ？

ＧＭ：シナリオ開始時から、ず～っと登場し続けてるよ。

一同：……は？

ＧＭ：（重々しい声で）「東西三十㎞、南北十㎞に広がる、このヴォルスングの大地。これこそ、ムーの超科学が生んだ〝エルダの恵み〟そのものだ！」

一同：ええええぇぇぇぇぇぇえええっっ!?

フィン：国土が……丸ごと……？（呆然）

ＧＭ：故に、〝エルダの恵み〟は、すべてのシーンに登場していたというわけ。

ギヨーム：秘宝は我々のすぐそばにあった、ということか……。

大悟：あ……。もしかして、オープニングで俺を観察してた奴ってのは〝エルダの恵み〟？

ＧＭ：その通り。そしてミドルのシーン１で抱いた〝安心感〟は《錯覚の香り》の効果。人々に怪我や病気が少ないのも、〝エルダの恵み〟が自動的に民を守り続けてきたためだ。

フィン：国を守護する本当の神様ってことか……。

ＧＭ：（淡たん々たんとした重苦しい声で）「ただの便利な道具に過ぎぬ。……もっとも、この小娘よりは有用だがな」フリードリヒは、ニナの死体を蹴けりつける。

クリス：貴様っ！

ＧＭ：「まだやるつもりか？　降伏しておけい。命までは取らぬぞ」

ギヨーム：随分と侮あなどられたものだな。

フィン：けど、こいつ……倒せないよ。無理だよ！　大悟があっけなく倒れたんで、猛もう烈れつにビビリ入ってます（笑）。

クリス：ええと、彼を倒す方法を検けん討とうしましょう。

ＧＭ：言葉にすれば簡単だ。〝エルダの恵み〟の順番が回ってくるまでにフリードリヒを［昏倒］させて、さらに誰かがとどめを刺す。

大悟：……そいつはちょいとキツいな。

ＧＭ：今の戦闘はあくまでもデモンストレーションだったが、本気でやるつもりなら、こちらは《ヴァイタルアップ》を使うよ。

ギヨーム：とどめを差せなければ、毎ラウンドＨＰ全快か……。

クリス：こっちは、攻撃や《リザレクト》で侵蝕率が無駄に上がり続けるだけね。

一同：…………。

フィン：ダメだ。〝エルダの恵み〟がある限り、こいつは倒せないよ……。

クリス：くやしいけど……確かに……。

ＧＭ：「子供の方が状況を理解しておるな。力の格というものが違うのだ、下郎が」

クリス：……質問があるわ。マリアは無事なの？

ＧＭ：「指一本触れておらぬ。我が姪めいには、まだまだ利用価値がある」

フィン：（小声で）どうする、ギヨーム？

ギヨーム：ここは一旦逃げ、再起を図るか……。

ＧＭ：「……うぬらの態度如い何かんでは、マリアの手足や目鼻が無くなるやもしれんぞ？」

ギヨーム：くっ……。貴様……正気か!?

ＧＭ：（嘲笑を込めた低音で）「安心せい。〝エルダの恵み〟なら傷も残さず元通りよ。斬り刻もうと、打ち砕こうと何度でも……」

クリス：やめて！　悲痛な声で叫んで……モーゼルを投げ捨てる。

ギヨーム：打つ手なし、か（両手を挙げる）。

フィン：……降こう参さんだよ。

大悟：…………（考えている）。

クリス：お願い大悟。マリアのためよ。

大悟：……そうだな。構えを解いて、力を抜こう。

ＧＭ：では、黒服たちが君たちを全員拘こう束そくする。




　かくて好漢たちは、悪の前に膝ひざを屈くつした。

　卑劣なり、フリードリヒ！　恐るべし、エルダの恵み！

　果たしてヴォルスング公国の運命や如い何かに!?




　　　　＊　　　＊　　　＊




大悟：ここでフリードリヒにロイスを結ぶ。ポジティブは〝感服〟、ネガティブは〝憤ふん懣まん〟。

クリス：わたしもそうする。……あいつは絶対に許さない。

ＧＭ：了解。たぎる怒りはクライマックスで存分にぶつけてくれい！






《先手必勝》《戦局判断》　前者はハヌマーン、後者はノイマンのエフェクト。いずれもイニシアティブに大きなボーナスを得る。

《吼え猛る爪》　ハヌマーンのエフェクト。対象の装甲値を無視してダメージを与える。

《ブレインシェイク》　ハヌマーンのエフェクト。命中すると対象に［目眩］を与える。

《オウガバトル》　ノイマンのエフェクト。攻撃のクリティカル値を下げる。

《達人の技》　ノイマンのエフェクト。攻撃の対象は、防御判定のダイスにペナルティを受ける。

《癒しの水》　ソラリスのエフェクト。対象のＨＰを回復させる。

《ヨモツヘグリ》　ソラリスのエフェクト。対象を［昏倒］から目覚めさせる。

《錯覚の香り》　ソラリスのエフェクト。対象に安心感を与え、交渉を有利に進める。〝エルダの恵み〟は、これを国民に対し日常的に用いていたようだ。










◆Middle 10◆目覚めるもの


Scene Player ─── 大悟






　四人は一いつ敗ぱい地ちに塗まみれ、虜りよ囚しゆうの憂うき目にあった。

　冷たく暗い石いし牢ろうを、敗はい北ぼく感かんが満たしている……。

　だが、快男児の瞳の炎はいまだ衰おとろえず！




ＧＭ：みんなまとめて、城じよう内ないの片かた隅すみにある地下牢にブチ込こまれている状じよう態たいからスタートだ。シーンプレイヤーは大悟。

大悟：……負けちまったな。すまん。

ギヨーム：いや、我々全員が敗北したというべきだな。

大悟：あれだけの使い手は久ひさしぶりだ。思わず口元に獣けもののような笑みが浮うかぶ。

フィン：んもー、負けたってのに何を笑ってんだよ兄ちゃん。そんな場合じゃないんだよ!?　ぎゃんぎゃん喚わめいておこう（笑）。

ギヨーム：……しかし、これからどうしたものか。

クリス：マリアを人質にとられている以上、うかつなことはできないわね……

フィン：打つ手なしかぁ。とほほ、こんな場所で死ぬのはヤダなぁ。

ＧＭ：そうこうしていると、地下牢の扉とびらが開閉される重々しい音が響ひびいてくる。兵士とマリアを引き連れ、フリードリヒがやってきた。大悟を見て「あの傷で生き長らえるか」と呟つぶやく。

大悟：しぶといのが自じ慢まんでね。痛みをこらえて笑ってやれ。

ＧＭ：（妙みように優やさしい声で）「さて、我が姪よ。貴様の真まこと名なを言え。言わねば……」

クリス：ダメよ！　言ってはダメ！

ＧＭ：そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まを縫ぬってフリードリヒの剣けんがクリスの右みぎ肩かたを抉えぐる。

クリス：あぐっ！　……ＨＰを減へらしますか？

ＧＭ：ううん。次の瞬間、《癒しの水》が使用されて傷きずは綺き麗れいに再さい生せいする。痛いたみだけを与あたえるのが目的だからね。

大悟：なんて悪趣味な野郎だ……外げ道どうめ。

ＧＭ：「やめて！　やめてください伯お父じ様！」と、気き丈じようにもマリアは鉄格子の前に立ちはだかって君たちを庇かばう。「言いますから。真名を……言いますから！」

クリス：マリア……。

フィン：ま、まずいよマリア姉ちゃん！　それは……。

ＧＭ：フリードリヒの目がフィンの方に向けられるが？

フィン：ひゃあっ！　だ、黙だまります（笑）。

大悟：……なあ、フリードリヒ。

ＧＭ：（静かに威い圧あつするような声で）「なんだ？」

大悟：もし真名を知ったら、貴様はマリアの命も奪うばうのか？

ＧＭ：「秘ひ宝ほうの謎なぞはすべて解かい明めいされたわけではない。それまでは生かしておく」

大悟：そうか……。それじゃあマリア、真名を教えてやんな。

フィン：（小声で）兄ちゃん、なんでそんな……。

クリス：怖気おじけづいたの？

大悟：違ちがう。俺おれたちが傷ついて一番苦しむのはマリアだ。そうだろ？

クリス：…………。

大悟：俺がきっと何とかするさ。だから今は、教えてやればいい。

ＧＭ：彼女は大悟の瞳ひとみから何かを感じ取ったように大きく頷うなずき、真名を口にする。フリードリヒが頷くと、後ろの兵士が通信機を動かし始める。

フィン：《タッピング》で傍ぼう受じゆしていい？

ＧＭ：いいよ。どうやら、その真名を地下の研究者たちに知らせているようだ。ややあって、城全体、いやヴォルスング全体が細かく揺ゆれ動き始める。

ギヨーム：起動したのか！

ＧＭ：そのようだ。フリードリヒは満足そうに頷き、地下牢から去っていこうとする。君らやマリアには、もう目もくれない。

大悟：はっ。秘宝とやら、せめて今のうちに拝おがんでおくといいさ。俺たちがすぐにブチ壊こわしにいくぜ？

ＧＭ：「負け犬風ふ情ぜいがよく吼ほえる。せいぜい静かにしておれ。思わず殺したくなる」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：てなわけで、残されたのはマリアと見み張はり役の兵士が二名。彼らはオーヴァードではないが、対《ワーディング》用のナチス特とく製せいマスクを着用している。

クリス：マリアの様子は？

ＧＭ：床ゆかに座すわり込み、鉄格子を握にぎり締しめている。華きや奢しやな肩かたは小こ刻きざみに震ふるえているね。

クリス：慰なぐさめるように、肩にそっと手を置くわ。気を強く持って、マリア。

ＧＭ：「秘宝が目覚めてしまったら、何が起こるの……？」

ギヨーム：（重々しい声で）古き叡えい智ちを受け継つぐ国に終末の狼が現あらわれる。大いなる母は胎はらに諸々の生者を呑のみ再さい誕たんの奇き跡せきを起こす。かくて大地は忌いまわしき異い形ぎようの集う家となる。

ＧＭ：「それは……？」

ギヨーム：この書に記されし、ノストラダムスの予言ですよ。〝エルダの恵み〟は、世界を滅ほろぼす怪物を生み出すことになるでしょう。

ＧＭ：「どうして……？　聞けば、秘宝はヴォルスングの大地そのもの……この国を守ってくれる存そん在ざいだったのに……そんな恐おそろしい兵器のような……」

ギヨーム：秘宝に善ぜんも悪もありませんよ、レディ。すべては扱あつかう者の心次第です。

大悟：そうさ。そして、この国を守ってきたのも、そんな古代のガラクタの力じゃない。この地に根を張はり、暮くらしている人々の心だ。

ＧＭ：「心……」

大悟：君の伯お父じさんには確たしかに力はある。だが、それを制せい御ぎよすべき心がない。そんな奴は、いずれ己おのれの獣に呑のみ込まれて自じ滅めつする。そうだろう、ギヨーム？

ギヨーム：いかにも。私はこれまで、幾いくつもそういう例を見てきたよ。

クリス：……けれど、彼が自滅するまで待ってなどいられないわ！

大悟：そうだな。だから、さっさとここから出て秘宝をブチ壊す。そうすりゃフリードリヒも、殴なぐれば倒たおれる普通の奴やつに逆ぎやく戻もどりさ。

フィン：でも、秘宝の力がなくたって、あいつはめちゃくちゃ強いよ！

大悟：……そうだな。（親指で胸を指しながら）ここに喰くらったのは久々だ。効きいたよ。

フィン：兄ちゃん、もう一度あんな怖い奴とやりあうつもりなの？　僕は、無敵と思ってた大悟が倒されたんで、超ビビリ入ってます（笑）。

大悟：……俺はどうにも困った性分でよ。あんなにも怖い奴を見ると、気の済むまで戦やりあいたくなってくるのさ。

ギヨーム：……勝つ算さん段だんはついているのか？

クリス：あの男の動きは超人兵士のそれをも凌りよう駕がしているよ。人の目で捉とらえきれるものじゃないわ。

大悟：俺の〝眼チヤクラ〟は特別でな。さっきの戦いで、あいつの動きをしっかり焼きつけといた。次は捉つかまえてみせるさ。それに……。

クリス：それに？

大悟：……獣は手負いの方が強いんだぜ？　といって、壮絶な笑みを浮かべる。

フィン：……もう！　その調子でいいきられたら、信じるしかないじゃないか。

大悟：すまんな。……だが、もう、負けねぇよ（微笑む）。

ＧＭ：では、大悟がリベンジを宣言したところでシーンを切ろう。まもなくクライマックスだな。







◆Middle 11◆凶きよう獣じゆう


Master Scene






　石碑の建ち並ぶ、半球状じようの空間。

　その床ゆかの中央部には、さらなる地下へと続く螺ら旋せん状じようの階かい段だんが出しゆつ現げんしていた。

　そこを降おりる人ひと影かげがひとつ。

　フリードリヒであった。




ＧＭ：ではここでマスターシーン。フリードリヒはヴォルスングの秘宝が眠る最深部へと到とう達たつした。

クリス：ナチスの連中は？

ＧＭ：先に機材やらなんやらを持ち込んで、嬉うれしそうにいじってる（笑）。そこは上よりも広い空間で、中央部は遥はるか下までの吹ふき抜ぬけになっている。で、その穴あなの中央には───




　非ひ情じような理性の徒である研究者たちも、初めて〝それ〟を目にした時は、思わず驚きよう嘆たんと畏い怖ふの声を上げていた。

　奥おく行ゆき５ｍ。幅はば20ｍ。高さ45ｍ。

　１ミクロンの差さ異いすらない、１：４：９の黄金比。

　これこそが〝エルダの恵めぐみ〟の中ちゆう核かくにしてヴォルスング公国の秘ひ宝ほうたる、超古代ムー大陸の神秘石モノリスなのだ!!




フィン：でかーっ！　モノリスでかーっ！（笑）

クリス：そこらの大たい樹じゆやビルよりも大きいわね。

ＧＭ：「総そう統とう閣かつ下かと長官に御ご報ほう告こくだ！」「これは騎き士し十字章ものですよ！　素す晴ばらしい！」等々、キャッキャと喜び騒さわぐ研究者たちに、フリードリヒは冷ややかな視し線せんを向けている。

ギヨーム：いけない、逃にげて研究者！（笑）

ＧＭ：フリードリヒが一際気圧の低い声で「本ほん格かく起動は可か能のうなのか？」と問いかける。

クリス：（いきなり研究者Ａ）「ええ、いつでも可能です」（笑）

ＧＭ：「そうか……」と頷くと、フリードリヒは剣を抜き放つ。「もはやうぬらに用はない。……消え失せい！」




　音も無く、ひとりの研究者の体が左右に分ぶん断だんされた。

　一歩、一歩、また一歩。

　フリードリヒが無造作に歩を進めるたび、新たな死がもたらされてゆく。

　抗あらがえる者などいようはずもなかった───







◆Middle 12◆我わが決意、我らが想おもい


Scene Player ─── 大悟






ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーンだ。シーンプレイヤーは大悟。

大悟：おう。これはもうやるこた決まってるよな。

クリス：ええ。一いつ刻こくも早く秘ひ宝ほうを───

ＧＭ：その前に！　ここで全員〈ＲＣ〉判はん定ていを行ってくれ。目もく標ひよう値ちは５。

一同：成功。

ＧＭ：では、それぞれの体の中でざわざわと〝嫌いやなもの〟が蠢うごめくのを感じる。

大悟：これは……？

フィン：僕ぼくのトランクが異い常じよう放電を始めてるよ！（笑）

ＧＭ：監かん視し兵へいたちが突とつ然ぜん苦しみ始める。（激はげしくヘッドバンギングしながら、形容しがたいアクセントで）「あぁあアアアアッぶうぶゥゥゥぶぶぶうブベッガッっべべっべ！」

フィン：な、なんだなんだ？　面白い踊おどりを始めたぞっ（笑）。

ＧＭ：苦しがってんだよ！（笑）

大悟：どうした!?

ギヨーム：これはまさか……秘宝の影えい響きようか！

ＧＭ：その通り。フリードリヒが〝エルダの恵み〟を試験的に動かし、《アウェイクン》のエフェクトが発動する。哀れな兵士は、気まぐれで選ばれた実験台だ。




　大悟たちは、眼前で起こりゆく〝驚きよう異い〟に目をみはった。

　兵士たちの体が見る間に白く変色し、砂すな細ざい工くのように崩くずれ去ってゆくではないか！

　苦く痛つうと恐きよう怖ふの悲鳴が、響ひびき、響き、響き……。

　その余よ韻いんもやがて消え去り、残されたのは塩の柱だけだった……。




フィン：うわぁ！

クリス：これも秘宝の力だというの……。

ＧＭ：変化はこれだけに留まらない。

大悟：うん？

ＧＭ：塩の柱は、様々な生物の特とく徴ちようをでたらめに混まぜ合わせたような異い形ぎようへと変じては崩くずれ、変じては崩れてゆく。石いし造づくりの部屋に、彼らの悲しげな呻うめき声が響き渡わたる。

フィン：……ひどいね、これは。

ギヨーム：哀れだな……楽にしてやろう。《焦熱の弾丸》。

ＧＭ：蠢うごめく二体の異形の体は炎に包まれ、静かに灰と化していった。

大悟：フリードリヒの野郎、人間を粘ねん土ど細工だとでも思っているのかい。

フィン：ヤバいよ。この国の人みんなが、こんなふうにされちゃうかもしれないよ!?

ＧＭ：それまで吐き気をこらえるようにして黙だまっていたマリアは、兵士たちが立っていた場所へと駆かけ寄よっていく。

フィン：あ、危あぶなくない？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。彼女は兵士の残ざん骸がいに十字を切ってから、その辺りの床ゆかを探さぐり始める。やがて、その手に焼け焦こげた鍵かぎ束たばを持って戻もどってきた。

大悟：そうか、牢ろう屋やの鍵かぎか。

ＧＭ：そしてマリアは、泣くのをこらえるような表情で語りかける。「ダイゴ」

大悟：なんだい？

ＧＭ：「……私は、非ひ力りきです……！　偉えらそうなことを言っても、その実じつ、己おのれの身ひとつ満足に守ることができない……弱い女です……！」

大悟：肯こう定ていも否ひ定ていもせず、じっと聞いてる。

ＧＭ：「でも、それでも……私はこの国を守りたい。……命に代えても、この国に住むみんなを───守りたいんです!!」

クリス：マリア……。

一同：…………。

大悟：……弱いってのは、噓うそだな。

ＧＭ：「え？」

大悟：……あのオリエント急行で、君は強かった。国に戻るため、君はたったひとりの力で、あの少佐に抗あらがい、逃げ出そうとしたじゃないか。

ＧＭ：「…………」

大悟：そして今度は、あの恐ろしい伯父さんが相手だ。……それでも、命を張ってでも守りたいものがあるんだろう？

ＧＭ：「……はい！」

大悟：……なら、それだけで既すでに、君は強いんだよ。

一同：おおっ！

ＧＭ：マリアは感極まったような表ひよう情じようで「ありがとう……」と呟つぶやく。

大悟：あの夜、君の部屋で聞けなかった答え、やっと聞けたな。それで十分さ。後は、俺たちに任まかせておきな。

ギヨーム：そうそう。麗うるわしいレディに荒あら事ごとは似に合あいませんからな。

クリス：……わたしもレディなんだけど？

ギヨーム：おおーっと、これは失礼（笑）。

フィン：兄ちゃんといると、つくづく不ふ可か能のうなんてないような気がしてくるなぁ。……と、さっきまでのビビリが消えているフィンであった（笑）。

ＧＭ：そのやりとりにマリアは久ひさ々びさの笑みを浮うかべる。そして、素す早ばやく牢の鍵を開けた。

クリス：地下に行きましょう。時間がないわ。

ＧＭ：「あの、みなさん！」




　マリアは何かを言いかけ、ためらい……そして深く頭を下げた。

　その頭を、大悟の逞たくましい手が優やさしく撫なでた。マリアの脳のう裡りに懐かしい記憶が蘇ってくる。

　───ああ、そうか。お父様の手だ。お母様や、お祖母様もいた、あの頃ころの……。

　両目から、とめどなく涙なみだが溢あふれてきた。

　両親を亡なくして以来、初めてのことだった。
















ＧＭ：涙を流しながらマリアは、君たちの顔をきっと見み据すえる。そして、すぅと息を吸すって、大きな声で───

一同：…………。

ＧＭ：「お願いです。この国を……みんなを……助けてください！」

一同：任せとけっ!!






《アウェイクン》　モルフェウスのエフェクト。対象のＨＰを回復させると同時に、非オーヴァードをオーヴァードにする。














CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆野望と夢ゆめと


Scene Player ─── 大悟






　死の如き静せい寂じやくの中、巨大な石碑モノリスがそびえたつ。

　その前にただひとり臨むは、〝終末の狼フエンリル〟フリードリヒ。

　彼が石碑に手を伸ばし、恐るべき災いをもたらさんとした、まさにそのとき───




ＧＭ：ではクライマックスだ。全力を尽つくし、ヴォルスング公国を守ってくれ。

一同：おう！

ＧＭ：君たちが城の地下最さい深しん部ぶに到達すると、途と方ほうも無く巨大なモノリスと、その前に立つフリードリヒの姿を見つける。彼は腰と背に幾本もの剣を携えている。

フィン：うっ、《マルチウェポン》の予感が……。

大悟：（からかうような声で）よう、摂政さん。そいつの使い心ごご地ちはどうだい？

ＧＭ：「……愚おろかな。牢を出たなら、せめて逃げ失うせればよいものを」

クリス：フリードリヒ！　それは徒いたずらに生命を玩び、怪物を作り出すだけの装置なのよ！

ＧＭ：「知っておる。これを用いれば、力なき塵ちり芥あくたであろうとも、我が意に沿う兵士へと変えられるということ」そう言ってフリードリヒがモノリスに手を触れ、マリアの真名を唱えると、再び地面が揺れ始める。

大悟：……今度は何をする気だ？

ＧＭ：（ニヤリと笑い）「男八千九百二十一人。女九千四百五十四人。合わせて一万八千三百七十五人……これが何の数か理解できるか？」

一同：…………？

大悟：……貴様、まさか！

ＧＭ：「そう、ヴォルスングに生きる国民どもの数よ。これより儂わしは、奴らを一挙に超人兵士へと作り変える！」

ギヨーム：国民を……一挙に、だと……？

ＧＭ：ルール的な解説をしよう。すべての機能を取り戻したモノリスは、《ギガノトランス》というエフェクトを使えるようになる。

フィン：……攻撃の対象をシーン全体にするエフェクトか。

ＧＭ：うむ。これにより、ヴォルスング公国全体を巻き込んで《アウェイクン》を使い、国民すべてをジャーム化させる！

一同：なっ!?

クリス：可哀想な人……自分の祖国を、こんなにも美しい国を滅ぼそうとするなんて！

ＧＭ：「ドイツの下げ賎せんな雌めす犬いぬ風ふ情ぜいがよくも吼ほえる。うぬの国も似たようなことを始めようとしているではないか」

クリス：…………！

ＧＭ：「もはや語るも厭いとわしい。うぬら皆、くだらぬ感かん傷しようの為に死に絶たえるがよい」ゆっくりと剣を抜き放つ。

大悟：……ご自じ慢まんの剣技、もう一度ご披ひ露ろうしてくれるってわけかい。嬉しいねぇ。

ＧＭ：「いきがろうと結果は変わらぬ」

大悟：もう負けないさ。……健気で可憐な姫様がさ、国を想って泣くんだよ。そんな子とした〝約束〟、絶対破るわけにはいかないだろ？

ＧＭ：（一段と低い声で）「くだらぬ！　小娘ひとりの約束などと、随分と軽い拳こぶしよ!!」

大悟：（不敵な笑みを浮かべ）軽いか重いか、その身で確かめてみるといいさ。




◆第１ラウンド

ＧＭ：それでは最後の戦闘だ。敵はフリードリヒと、モノリスこと〝エルダの恵み〟の二体。フリードリヒの後方十ｍの位置にモノリスがそびえ立っている。




[image: ]




フィン：モノリスは一個のキャラクターとして扱うんだね？

ＧＭ：うん。能力値もＨＰもあるよ。順番が回ってきたら、フリードリヒか自分のどちらかに《癒しの水》等の回復系エフェクトを使用する。

クリス：技能判定にファンブルしない限り、その時点でＨＰ全快は確実ですよね……。

ギヨーム：モノリスのＨＰを０にしたら［昏倒］するのかな？

ＧＭ：する。その場合、機き能のう不ふ全ぜんに陥おちいったということで、戦闘中はもう何もできなくなる。

一同：うーん……。

大悟：……まず先に叩くべきはモノリスだな。

ギヨーム：回復手段を先に潰つぶす、と？

大悟：ああ。とにかくあれがある限り、勝負にならん。

クリス：そうね。それでいきましょう。

ＧＭ：じゃあラウンド進行を開始するよ。いいかな？

一同：はーい。

ＧＭ：セットアップで、フリードリヒとモノリスの両者とも《ヴァイタルアップ》を宣言。ＨＰが爆発的に上昇する！　そして、一番速いフリードリヒが攻撃を……。

クリス：待って。《戦いの予感》で先手を取って、エンゲージから離れるべきか否いなか……。

フィン：あいつ、きっと射撃攻撃できるよ。ニナを殺したときがそうだったじゃん！

ＧＭ：ち、覚えてたか。いかにもこいつは《かまいたち》使いだ。遠くに離れようと、攻撃は可能。

クリス：わかりました。仲間の傍そばは離れない！

ＧＭ：では、フリードリヒが風よりも速い動きで君たちにエンゲージ。ミドルフェイズで見せたエフェクトに加え、《マルチウェポン》と《獅子奮迅》も組み合わせて攻撃する。

フィン：範囲攻撃来たっ！

ＧＭ：では少々演出を行おう。彼は腰と背に帯びた無数の鞘さやから次々と剣を抜き放ち、まず一刀目は床につきたて君たちの動きを牽けん制せい！

ギヨーム：牽制っ!?

フィン：スゲー！　そんなフェイント初めて見た！（笑）

ＧＭ：続く二刀目を凄まじい速度で床に投げつける。その衝撃で君たちの足あし場ばは崩くずれる！

クリス：まだ斬りかかってこないの!?（笑）

ＧＭ：そして左右の手に一刀ずつを持ち直し、竜たつ巻まきのような勢いで君たちの体を斬きり刻きざむ！

大悟：やっと本命が来たか！　なんて派手な演出だ（笑）。

フィン：剣を四本使ったってことは……《マルチウェポン》４レベルか。うへぇ。

ＧＭ：命中判定の達成値は42！　防御に５個のダイスペナルティだ！

ギヨーム：そうはさせんよ！《氷壁》！

ＧＭ：今回は君も対象に入ってるから、ダイスペナルティを受けるよ。

ギヨーム：ぐっ！　……まずい、達成値39止まりだ。

フィン：……それ、タイタス使う価値あるよ！

クリス：確かに、成功すれば私たち三人分のタイタスを温存できますね。

ギヨーム：よし！〝終末の狼〟へのロイスをタイタスに変え、昇華！　Ｄ10振って３以上、３以上、３以上ぉぉぉぉ……出たっ！　ぴったり３！

一同：おおっ！（拍手）




　ギヨームの袖そで口ぐちから、無数のカードが零こぼれ落ちた。

　それは、さながら蜜みつに誘さそわれる蝶ちようの群れの如ごとく妖あやしく激はげしく舞い踊り、フリードリヒの剣をたちまちのうちに覆おおい尽くしてゆく！




フィン：《氷壁》強ぇー！　ギヨーム凄いっ！

ギヨーム：これが魔法。我が師より受け継いだ、誰かを守る力だ。

ＧＭ：（憎々しげに）「小こ賢ざかしい真ま似ねを……」

クリス：次はわたしの番ね。……フィン、待機するからサポートをお願い。モノリスに全力で仕掛けるわ。

フィン：わかった。じゃあ、《解放の雷》をクリスに使う。最大出力で、特殊な力場を発生させる！

クリス：ありがとう。では、マイナーアクションでゲーテの詩を暗あん誦しよう（詩集を取り出す）。

大悟：おおっ！（笑）

クリス：「もし人、高く伸び上がりて、頭もて星に触れなば、おぼつかなき足は踏みしむるところなく、雲と風にもてあそばる」───過ぎた力は、人を滅ぼす害がい毒どくでしかない！

ギヨーム：〝詩を読む〟ってマイナーアクションは初めて見た（笑）。

クリス：フリードリヒとニナのロイスをタイタスにして、即座に昇しよ華うか。攻撃のクリティカル値を下げ、《ピンポイント・レーザー》その他で射撃して最終的なクリティカル値は４！

ＧＭ：クリティカル値４!?　一撃で破壊するつもりかっ!?

クリス：そのつもりよ！　達成値71ッ！

ＧＭ：モノリスは不思議な力場を展開し、回避を試みる……が、失敗。

クリス：ダメージは11Ｄ＋９。……72点、装甲無視！

ＧＭ：銃弾の嵐が吹き荒れ、モノリスの表面を削り取ってゆく！　各所に無数の亀き裂れつが走り……だが、まだ崩壊はしない！

クリス：……くっ、届かなかった！

ＧＭ：残念だったね。さて、次は大悟の番。

大悟：モノリスに追い討ちをかけたいが……エンゲージから出るにはメジャーアクション使っちまうんだよな？

ＧＭ：その通り。

大悟：かといってフリードリヒを殴っても回復されて終わり、か。どうしたもんかな。

フィン：難しいトコだなぁ……。

クリス：……大悟の攻撃力を一いち手て順じゆん無駄にするのは惜しいですね。

大悟：フリードリヒ殴っとくかぁ？　でも攻撃が分散するなぁ。

一同：（しばし思考中）

ギヨーム：……攻撃を分散させる価値はあるんじゃないですかね？

大悟：ほう？

ギヨーム：モノリスは一度に一体しか回復できないわけだから、少しずつでも両者を殴って、ダメージを累るい積せきさせていくのが良いかと。

大悟：……なるほど。なら、俺はただただ目の前の奴を殴り続けよう！　てりゃあ！

ＧＭ：大悟が向かってくるのを見て、フリードリヒは嘲あざけるような笑みを浮かべる。防御の構えをとろうとすらしない。

大悟：その高こう慢まんな自信、己を滅ぼすぜ！　《破壊の爪》を使った後、《浸透撃》＋《電光石火》＋《獣の力》で白兵攻撃。達成値は36。

ＧＭ：剣で受ける。22個も振れば、まず間違いなく……よし、成功。

大悟：ならばダメージは40点、装甲値無視。拳から破壊の振動波を生み出し、奴の臓ぞう腑ふを直接叩く！

ＧＭ：剣の防御力で10点弾き、30点の実ダメージ。結構喰くらったな。

大悟：少しは〝痛み〟ってのがわかったかい？

ＧＭ：（重低音）「……うぬの拳は、そこらの銃弾や刃やいばよりは役に立つようだな」口元から流れる血の筋を拭おうともせず、フリードリヒは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

フィン：……さて。こっちの行動は全員終了だね。

ギヨーム：となると次はモノリスか。

ＧＭ：いかにも。さて、どちらを治ち療りようしたものか……（しばし考え込む）よし、ここは主人であるフリードリヒを援助しよう。《癒しの水》に《狂戦士》も組み合わせておく。

フィン：あー、やっぱ《狂戦士》持ってたか。嫌なの使うね（笑）。

ＧＭ：さて肝かん心じんの達成値だが、ダイスの出目が……７。

ギヨーム：そこに技能レベル[image: 256]を足す、と（笑）。

ＧＭ：いいや。

ギヨーム：……え？

ＧＭ：すべての機能を取り戻したって言ったでしょ？　なので〈ＲＣ〉技能のレベルが二じ乗じようされまして……

一同：二乗ぉっ!?

ＧＭ：[image: 256]×[image: 256]で、その技能レベル、実に六万五千五百三十六!!

一同：ろくまん─────っ!?（爆笑）

フィン：（腹を抱えて笑っている）……参った！　意い表ひようを衝つかれた！

ギヨーム：す、すごぉぉぉい。こりゃ本当にムーの遺産だヨ！（思わず拍手）

クリス：なんて無意味で凄すさまじい技能レベル……！（笑）

大悟：この力なら、太陽の中に叩き込まれても復活しそうだな（笑）。

ＧＭ：そんでね。六千五百Ｄ10ほどＨＰが回復するんですが、振りますか？

フィン：いや、もうどうやってもＨＰが全快するってことはよぉーくわかった（笑）。

ギヨーム：そこまでくると、なんだか清すが々すがしいね！（笑）

ＧＭ：では、モノリスが傷を治すための演出を───




　その時、妙たえなる旋せん律りつが空間を満たした。

　驚くなかれ、それはモノリスの紡つむぐ歌であった。

　嗚あ呼あ！

　なんと美しく豊かな響き！

　その音はフリードリヒの体を包み、たちまち傷を癒いやしてゆく。

　これぞ偉大なるムーの遺産、地母神の力なのだ！




ＧＭ：つーわけで、フリードリヒはＨＰ全快。

クリス：期待値で計算すると、三万五千点程ですね（笑）。

ＧＭ：うむ。無駄になった数万点分の生命エネルギーにより、草木が萌もえ出で、凄まじい速さで床や壁を覆ってゆく。

フィン：圧倒的な科学力に打たれたんで、僕はモノリスへのロイスをとりたい（笑）。

ＧＭ：いいよ。ムーの遺産、存分にリスペクトしてくれ（笑）。




◆第２ラウンド

ＧＭ：それでは次のラウンド。再びフリードリヒの番。先程と同じコンボで君たち全員を攻撃する。
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フィン：また範囲攻撃か。このままだとジリ貧ひんだ。

大悟：こっちもまだ切り札は残しているが……とにかく頑張ろう。

ＧＭ：前回と同じく《獅子奮迅》で範囲攻撃。《狂戦士》があるんで、クリティカル値６！

ギヨーム：６か……《氷壁》で対抗するのはキツそうだな。

ＧＭ：（ジャラジャラとダイスをかき集める）振れるダイスは30個！　とりゃっー！　……んん～？　思ったほど振るわないなあ。達成値34。

ギヨーム：おお？　それは勝ち目があるぞ。《氷壁》！

一同：行けーっ！

ギヨーム：予言書よ、我が勝利の未来を示せ……って、なんだこの目はーっ！　達成値15！　全・然・ダメッ！（笑）

ＧＭ：その出目ばかりはどうしようもないなあ。それじゃ皆さん、改めて回避をしてね。ダイスペナルティも忘れずに。

大悟：侵蝕値修正のお蔭で、なんとか５個は振れるんだが……ダメだ。

クリス：わたしも失敗。

フィン：全然ダメ。

ギヨーム：言うに及ばず。失敗！

ＧＭ：ではダメージを……。

ギヨーム：……ちょっと待って。クリスは既にロイスを２個昇華しているね？

クリス：ええ。最初の攻撃に費やしたんで。

ギヨーム：むぅ。それだと復活にロイスを使うのは侵蝕率的にキツいな。クリスを《砂の結界》でカバーリング。

クリス：ありがとうございます！（深々と礼）

ＧＭ：ＯＫ。それでは音よりも速い斬ざん撃げきが君たちの体を斬り苛さいなみ……58点のダメージ。

ギヨーム：耐えられるはずもない。ニナのタイタスで復活。

大悟：同じく、俺もニナへのタイタスを使う。

フィン：僕はフリードリヒのタイタス。それにしても《マルチウェポン》の破壊力でかいな。

ＧＭ：……見たところ、フリードリヒが使ってる剣の中に、特殊な物が混ざってるようだ。緋ひ色いろと黄こ金がね色いろが混ざったような不思議な輝きを発する剣。

大悟：なんだ、あの剣は……？

ギヨーム：……察さつするにアーネンエルベの秘密兵器か？

ＧＭ：「アーネンエルベから受け取った伝説の名剣〝グラム〟。オリハルコンとやらでできているらしいが……モノリスに比べれば塵ちり芥あくたのようなもの」

ギヨーム：オリハルコン！（笑）

クリス：アトランティスの超金属……まさかそんなものまで！

ＧＭ：なお、《ブレインシェイク》を組み合わせた攻撃だったんで、クリス以外はみんな、このラウンドのクリンナップセグメントまで［目め眩まい］状態になる。

フィン：［目眩］は……（ルールブックを確認）すべての判定ダイスに─２かぁ。

クリス：ひとまず、わたしは待機しておく。

フィン：じゃあ僕の番か。《リニアキャノン》でモノリスへ攻撃！

ＧＭ：攻撃か。さぁこい！

フィン：モノリスへのロイスをタイタスにして、クリティカル値を下げる！　あんな凄い物を壊すのはもったいないけど……いけっ！　達成値66！

ＧＭ：ド命中！

フィン：よし、ダメージ54点！

ＧＭ：亀裂はモノリス全体にまで及び、不気味なきしみをあげ始める。が、まだ壊れない。

フィン：クリス、畳たたみ掛けてっ。

クリス：わかってる。亀裂が集中し、一番脆もろくなっている場所へライフル弾をフルオートで叩き込むわ。達成値は……なんとか40。

ＧＭ：ここは避けないとマズいマズいマズい……が、回避失敗ぃぃぃ!!

クリス：装甲値無視で……ダメージ38点！　お願い、倒れて！

ＧＭ：……立ち込める硝しよう煙えんの彼かな方た、モノリスは悠ゆう然ぜんと屹き立りつしている。

クリス：ああ……。

ＧＭ：だが、その時。超人兵士として訓練を受けたクリスの鋭えい敏びんな耳に、〝ピシリ〟という小さな音が聞こえた。

一同：おお？

ＧＭ：一瞬の間を置き、モノリス全体から悲鳴のような音が発せられる。［昏倒］して、一時的な機能不全に陥おちいった！

クリス：やった……！

一同：よしっ！

ＧＭ：フリードリヒは、その音を背中で聞きながら鬼のような形ぎよう相そうを浮かべる。「やってくれるわ……下郎どもが！」

大悟：さ、こっからだ。邪じや魔まなおもちゃは消えた。本当の勝負を始めようぜ。

ＧＭ：「……来い」彼は初めて剣をきちんと構える。

大悟：渾こん身しんの気を込め、掌しよう底ていを叩き込む！　達成値は……51だ。

ＧＭ：あ、あれ？　16個も振ったのに、ひとつもクリティカルしてない。命中。

大悟：よし！　なら43点の装甲無視ダメージだ。軽く弱そうな掌しよう打だを無数に放ち、その中のひとつに混ぜておいた〝本当の一撃〟が鳩みぞ尾おちを叩く！

ＧＭ：フリードリヒは血を吐はき、苦痛に顔を歪ゆがめる。「グハァッ！」




◆第３ラウンド

ＧＭ：さて、３ラウンド目のセットアップなんだが、ちょっとした異い変へんが起こる。
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大悟：うん？

ＧＭ：機能不全に陥ったモノリスが暴走を開始する。凄まじい勢いで生み出された植物の根が、縦じゆう横おう無む尽じんにのたうちまわり、壁や床を破壊していくよ。

フィン：うわっ、予想外！

ＧＭ：全員、〈運動〉で目標値９の判定をしてくれ。失敗すると、木の根や崩れる床に足を取られて［転倒］する。

大悟：敵の眼前で転ぶわけにはいかない！　……よし、成功した。

ギヨーム：うむ、成功。

フィン：僕もなんとか大丈夫。

クリス：……失敗。転んだわ。

ＧＭ：ではマイナーアクションで立ち上がるまで移動不可、ダイスペナルティ１。なお、次のラウンドからは、そこかしこに岩がん塊かいが降り注ぎ始めるよ。

大悟：待ったなし、って状況だな……。

ＧＭ：フリードリヒは楽に〈運動〉判定成功。それでは、右手に名剣グラム、左手に何本もの剣を摑み、全員に攻撃。達成値は35！

ギヨーム：それなら《氷壁》が届く……はず！　ていっ！　……って、おい！　なんだこの出目は！（頭を抱える）

ＧＭ：１や２が多いねぇ。

ギヨーム：達成値は言いたくない（笑）。とにかく失敗。みんなごめん！

フィン：ついてないものはしょうがないよ。

ＧＭ：……全員回避失敗？　それじゃ48点のダメージ。

ギヨーム：攻撃の要を失うわけにはいかんな。大悟をカバーリング。

大悟：すまんっ！

ギヨーム：なに、かまわんさ。［昏倒］するが、タイタスで復活しておく。残りロイスは４つ。侵蝕率を考えると、これ以上の余裕は無いな。

フィン：……僕はメジャーアクションを放ほう棄きしてクリスを庇かばうよ。

クリス：えっ？

フィン：攻撃力がある人を残したいからね。ニヤリと笑いつつ、［昏倒］。侵蝕率がヤバいから、まだタイタスでの復活はしない。

クリス：……あとは任せて！

ＧＭ：では、クリスの番が回ってくる。

クリス：自分の上に覆いかぶさるフィンの頭を一ひと撫なでして、フリードリヒを撃つ！　マイナーアクションで立ち上がりつつ……クリティカル！　達成値は70！

ギヨーム：70!?　素晴らしい！

ＧＭ：まさに怒りの一撃か。こっちは《ディフレクション》で受けを……ち、失敗だ。

クリス：ダメージは50点ぴったり！　殺とった！

ＧＭ：《空蟬》でダメージをキャンセル！




　クリスの弾道計算には一いち分ぶの隙すきもない。逃のがれえぬ死だ。

　───そのはず、だった。

　閃。

　銀光が走った。

　同時に、鉄板に雹ひようが降り注いだかのような轟音。

　そして───




ＧＭ：「アブトマット・フェデローバ自動小銃。装弾数二十五発。儂わしの剣を以もってすれば、叩き落とせぬ数ではない……」フリードリヒは無傷だ。

ギヨーム：まさか……フルオート弾だん幕まくをすべて打ち落としたのか！

大悟：けど、ダメージキャンセル技は使わせたのは大きいな。次は俺の行動だ。

ＧＭ：「余計な体力を……使わせおって……」さしものフリードリヒも息を乱している。

クリス：……今よ、大悟！

大悟：おう！　とっておきを見せてやる。《マシラのごとく》！




　風が渦うず巻まく。

　獣が……目覚める！




大悟：額に第三の目アジナー・チヤクラが開かれると同時に、全身の筋肉が猛獣を凌りよう駕がするほどに隆りゆう起きする！

ＧＭ：さすがのフリードリヒも目を見開く！　「ぬぅ!?　〝それ〟は一体……!?」

大悟：無造作に間合いを詰め、真正面から拳を打ち込むぜ。達成値74！　見せてやるよ、俺の中の〝獣〟の力!!

ＧＭ：命中！

大悟：ダメージ90点、装甲値無視！　フリードリヒの体に、渾こん身しんの力を込めた拳を、連続で打ち込んでいく！




　大悟の拳が、フリードリヒの筋肉の鎧に穴を穿うがつ！

　獣の膂りより力よくの前に、人とはかくも脆もろいものなのか！

　フリードリヒの全身は朱に染まり、ただただ砕かれゆくのみ!!
















ＧＭ：……見事。大悟の一撃でフリードリヒは［昏倒］した！

大悟：どうやら勝った、な。

ＧＭ：（ニヤリと笑いつつ）ここで《ラストアクション》起動。

一同：……っ!?

フィン：やっぱり持ってたかーっ!!

クリス：レ、レベルはいくつですか……？

ＧＭ：侵蝕率ボーナスを含めて４レベル。都つ合ごう、三回の範囲攻撃が飛ぶ。

ギヨーム：な、なんて執しゆう念ねんだ……。

ＧＭ：冥めい土どの土産に、きっちり全員の命タマァ殺とらしてもらいま。

フィン：全員倒れたら……？

ＧＭ：暴走するモノリスに巻き込まれ、死ぬ。

一同：…………。

大悟：最後まで立ってやろうじゃないか。来いよフリードリヒ。

ＧＭ：「がぁっ！」吼ほえつつ一撃目。達成値36。

大悟：《電光石火》で回避は……届かない！

ギヨーム：《砂の結界》で大悟をカバーリング。《氷盾》や《フォームチェンジ》等も組み合わせ、受け成功。

ＧＭ：ならばダメージ43点！　消し飛べっ！

ギヨーム：30点弾いて13点、二倍するから26点ダメージか。これはさすがに……。

フィン：……リアクティブアーマー！

ギヨーム：そうだっ！　２Ｄ10振って……12点軽減。残りＨＰ４。まだ生きてるっ！

一同：おおー！（拍手）

大悟：すごいぜギヨーム！

クリス：……わたしは［昏倒］。ごめん、耐えられなかった。




　フィンに続き、クリスが倒れ───




ＧＭ：二撃目、達成値32。ダメージは38点！

ギヨーム：《砂の結界》で大悟をカバーリング。だが、私もここまでだな。

大悟：───すまん！

ギヨーム：誰かひとりが残ればいい。勝ちたまえよ、天花寺！




　ギヨームも力尽き───




ＧＭ：「残る、は……うぬ、だけ、よ……。くっ、くくくっ……」フリードリヒは、地獄の亡者のようなおぞましい声を上げながら剣を構える。

大悟：（レコードシートを見る）既に侵蝕率[image: 157]。これ以上ロイスは使えないな。

一同：…………。

ＧＭ：「誰も……逃しはせぬ……全員……喰らい尽くす……」

大悟：……その妄もう執しゆう、俺が断ち切ろう。

ＧＭ：「がぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!!」




　───フリードリヒは、咆ほえた。




ＧＭ：達成値は……46っ！　大悟の喉のど元もとへと、致ち命めいの剣先が突き出される！

大悟：意地でも回避してやる。《電光石火》！




　───大悟もまた、吼ほえた。




大悟：ダイスは９個、クリティカル値は７！　そらっ！（ダイスを振る）




　大悟は両の瞳ひとみを閉じた。

　迫る剣けん鬼きの刃は、人の動どう体たい視し力りよくを超越する。

　ならば、頼るは───




大悟：一回クリティカル……二回クリティカル……！

一同：回れ回れ回れ回れ……！

大悟：……よし、四回クリティカル！　けど、もうダイスが一個しか残っちゃいない。

ＧＭ：〈回避〉技能は１だから、５以上出す必要があるな。

大悟：……行けっ！




　刹せつ那な。

　大悟の心眼は、神しん速そくの剣けん閃せんを捉えた。

　そして───




一同：～～～～～～～～～っ!!

大悟：…………出た、６！　達成値47っ！

一同：よっしゃああああああああああっ!!（拍手）

ＧＭ：届かなかった、か。フリードリヒは大量の血を吐き、その体はぐらりと揺れる。

大悟：あばよ、フリードリヒ。おまえの強さ、覚えておくぜ。

ＧＭ：「……ここで潰ついえる、だと？　うぬが、如きに……」

大悟：……おまえは、あの子マリアの想いに負けたのさ。

ＧＭ：「認めぬ。そのような、戯ざれ言ごと……！」フリードリヒは末まつ期ごの力で剣を床に突き立て、己を支える。倒れ伏すことすら拒否し……そして息絶えた。

大悟：……最後まで己を貫つらぬきやがるかよ。見事だな。

ＧＭ：ここで戦闘は終了だ。おめでとう、生き残ったな。

一同：勝ったーっ！






《マルチウェポン》　ノイマンのエフェクト。複数の武器を同時に扱うことができる。

《獅子奮迅》　ハヌマーンのエフェクト。素早い動きで範囲全体を攻撃する。

《狂戦士》　ソラリスのエフェクト。対象を熱狂させ、攻撃のクリティカル値を下げる。

グラム　ゲルマンの伝承に謳われる英雄シグルズの愛剣。これは、あくまでもアーネンエルベがグラムだと認識したにすぎず、本物かどうかは定かではない。

《空蟬》　ハヌマーンのエフェクト。超高速運動により攻撃を避け、受けたばかりのダメージを「なかったこと」にする。

《ラストアクション》　ノイマンのエフェクト。［昏倒］状態に陥った際に使用し、最後の死力で攻撃を行う。














ENDING PHASE






ＧＭ：さて、晴れてめでたくエンディングだ。

大悟：悪党は倒した！

フィン：ナチもいなくなった！　つか、それはフリードリヒがやったんだけど（笑）。

ＧＭ：公式発表では、フリードリヒは急の病死ということになる。さすがに、国家の重じゆう鎮ちんが国を売ろうとしていたなんてことは言えないからね。

クリス：摂政がいなくなって、この国は大丈夫なのかしら……。

ＧＭ：フリードリヒによって追放、あるいは投とう獄ごくされていた忠ちゆう臣しんが、次々とマリアの許もとへ帰参を果たすことになるから、その点についてはさして問題はないだろう。

ギヨーム：そういや、モノリスが壊れた影響ってのはあるのかな？

ＧＭ：全土に根を張る秘宝の停止により、ヴォルスング公国は予期せぬ地震に見舞われた。だが、さしたる被害もなく済んだという話だ。

ギヨーム：それはなにより。

大悟：ナチスは？

ＧＭ：秘宝が失われた以上、もうやってくることはない。

クリス：よかった……。

ＧＭ：ただ、モノリスがなくなったため、その諸もろ々もろの恩おん恵けいは消失する。その影響は、年単位、数十年単位で徐々に現れてくるだろう。傷が治り難にくくなったり、土ど壌じようが衰えたり。

大悟：これからはマリアや、国民みんなの努力次第、か……。

クリス：ところでＧＭ、マリアにお願いしてニナの墓を作りたいんですが。

ＧＭ：マリアは快こころよく応じてくれる。場所はどこがいいかな？

クリス：どこか見晴らしのいい場所の方が、ニナにとっても嬉しいかと。

ＧＭ：なら、小高い丘の上にしようか。ヴォルスングの街や、郊こう外がいの湖を一いち望ぼうできる場所だ。エンディングの舞台も、そこにしよう。

一同：はーい。

ＧＭ：それではエンディングを始めよう。しばらくヴォルスングに逗とう留りゆうして、戦いの傷も癒いえた頃のこと───







◆Ending 01◆東邦の快男児


Scene Player ──── 大悟






　その日。

　欧州は風にそよいでいた。

　ヴォルスングの地も、また───




ＧＭ：小高い丘の上。マリアは、一抱えほどの大きさの白い石に花を供えている。石には精せい緻ちな彫刻と、ニナの名が刻まれている。

クリス：彼女、本当の名前はなんだったんでしょうか……。

ＧＭ：それは永遠にわからないだろう。君にとっては〝ニナ〟のまま、彼女は逝いった。

クリス：……ニナ、安らかにね。ここなら、もうあなたを苦しめることなんて起こらないわ。

ＧＭ：その言葉にマリアが答える。「……ええ。必ず、そんな国であり続けることを約束するわ、クリス」墓石の近くでは、今日植えたばかりの樹の苗なえが風にそよいでいる。

大悟：……マリア。君たちを守ってきた秘宝は、もうない。これからこの国は、色々と辛い試練に見舞われるかもしれない。それでも……頑張れるか？

ＧＭ：悲しげだが、力強い笑みで答える。「……いつまでも揺ゆり籠かごにはいられないということでしょう。私は……いえ、私たちは、その揺り籠から……巣す立だちます」

大悟：……そうか。やはり君は強く立派な女性だ。

ＧＭ：「あなたたちから勇気をいただいたんですもの」と、マリアは誇らしげに笑った。「……これから、みなさんはどうなさるのですか？」

フィン：……僕はイギリスへ戻るよ。家にも学校にも顔出さなきゃならないし、情報部に報告書も出さなきゃならないからさ。

ギヨーム：私はひとまずパリに戻り、次の秘宝を探すことになりますな。

クリス：わたしは……うーん、行くところがない、な……。

ＧＭ：ではマリアからお誘いをかけよう。「クリス。もしあなたがこの国にいてくれるのなら……私は心から歓かん迎げいするわ」

クリス：ちょっと心こころ惹ひかれるけど……首を横に振る。ダメ、わたしはここにいられない。

ＧＭ：「……どうして？」

クリス：わたしはナチスのお尋たずね者だもの。だから今は……お別れしなきゃいけない。

ＧＭ：マリアは悲しげに目を伏せるが、すぐに微笑を浮かべる。「じゃあ、いつかは帰ってきてくれるのね？」

クリス：帰る……？　ええ、うん。いつかきっと、ここに帰るわ、マリア。

ＧＭ：「約束よ」マリアは、クリスの手を両手でぎゅっと握り締める。

ギヨーム：その様子を楽しそうに眺めていよう。仲間というのは良いものだな、天花寺。

大悟：……ああ、そうだな。あんたも頼もしい仲間だったぜ。

ギヨーム：こちらも短い間だが、楽しかったよ。

フィン：色々と怖い目にもあったけどね。

大悟：でも、なんだかんだで、楽しかったろ？

フィン：へへ、まぁね。……さて、と。僕はトランクを背負って、トコトコ歩き出そう。

大悟：気をつけて帰れよ坊主。いや、フィン・ブースロイド！

フィン：……僕、兄ちゃんみたいに、言ったことを守れる強い大人になるよ。きっと！

ギヨーム：おまえは十分強いよ。またいつか、会おうや。

フィン：うん！　こっちも色々と忙しくなりそうだしね。それじゃ、みんなサヨナラ！　丘の斜しや面めんをタタタッと駆け下りてく。

ギヨーム：……その様子を見届けてから、私も行くとしよう。

クリス：ねぇギヨーム、あなたはパリへ行くのね？

ギヨーム：うむ、一応私の本拠地だからな。

クリス：パリ……。ちょっとだけ、夢見るような表情になります。

ギヨーム：君も来るかね、レディ。まだまだ見ていない場所が沢山あるだろう？

クリス：……そうね。私は見ていない場所が多すぎる。少し、あなたにつきあうわ。

ギヨーム：では行こうか。さようなら諸君。またいずれ、いずこかで再会しよう。

大悟：ふたりとも元気でな。

クリス：さようなら大悟。あなたも元気でね。そしてマリア。……行ってきます。

ＧＭ：「行ってらっしゃい」そう言ってマリアは、もう一度、君の手を握りしめる。

クリス：きっと、帰ってくるから。それじゃ！

ＧＭ：……かくして、残されたのは大悟とマリアのみ。マリアは、三人が去っていった方向にいつまでも手を振り続けている。

大悟：行っちまったな……。

ＧＭ：「……ダイゴ。少し、よろしいですか？」

大悟：ああ。

ＧＭ：マリアは君から少し離れ、深々とお辞じ儀ぎをする。「ダイゴ・テンゲイジ。ヴォルスング国民を代表し、あなたに感謝します。……本当にありがとう」

大悟：礼を言われるほどのことじゃない。俺だけの手柄じゃないしな。

ＧＭ：「剛ごう勇ゆうにして謙けん虚きよ。あなたのような方を騎士ナイトと呼ぶのでしょうね」

大悟：はは。俺はそんな大した人間じゃないさ。

ＧＭ：「…………」マリアは、何か言いたげにしている。

大悟：どうした？　と先を促うながしてみよう。

ＧＭ：「……ねぇ、ダイゴ。秘宝はなくなり、その加護も喪うしなわれました。先程申しましたように、私は国民と力を併あわせてこの国を守っていかねばなりません」

大悟：……そうだな。大変だろうけど、君がいて、あの温かい心を持つ国民がいれば、きっとできるさ。

ＧＭ：しばらくの間マリアはうつむき、やがて意を決したような表情を浮かべる。

大悟：…………。

ＧＭ：「こんなことは想像できませんか？　もしかしたら叶かなうかもしれない夢の話です」

大悟：…………？

ＧＭ：「ひとりの女の子が、若くして大公に即そく位いします。ひ弱で、世間知らずな大公だけど……そばに強くて優しい騎士がひとりいてくれたら……きっと……」

大悟：意味を察して、けど、困ったように笑う。

ＧＭ：「ダメ……ですか……」

大悟：……俺には過ぎた夢さ。

ＧＭ：「…………」

大悟：…………すまないな。

ＧＭ：「……どうしても？」

大悟：俺はどうにもトラブルを呼び込む性た質ちでね。それに、こんな時代だ。どうにも見過ごしちゃおけないことが、そこら中に溢れてるのさ。

ＧＭ：「あなたらしい……」マリアは優しく微笑む。悲しげだが、納得したような表情だ。

大悟：いい風が吹けば、またふらりとやって来るかもな。

ＧＭ：きょとんとした顔で、「風、ですか……？」と聞き返す。

大悟：ああ。なんだかんだで俺は風ふう来らい坊ぼうなんでな。風の向くまま気の向くまま、って奴さ。

ＧＭ：「風の向くまま、かぁ……」その視線は、どこか遠くを見ている。

大悟：黙って、ヴォルスングの風景を見ていよう。

ＧＭ：「ダイゴ」

大悟：うん？

ＧＭ：「では、その風がこの国へ向けて早く吹くように頑張ります。『ああ、あの時、ヴォルスングに残っていればなぁ』って後こう悔かいさせるほど素敵な国にしちゃいますからね！」

大悟：いい答えだなぁ。よし、そいつは楽しみだ！

ＧＭ：マリアはにこりと微笑み……君たちの間を一陣の風が吹き抜けていく。「……風、出てきましたね」

大悟：そうだな。……それじゃ、そろそろ行くよ。

ＧＭ：「…………はい」

大悟：新しい大公殿下に幸さち多からんことを。背を向け、てくてくと歩いて去っていこう。

ＧＭ：それでは、ここで君の背中を見送るマリアのモノローグが入る。




　風に吹かれて、あの人は行ってしまった。

　これから風はますます強く厳しくなり、嵐の時代が来るのかもしれない。

　欧州を、いいえ、世界すべてを巻き込むような、恐ろしい嵐！

　けれど───




ＧＭ：大悟の背中に、丘の上のマリアからの声が届く。「私、負けませんから！」

大悟：……足を止める。けど、振り返りはしない。

ＧＭ：マリアは、精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げ続ける。「どんなに激しく恐ろしい嵐の時代が来たとしても！　あなたたちのように強く立ち向かって行きますから！」

大悟：…………。

ＧＭ：「何があっても絶対に……絶対に、負けませんから！」

大悟：片手を突き上げ、ぐっと拳を握って応こたえる！

ＧＭ：「さようなら、ダイゴ!!」

大悟：ああ、またな!!




　───かくて、国を覆う暗雲は晴れ、姫君の顔には笑顔が戻った。

　強き誓ちかいの言葉は風に乗り、天へも届けと響きゆく。

　我が戦いは終われりと、男はひとり、風の如くに歩み去る。

　莞かん爾じと笑って別れを告げて、残るは淡あわき想いの花一輪。

　嗚あ呼あ、東邦の快男児！

　次に君を待ち受けたるは、一体如い何かなる冒険か!?

　天てん気き晴せい朗ろう、威い風ふう堂どう々どう！

　我らが好こう漢かん・天てん花げい寺じ・大だい悟ご、今日も雄お々おしく道を征ゆく!!







■歴史的補遺

　この後、ヴォルスング公国は時代の荒あら波なみにも屈することなく、誇り高き独立を保ち続けた。年若くして即位した大公マリアグレース・フォン・ヴォルスングの功こう績せきと政治手腕は、後々の世にまで讃たたえられることとなる。

　だが、彼女の心を守るために戦った四人の名は、歴史書には記されていない───


─完─






















付ふ録ろく：ステージ解説〝ウィアード・エイジ〟






　本書でプレイしている『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』は、二〇〇三年に富士見書房より発売されたＴＲＰＧだ。これは、〝レネゲイド〟と呼ばれるウィルスに感染することにより、超人となった者たちの肉体的・精神的な闘争をテーマとしたゲームである。

　さて、『ＤＸ２』には〝ステージ〟という概がい念ねんがある。ステージとは、そのシナリオの舞台となる場所や時代、環かん境きよう設定、雰囲気などを総合して表す言葉だ。基本ルールブックでは、現代日本で遊ぶための〝東京近郊Ｋ市〟がサンプルとして用意されているほか、サプリメント『アルターライン』には平安時代やＭＭＯ世界といったステージが掲けい載さいされている。

　そしてこれより解説する〝ウィアード・エイジ〟も、数あるステージのひとつで、ダブルクロス・リプレイ・トワイライト『東邦の快男児』の舞台として用いられたものだ。

　なお、これは簡かん略りやく版ばんであり、正式版は二〇〇六年十月発売予定のサプリメント『アウトランド』に掲載される。こちらには、より詳細な解説に加え、イラストつきのサンプルキャラやパーソナリティーズ、追加ワークス等も併あわせて紹介する予定となっている。ウィアード・エイジでの冒険を楽しみたい方には、是ぜ非ひともお読みいただきたい。
















■ウィアード・エイジ奇 妙 な 時 代

　〝ウィアード・エイジ〟は、第二次世界大戦前夜、一九三〇年代の欧州大陸を中心に描いたステージである。ＰＣたちは、その時代の人間となり、ナチス・ドイツの悪しき野や望ぼうを挫くじくために活動することとなる。

　基本ルールブックでは、レネゲイドウィルスが発見されたのは十八年前とされている。だが、このステージでは、遥はるか以前よりレネゲイドは存在し、様々な形で人類に影えい響きようを与えてきたという設定を採さい用ようしている。

　なお、〝ウィアード・エイジ（Weird Age）〟とは〝奇き妙みような時代〟〝この世のものとは思えぬ不ふ可か思し議ぎな時代〟を意味する英語である。この架か空くうの二〇世紀前半は、レネゲイドによって、我々の知るものとはどこかが違う、まさに〝奇妙な時代〟へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。

　次ページに掲載する地図は、一九三八年当時の欧州大陸を描いたものである。

　ナチス・ドイツはその領土的野心を剝むき出しにし、周辺各国の併へい合ごうへと乗り出している。そして翌年の一九三九年には、東の隣りん国ごくポーランドへと侵攻を開始し、第二次世界大戦が勃ぼつ発ぱつすることになるのだ。

　なお、このステージを使用するＧＭは、地図の任にん意いの場所に、自分のシナリオにとって都合のよい改かい変へんを行えるものとする。例えば、リプレイに登場したヴォルスング公国のように架空の国家を描き込んでもかまわないのだ。
















■バックグラウンド

　一九三〇年代は、混乱の時代である。人類は既すでに最初の世界大戦を経験し、その傷跡も癒いえぬまま、列れつ強きよう各国は自国を偉大ならしめんがために覇はを競い合っていた。

　そんな頃、第一次世界大戦の敗北を受け、失意と苦境の中にあったドイツでは、ひとりのエキセントリックな男が権力の階段を上っていた。彼の名はアドルフ・ヒトラー。後のドイツ第三帝国総そう統とうであり、人類を二度目の世界大戦へと引きずりこむことになる人物だ。

　国家社会主義ドイツ労働者党、通称ナチスを率いるヒトラーは、己の支配体制を磐ばん石じやくなものとし、さらにはドイツ民族の栄光のため、さらなる〝力〟を欲していた。それは、ただの軍事力や経済力ではない。それらの現世的な力など意にも介さぬほどの圧倒的な〝力〟だ。

　いつしかヒトラーはオカルトの世界に新たな力の源げん泉せんを求め、神秘主義に傾けい倒とうしていった。そして幸運なことに（世界の大多数の人間にとっては不幸なことに）、彼は新たな〝力〟を見出すこととなる。

　それは、レネゲイドウィルスに感染した人や器き物ぶつであったが、この時代、それを正しく認識できる人間などいようはずもなかった。ヒトラーにとってそれは、ヴァルハラより下った不死英雄エインヘリヤルであり、伝説の人狼ヴエアヴオルフであり、偉大なる力を秘めたロンギヌスの槍であった。

　───今や啓けい示じは下された。この力は、大ドイツの為ために使われるべきである！

　かくしてヒトラーは、世界各地に眠っているであろうレネゲイドの力を求め、動き出した。古代の遺産、神の奇跡、魔術、超科学……様々な形で現れた〝レネゲイドの産物〟は、専せん属ぞくの研究機関アーネンエルベによって解析された。現在ではレネゲイドの本格的な軍事利用も開始され、当時の常識を遥はるかに超越する装備に身を固めた兵士たち……通称〝超ちよう人じん兵へい団だん〟が結成されている。




■レネゲイドウィルス

　先の項目で述べたように、当時、レネゲイドウィルスは発見されていない。なにしろ、世界で初めてウィルスの結晶化に成功し、その基本構造が解明されたのは一九三五年のことなのだ。ＵＧＮやＦＨのような組織も存在しないこの時代、レネゲイド感染者は、己の異能力を〝ウィルスによるもの〟とは捉とらえない。

　もしも武術の修行者が感染し、岩をも砕く力を手に入れたならば、彼はそれを〝修行の成果〟として認識することだろう。

　神に仕える者ならば、〝神の奇跡〟がもたらされたと考えるだろうし、オカルト研究者ならば、自分が〝魔術〟を使えるようになったと喜ぶに違いない。

　原理はひとつでも、その認識は千せん差さ万ばん別べつなのだ。




■世界各地に眠る秘宝

　ＥＸレネゲイドというものがある。人間以外に感染したレネゲイドのことだ。例えば剣がＥＸレネゲイドに感染したならば、通常では考えられない破壊力を持つ。

　ナチスは、そういったＥＸレネゲイドを超古代に栄えた高度な文明や、神々が作り出したマジックアイテムのようなものと考え、そういったＥＸレネゲイド全般を〝秘ひ宝ほう〟、または〝遺い産さん〟〝宝ほう具ぐ〟などと呼んでいる。秘宝が、本当に超古代文明より受け継がれてきた物なのか、それとも近年になってレネゲイドに感染しただけなのか……真実は闇の中である。




■もうひとつの歴史

　いうまでもなく、〝ウィアード・エイジ〟はフィクションである。よって、一九三九年以降、実際に我々が辿ってきた歴史とは異なる展開をする場合もある。ＧＭは、まったく新しい歴史を構こう築ちくしてもよいし、基本的な流れはそのままに歴史の隙すき間まに独自の解かい釈しやくを加えてもかまわない。次ページに掲載する年表は、主にナチス関係の史実だけをおおまかに記したものである。これを参考に、あなただけのウィアード・エイジを作り上げていただきたい。

　なお、歴史とは本来、極めて扱いの難しい素材である。その扱い方を間違えた場合、不特定多数の人間の心を傷つけてしまうかもしれない。くれぐれもそのようなことがないようにご注意願いたい。




















あとがき






　黄昏時トワイライトが好きだ。

　昼とも夜ともつかず、曖あい昧まいで、寂せき寥りよう感かんに満ちていて、なぜだかひどく懐なつかしい───




　はい、ポエジックな書き出しはそこそこに、あとがきコーナーを始めたいと思います。

　てなわけで、『東邦の快男児』の著者、田中天たなか・たかしです。

　今回の企画は、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の磯いそ田だ氏より「『ＤＸ２』のリプレイ書こうよ！　富士見さんの文庫で！」というありがたいお誘いを受けたことが発端です。

　もちろん、私はふたつ返事で受けたわけですが、ひとつ大きな問題が発生しました。

　それは、「どんなステージでやるのか？」ということです。

　これまで、菊きく池ちたけし氏と矢野俊策氏によって生み出されてきたリプレイシリーズは、いずれも現代の日本を舞台に、思し春しゆん期きの学生を主人公としたものでした。

　しかし今回は少々方向性を変え、一風変わったステージでやってみようじゃないか……という運びになったのです。

『ＤＸ２』では、これまでにいくつかの追加ステージが発表されています。

　平安時代、超人が集う隔かく離りされた街、ＭＭＯの世界……どれも魅力的です。

　では、どれを選びましょうか？

　結論として、私はいずれも選びませんでした。

　既き存ぞんの概念にあえて傾かぶいてみせる、そんな夢見る二十代後半独身男性です。押オ忍ス。

　もちろん、このような場合は〝代だい案あん〟というものを提てい示じしなければなりません。それも、〝既存のステージを使わないという選択に見合うだけの〟魅力を持った代案を。

　───私は、胸のすくような冒険活かつ劇げき、それもレトロな雰囲気のものが大好きです。

　青せい雲うんの志こころざしを抱くヒーローが、並み居る悪漢どもをバッタバッタと薙なぎ倒し、超兵器や怪しげなオカルトが飛び交い、可憐なヒロインが最後に笑顔を浮かべてハッピー・エンド……そういった物語を紡つむぐためのステージはどうだろうか？

　そして辿りついたのが、〝第二次世界大戦前夜〟という舞台です。それも、史実のようでいて、実は荒こう唐とう無む稽けいでケレン味たっぷりの、ハッタリヒストリカルな架空の一九三〇年代。

　しかも、この時代には、人類史上に現れたパブリック・エネミーとでも表現すべき、恐るべき集団が存在しました。

　ナチス・ドイツ！　今もなお、数多くのフィクションのモチーフとなり、数々の超兵器やＵＦＯの開発にオカルト儀式を行ったというトンデモ文脈で語られる連中です。

　こいつらとレネゲイドウィルスを融ゆう合ごうさせてみたら面白そうだということで、〝世界を股にかけて無理と無茶を楽しむ世界〟ウィアード・エイジが誕生したのです。

　願わくば、リプレイ本編共々、あなたの心に快こころよいものをもたらしますように。




　さて、ここから先は各話のシナリオについての解説を少々。ネタバレ上じよう等とうの世界になりますので、未読の方は本編を読み終えてから目を通した方がいいかと思います。

「どこから読もうとオレの自由だぜ！　むしろネタを知ってからじゃないと怖くて本編なんか読めねぇぜ!!」というフリーダムでパンキッシュな方は、遠えん慮りよなく読み進めてください。




●第一話　快男児、欧州にあらわる

　記念すべきファーストセッションを行うにあたって、特に留りゆう意いしたのは次の二点でした。

・ナチスという敵役を、わかり易く演出する。

・物語の方向性、ムードを決定する。

　とりあえず〝ツカミ〟は重要だろうということで、のっけから奇怪なナチス少佐や戦闘用装甲列車が暴れまわる展開にしてみました。そして、物語の鍵となるネタは〝ムーの秘宝〟。

　荒唐無稽もいいとこですが、プレイヤー連中も、こういったノリを大いに好む人間ばかりでしたから、食いつきのいいこといいこと！　終始、笑いの絶えない楽しいセッションとなりました。よし、ツカミはＯＫ……と、内心でガッツポーズを決めたものです。




●第二話　公女殿下の快男児

　タイトルの元ネタは、映画『００７／女王陛下の００７』より。

　一話目の冒頭から派手めなノリとは対照的に、「平和な国に静かに忍び寄る破滅」を描いたシナリオです。勘かんの良い方はお気づきでしょうが、アニメ映画『ルパン三世　カリオストロの城』がイメージソースとなっています。しかし、ただの小国のお家いえ騒そう動どうを描いただけでは、一話に比べてスケールが小さくなってしまいますよね？

　そこで、〝秘宝〟の正体をド派手なものにすることでスケールアップを図ってみました。

「〝国土そのものが敵キャラ〟って凄すごくね？　そうだよ、これって格好いいよ！」

　などと己の天才的発想力（注：錯さつ覚かく）に戦せん慄りつしながらシナリオを書きあげました。

　なお、モノリスの技能レベルの異常な数値は、プレイヤーに「モノリスをどうにかせんと、フリードリヒは倒せないよ」というサインを送るために設定したものです。

　そして、フリードリヒというボスキャラについても一話目の少佐とは方向性の異なる演出を心がけました。彼には、一話二話と続く物語のラスボスとしての貫かん禄ろく、そして「なんとしても倒さねば」と思わせる悪党としての振る舞いが求められます。

　ここらの〝悪あく逆ぎやく非ひ道どうな演出〟をやりすぎるとプレイヤー自身に不快な思いをさせてしまう危険性があるのですが、今回は上手くいったようです。

　二話の収録後、プレイヤーから「またこのキャラ使ってプレイしたいね」と笑顔で言われたときの感動といったら……！




　さて、そろそろ紙し幅ふくも尽きてまいりました。

　このリプレイは、一いつ旦たん筆を置きますが、私の脳のう内ないでは〝快男児ＶＳスペースナチス〟や、〝シャンバラを征ゆく快男児〟などといったネタが次から次へと湧わき出て止まりません。

　もしも続刊を出すことができましたら、より荒唐無稽で、よりカッ飛んでて、より面白い物語をお見せしたく思います。どうかご期待ください。

　最後に、本書を出版するためにご尽じん力りよくくださった関係諸氏と、プレイヤーの四人に、この場を借りてお礼申し上げます。

　また、イラスト担当の、しろー大野先生へも格かく別べつの感謝を。

　あなたが描いてくださった素晴らしいイラストにより、作品世界がより豊かなものとなりました。これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　……そして最後に、本書を読んでくださったあなたへ。

　ありがとう。またいずれ、どこかの宵闇トワイライトでお会いしましょう。





二〇〇六年八月二十五日　田中天












ダブルクロス・リプレイ・トワイライト




東邦の快男児








田中　天／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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